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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　舞ぶ台たいでは大道芸人の男が口から火を噴ふいている。唸うなりを上げながら吐はき出される火か炎えん。龍りゆうのようなそれに宴うたげの席がどよめく。

「火を噴きたいのは俺のほうなんだけどな」

　ぼそりと呟つぶやくと、後ろに控ひかえていたザイードが「ヘイダル様」とたしなめてきた。

「宮きゆう殿でんホテルごと燃やしてやる。ついでに馬ば鹿かがのさばっているこの国も」

　早口なアラビア語で罵ののしったので、ヘイダルに寄り添そっている女たちには聞き取れなかったようだ。暑くもないのに左右から羽根扇せん子すであおがれ、鬱うつ陶とうしい。

「ヘイダル様、お慎つつしみください。ご接待の席ではございませんか。イムラーン国の方たちに聞こえてしまいます」

「構うものか。俺はさっさと帰りたい」

　ヘイダルはサッタール首長国の外がい相しようだ。

　イムラーンはサッタールからの資金援えん助じよを必要としていて、ヘイダルはイムラーンを視察するために四週間、この国に滞たい在ざいすることになっている。

　今夜で滞在丸三日。ヘイダルをもてなす宴も三度目だ。初日こそ華はなやかな宮殿ホテルの内装に感かん嘆たんし、次々と運ばれる異国の料理を楽しんだものの、度を超こえたもてなしが三日も続けば、さすがに呆あきれを通り越こして怒いかりに似た感情が湧わいてくる。

　いったいイムラーンの政界幹部たちは、他国から援助を受けなければ成り立たない自国の現状をどう受け止めているのか。もしや視察に訪おとずれた外相をもてなせばもてなすほど、援助資金が上乗せされるとでも思っているのか。

「まさか俺は舐なめられているんじゃないだろうな」

　腕うでを組み、頭上のシャンデリアを睨にらみながらザイードに訊きく。

　短めの黒くろ髪かみと浅黒い肌はだ、がっしり張った肩かただけ見ても、女と宴で簡単に籠ろう絡らくできるタイプには見えないはずだ。三十二という年ねん齢れいも一国の外相をつとめるには若すぎるほどではないだろう。アラブの民族衣い装しようである長ちよう衣いとベールをまとえば、その白に眼光の鋭するどさが際きわ立だつ。『砂さ漠ばくの黒くろ獅じ子し』という出身部族の名は、そのままヘイダルの異名になっている。

「さあ、どうでしょう。ヘイダル様ではなくアサド様が外交にあたられていたなら、イムラーン国の対応も違ちがったかもしれませんね」

　アサドとはヘイダルの父で、サッタール首長国の首長だ。アラブ諸国のなかのひとつに過ぎなかったサッタールを、他国に援助できるほど豊かな国に発展させたのはアサドの手しゆ腕わんなので、ザイードの言葉に異論はない──が、続く言葉は聞き捨てならなかった。

「それにイムラーン国の方々がこういう派手な宴を催もよおしてくださるということは、ヘイダル様の外交手腕よりも素行の悪さのほうが印象づいているのでしょう。悪いことはできないということですね。軽く見られてしまいますから」

「ザイード。お前、どういう意味で言っている」

　それこそまさに舐められているという状じよう況きようではないのか。両眉まゆをつり上げ、初めて振ふり向くと、ザイードは似合ってもいない口ひげをちょんといじる。

「胸に手を当ててアッラーにお尋たずねすれば、お分かりになることかと」

　ザイードは同じ部族の生まれで、ヘイダルの従弟いとこにあたる。まだ二十歳はたちなので普ふ段だんは身のまわりの世話しかさせていない。だがイムラーンの公用語であるヒンディー語が堪たん能のうなので、今回は側近のひとりとして連れてきた。ここまでヘイダルに好き放題言えるのはザイードしかいない。

「何がアッラーだ。俺は神など信じない」

　ヘイダルは鷲わし摑づかみにしたナッツを口に放ほうり込むと、乱暴に嚙かみ砕くだいた。

　ザイードが暗に指し摘てきしたとおり、ヘイダルは敬けい虔けんなイスラム教徒ではない。むしろイスラム教徒ではないと言い切るほうが正しいのかもしれない。さすがに豚ぶたの肉は食わないが、酒も飲むし、煙草たばこも吸うし、女を抱だくこともする。アッラーに祈いのりを捧ささげるのは、気が向いたときと腹の調子が悪いときだけだ。破は天てん荒こうなアラブの王子、とわざわざ写真つきで英国のニュースペーパーにすっぱ抜ぬかれたこともある。

　だが愚おろかではないつもりだ。

　イムラーンはインドにほど近い小国で、土地は平へい坦たん、砂漠はない。東洋の国にも中東の国にも植民地支配された歴史があり、入り混じった各国の文化や風習が、独特のイムラーン文化を築きあげている。いたるところに植民地時代に建てられた宮殿があり、独立国家を形成したいまでも街並みは美しい。父アサドがイムラーンに手を差し伸のべようとしているのも、豊かな文化とこの街並みを守りたいがゆえだ。

　ただ、貧しい。

　石油という天然資源を持つサッタールとは違い、イムラーンには観光収入しかない。街並みを維い持じするため、国民に課せられる税はサッタールの三倍だ。それにもかかわらず、周辺国から移り住む民たみが多い。混こん沌とんの上に成り立つ国なので宗教に寛かん容ようだからだ。結果、人ばかりが増え、イムラーンはもはやパンク寸前だ。

　四週間の滞在期間を終える頃ころには、イムラーンのどの部分にどういった形で援助をするか、外相として答えを出さなければいけないのだが──。

　まったく国として機能していない。それがイムラーンに対するヘイダルの第一印象だ。

　イムラーンが貧しいのは、政界幹部たちに危機感がないせいではないのか。豪ごう勢せいすぎる宴を三日も続けて開かれると、そんなふうに勘かん繰ぐってしまう。

「ヘイダル外相」

　露ろ骨こつな愛あい想そ笑いを浮うかべて近づいてきた男を見て、そら、来たぞ、とヘイダルは腹のなかで呆れる。

　でっぷりとした胴どうまわりの初老の男だ。確か司祭大臣だったか。傍かたわらに若い娘むすめを連れている。

　大臣は挨あい拶さつもそこそこに、高こう揚ようしきった表情で「実は……」と切り出す。

「これは私の三番目の娘でアニラと申します。ヘイダル殿どのにぜひともサッタール国のお話を伺うかがいたいと申しましてな」

　父親が言ったのと同時に「アニラです。お目にかかれて光栄です」と娘が微笑ほほえむ。

　確かこの大臣、初日は一番目の娘を、昨日は二番目の娘を連れてきた。三人とも父親似の丸い鼻をしていたので覚えている。

　さて、どう追い返そうか。ぶどうの房ふさに手を伸ばしながら考えていると、今度は別の大臣がやってきた。

　やはり娘を連れている。こちらは一気に三人だ。

「ヘイダル外相。今夜の宴はお気に召めしていただけましたかな。実は私の娘がどうしてもヘイダル殿にお目通り願いたいということで、失礼を承知で連れてきたのですよ。これがアマンダ、これがサティラ、これがエマ」

　実はこういうことが滞在初日の夜から続いている。

　ヘイダルがいまだ妻のひとりも娶めとっていないせいもあるだろうし、首長位の継けい承しよう権を持つ部族の族長──シークというのも大いに関係あるだろう。イムラーン国の政界幹部たちは、政治的な話はさておき、自分たちの娘をヘイダルに差し出そうとするばかりなのだ。

　確かに女は嫌きらいではないし、日ひ替がわりでも構わない。

　だが他国の政界幹部の娘に手を出すほど酔すい狂きようではない。

「私は女性の名前を覚えるのは得意ではないんだ。申し訳ない」

　煙草を咥くわえながら無難に退けてみたものの、彼らはその程度では引き下がらなかった。

　競きそい合うように再び娘の名を連呼し、「イスラム教では確か四人まで妻を持つことができるのだとか」と直ちよく截せつ的なことまで口にする。

　誰だれが欲しくもない妻など娶るものか。

　うんざりしながら舞台に目をやると、揃そろいの衣装を纏まとった踊おどり子たちが踊っているのが見えた。

　火を噴く大男の大道芸はいつの間にか終わっていたらしい。楽団が奏かなでる旋せん律りつは耳に心地ここち好よく、花に群れる蝶ちようのように踊り子たちが舞まい踊る姿も悪くない。わずかに身を乗り出したとき、踊り子たちが舞台袖そでに散っていき、かわりにひとりの踊り子が舞台の中央に出てきた。

　たったいま集団で踊っていた踊り子たちよりも衣装も装そう飾しよく品も華やかだ。結ゆい上げた黒髪に揺ゆれるきらびやかな髪かみ飾かざり。濃こいアイラインに縁ふち取どられた、気強い眸ひとみが色っぽい。衣装はインド風にもペルシャ風にも見える薄うす布ぬので、虹にじ色いろのそれから白い肌が透すけている。

　ヘイダルはじっくり見るつもりで煙草の火を消した。

　美しい女だ。目を奪うばわれるだけでなく、唾つばを飲んだ拍ひよう子しに喉のどまで鳴らしてしまう。　>>>♥

「ああ、神の子ですよ」

　食い入るように見つめるヘイダルに気がついたらしい。いまだヘイダルの側そばから立ち去っていなかった司祭大臣が言う。

「神の子？」

「ええ。神に許されし踊り子。神の子と呼ばれています。イムラーンに古くから伝わる叙じよ事じ詩を踊る踊り子です。あれは王に娶られることが決まった花の神が、イムラーンの大地に最後の花を咲さかせているシーンでしょう。イムラーンでは女め神がみを演じ踊ることができるのは、神の子だけと決まっております」

「なるほど。先ほど踊っていた踊り子たちとは格が違うということだな」

　どうりで美しいはずだ。この舞ぶ台たいで踊っているということは、この宴うたげがサッタール国の外がい相しようをもてなすものだと分かっているだろうに、神の子は細く伸びやかな体で一心に花の神を表現していて、ヘイダルをちらりと見ることもしない。

「美しいな」

　ため息とともについに声に出た。真後ろのザイードも「ですね」と応じる。

　どんなに踊ってもぶれないのは、体の芯しん軸じくがしっかりしているからだ。神の子は高く跳とんだあとの着地の際も、舞台の床ゆかを鳴らすようなことはしない。息継つぐ暇ひまもなくまた跳び、体ひとつで優ゆう雅がな曲線を描えがく。白い手のひらが上向くたび、八重の花が咲きこぼれるような気がした。

「しかし……」

　大臣が言いにくそうに、だがわずかに口くち許もとを歪ゆがませて言う。

「神の子は男です」

　男、だと──？

　問いただしたいのをこらえ、「ほう」とだけ応こたえる。かわりにザイードが「男？　男なんですか？」とあからさまに驚きよう愕がくの声を上げた。

「ええ。神の子というのは皆みな、少年の踊り子です。だからといって少年の踊り子がすべて神の子というわけではありません。神の子と呼ばれるのはごくごく一部の、容姿と踊りに秀ひいでた者だけです」

　昔のイムラーンは、女性が不特定多数に顔や肌はだをさらすことを強く禁じていたらしい。きっと中東の国に支配された影えい響きようだろう。そんななか、女性のように美しい少年が女装して、祭事の際に舞いを踊るという風習が生まれたのだとか。

「女性の踊り子が主流になったいまでも、祭事の舞台には神の子しか立てません。叙事詩に登場する女神を演じることができるのも神の子だけです。これはもう伝統ですね。イムラーンの文化です」

　まさか女装の踊り子だとは思ってもいなかった。言われてみれば確かに胸も尻しりもない。

　だからといって彼に対する評価が変わるわけではない。

「神の子か。悪くない文化だ。あの踊り子は相当の美び貌ぼうの持ち主だろうな。美しい」

　手放しで賞賛したあとで、娘を紹しよう介かいされたばかりだということに気がついた。いまだ父親の側に立っていた娘はふて腐くされたように頰ほおを膨ふくらまし、すっとどこかへ行ってしまう。

「あっ、おい、アニラ──」

　大臣は娘を追って踵きびすを返したが、すぐに引き返してきた。

　なぜか辺りを見まわしたあと、ヘイダルの耳に唇くちびるを寄せてくる。

「ですが、ヘイダル外相。神の子は高級娼しよう夫ふという噂うわさもございます」

　娼夫──。

　ヘイダルは思わず大臣を見た。

「もちろんすべての神の子がそうだというわけではありません。ただあの神の子は……」

　大臣は途と中ちゆうで言葉を濁にごしたものの、口許に浮かべた嘲ちよう笑しようを目まの当たりにすると、何を匂におわせたかは明めい瞭りようだった。娘よりも踊り子の容姿を褒ほめられ、おもしろくなかったのだろうが、それはヘイダルも同じだ。気に入ったものをわざわざ貶おとしめられ、顔つきが自分でも分かるほど凶きよう悪あくなものに変わっていく。

　まさか他国外相をもてなす席に娼夫を呼ぶような国だったとはな。

　そう嫌いや味みを放ってやってもよかったのだが、ヘイダルが選んだのは別の意い趣しゆ返がえしだった。

「なるほど。だったら私があの踊り子を買ってもいいということか」

「……え……？」

　目を瞠みはった大臣が、言葉を失なくしている間にたたみかける。

「あの踊り子はこの三日間で出会った女たちの誰よりも美しい。いや、私の三十二年の人生のなかで出会ったどの女たちよりも美しいだろうな。もっと間近なところで彼を見てみたい。今夜、滞たい在ざい先のほうへ来るように話をつけてくれ」

　お前の娘むすめよりも心を惹ひかれた。──そのことを言葉の裏にしっかり仕込ませる。

「そ、そんな、私の立場ではとてもそのようなこと……」

「わざわざ娼夫だと私に知らせたのは大臣、あなただ。本当はあの子の相場も知っているんじゃないのか？　今夜、私が彼を買おう。金は向こうの言い値で構わない」

　絶句している大臣には構わず、今度は後方へ顔を捻ねじ曲げる。

「ザイード。邸てい宅たくに客人を招く。お前は先に帰り、客人をもてなす支し度たくをしろ。粗そ相そうのないようにな」

　大臣とはひそめた声こわ音ねでやりとりをしていたので、ザイードには聞こえていなかったらしい。「えっ、今夜ですか？」と引っくり返りそうな声を上げ、「そのようなご予定、ございましたっけ？」と訝いぶかしげにヘイダルを窺うかがってくる。

「たったいま決めたことだ。さっさと支度に取りかかれ」

　強い口調で促うながすと、ザイードは「承知いたしました」と一礼し、足早にホールを出ていく。

　大臣は啞あ然ぜんとした様子でザイードの後ろ姿を見送っていたが、立ち尽つくしていても仕方がないと察したようだ。「ではお取り計らいいたします……」と倦うんだ声で言い、頭を下げる。礼をしたのか、うなだれたのか分からない。ホールを出ていく重そうな足取りを見て、ヘイダルは鼻先で笑った。

　きっと明日以降は誰ひとり自分の娘をヘイダルに引き合わそうとはしないだろう。外相という立場を考えれば、他国の大臣を相手にずいぶん大だい胆たんなことを言ったなと思わなくもなかったが、実際あの踊り子は美しかったのだ。

　金を払はらって手に入るものなら払う、そう即そつ決けつできるほど。

　ヘイダルはおもむろに煙草たばこを咥えると、舞台に眼まな差ざしをそそいだ。次の演目の歌劇が始まったあとも、脳のう裏りに蘇よみがえるのはあの踊り子のしなやかな肢し体たいだった。







　ヘイダルが滞在しているのは、イムラーン政府所有の邸宅だ。市街地にある。

　植民地時代にどこかの国の官かん僚りようが別宅として建てたものを改築したらしく、英国風の落ち着いた建築だ。正面には噴ふん水すいを囲む形で広い庭がある。

「客人はもう到とう着ちやくしているか？」

　エントランスで出で迎むかえた世話係のひとりに尋たずねると、「広間でお待ちです」と返ってきた。

　広間は邸宅の中央、長い廊ろう下かを抜ぬけた先にある。案内するつもりだったのか、広間に向かいかけた世話係を制し、ひとりで進む。

　半ば楽しみに思いながら扉とびらを押し開くと、黒くろ装しよう束ぞくが目に飛び込んできた。

　もてなしの料理が並ぶテーブルにあの踊り子がいる。

　フード付きの黒いガウンを着ていて、目から下は黒い当て布で隠かくしている。唯ゆい一いつさらしているのは、化け粧しようをほどこした目許のみという警けい戒かいぶりだ。料理に手をつけた形けい跡せきはなく、踊り子は石のように固まったまま、真正面の虚こ空くうを見つめている。

「ヘイダル様、これはいったいどういうことですか？」

　ザイードは不ふ機き嫌げんをあらわにした表情で踊り子の後ろに控ひかえていた。

「なぜ宴の席で踊おどっていた神の子を邸宅に招く必要があるんです？　彼が男だということはヘイダル様もお聞きになっていますよね？」

　うるさく問いを投げつつも、ここに踊り子を招いたのは下心がほとんどだということは察しているらしい。広間に他ほかの側近や世話係の姿はなく、ヘイダルとザイード、そして微び動どうだにしない踊り子だけだ。

「さあ、どういうことだろうな」

　チキンを飾かざっていた小さなトマトを摘つまみながらとぼけてみせると、ザイードはますます眉まゆをつり上げる。

「ヘイダル様はいつかサッタールの首長になられるお方です。お願いですから、もう少し慎しん重ちような振ふる舞まいをなさってください。お命を狙ねらわれたことだって過去にあったじゃないですか」

「命を狙われることなど、アサドの後こう継けい者しやなら当たり前だ。いちいち竦すくんでばかりでは何もできないだろうが。アサドは首長に就任したいまでも狙われている」

「私が言っているのはそういうことではありません」

　ザイードは若いくせに真ま面じ目めすぎるのがいけない。分かった分かったという意味で手を振ったあと、ヘイダルはあらためて踊り子を見た。

　人の形をした黒い塊かたまり。難なん攻こう不ふ落らくの城のようだ。黒は何ものにも染められない。黒装束でここに来たのもそれが理由かと深読みすれば、ますますそそられる。ヘイダルが生まれ育った部族も、負けられない争いのときはいまでも黒一色の長衣とベールを纏まとう。

「フードを取れ。それから口くち許もとを覆おおっている布も。お前が宴うたげの席で踊っていた神の子かどうか分からない」

　ヒンディー語で言うと、初めて踊り子は眸ひとみを揺ゆらした。その眸でヘイダルを見上げてきたものの、両手はいまだテーブルの下で握にぎられている。三拍ぱく待っても持ち上がる気配がなかったので「早くしろ」と低い声で急せかす。

　ようやく踊り子がためらいがちに手を持ち上げた。

　まずは口許を覆っていた布が取り払われ、次にフードが外される。結ゆい上げた髪かみ、豪ごう奢しやな髪かみ飾かざり、気強い凜りんとした風ふう貌ぼうも変わっていない。踊りの衣装のままここへ来たようで、ガウンの首元から虹にじ色いろの薄うす絹ぎぬがわずかに覗のぞいている。

　やはりきれいだな。

　再び虚空を見み据すえる横顔を眺ながめながら思う。

「名は何という」

　ヘイダルはヒンディー語で問いかけた。

　だが踊り子は答えない。先ほどは通じているので、通じないはずがない。

「名は？」

　今度は英語で問う。

　しばらく待っても返事がなかったので、中国語、アラビア語でも問いかけてみる。

　まるで耳も口も捨て去ったかのように、踊り子は押し黙だまったままだ。

　顔をさらしただけで十分だろうと言いたいのかもしれない。含ふくみ笑いを洩もらしたヘイダルとは裏腹に、焦じれたのはザイードだった。

「おい、返事をしないか。この方を誰だれだと思っている。サッタール首長国の外がい相しよう、ヘイダル様だぞ」

「よせ」

　経けい緯いはどうであれ、ここまで我が強いのはおもしろい。

　お前は今夜、俺に買われたんだ。──それを知らしめるためにヘイダルは言った。一言一句きっちりと届くようヒンディー語で。

「ザイード。この踊り子に浴場を使わせてやれ。生まれたままの姿になり終えたら、俺の部屋に連れてくるように」

　やはりヒンディー語なら通じるのだ。黒い眸がほんの一いつ瞬しゆん、悲ひ哀あいを宿す。だがすぐに凪なぎ、何の感情も窺えない、ただの濡ぬれた珠たまになる。

　何かに似ていると思ったが、思い出せない。

「来い」

　ザイードに促され、踊り子が立ち上がる。自らの運命を理解したのか、抗あらがおうとはしない。

　その姿を見てようやく気がついた。ガゼルに似ているのだ。

　かつてサバンナや砂さ漠ばく地帯に生きていた草食動物だ。乱らん獲かくの他に肉にく食しよく獣じゆうに狙われることも多く、いまでは死に絶えつつある。踊り子の小さな顔も細い手足も、そして黒い眸もガゼルによく似ている。

　──ならば、今夜の俺は、ガゼルを食くらう獅し子しか。

　踊り子を見送りながら鼻で笑い、ヘイダルは骨付きのチキンに嚙かみついた。







　ヘイダルが使っている部屋は、他のどの部屋よりも広い。もともとは邸宅の主あるじが使っていたのだろう。天てん蓋がい付きの大きなベッドを置いてもなお余りあるほどで、専用の浴室までついている。

　シャワーを浴び、庭を望める籐とうのソファに座って煙草を吸っていると、扉を叩たたく音がした。

「ヘイダル様、お連れしました」

　ザイードの声だ。「入れ」と促すと、ほどなくして扉が開かれる。後ろに黒装束が見えた。

「バスローブは着たくないそうです」

　ザイードは踊り子に向かって「入れよ」とヒンディー語で言っていたが、踊り子は動かなかったらしい。「さっさと入れ」と鼻息荒あらく踊り子の腕うでを引っ摑つかむと、強ごう引いんにヘイダルの部屋に押し込み、踊り子がよろめいた隙すきに容よう赦しやなく扉を閉めた。

「乱暴なやつだな」

　ついこぼしたあとで、ザイード以上に乱暴なことをしようとしている自分に気がついた。薄うすく笑い、残された踊り子に歩み寄る。

　目を見開いて後ずさりをする踊り子に、二歩、三歩と近づきながら、ふと眉をひそめた。

　黒一色のガウンは変わらない。顔半分を当て布で覆った格好も。

　だが何かが違ちがう。

　壁かべ際ぎわまで追いつめてようやく気がついた。黒い眸を縁ふち取どるアイラインがない。

　プライドが高く、気き丈じよう。そんな印象を抱いだいたのは、踊り子独特の濃こいメイクのせいだったようだ。もしかして先ほどの広間で口を利きこうとしなかったのは、恐きよう怖ふと緊きん張ちようで固まっていたせいかもしれない。入浴をすませ、化粧を落とした踊り子の目許はあどけない。

「名は？」

　顎あごを摑み、あらためて問いかける。

「……サーニヤと申します……」

　初めてか細い声が返ってきた。鈴すずが鳴るような声だ。少し震ふるえている。

　神の子、サーニヤ。きれいな響ひびきだなと思ったが、言葉にはしなかった。そのかわり「ガウンを脱ぬげ」と短く命を下す。

　瞬しゆん間かん、黒い眸に怯おびえが走る。サーニヤはかすかに首を振り、胸の真ん中で両手を握る。

「嫌いやならいい。俺が剝はぎ取ってやる」

　もう一方の手を伸のばしてみせると、無理やりに脱がされるのは嫌だったらしい。サーニヤはぶんと強く首を振ると、自らの手でガウンを脱ぎ、虹色のあの衣装一枚の姿になった。

　覚かく悟ごのさまを表すかのようにぎゅっと閉じられた眸。裏腹にヘイダルは目を瞠みはっていた。

「お前、歳としはいくつだ」

「……十八です……」

「十八だと？」

　信じられず、重ねて訊きく。「はい……」とうなずく声はやはり小さい。

　とても十八には見えなかった。せいぜい十四か十五。宴の席で踊っていた彼とはずいぶん印象が違う。いや、顔形は変わらない。弓なりの眉、小さいながらも形のいい鼻、ヘイダルのものとは違う、肌理きめの整った色白の肌はだ。

　だが紅を落とした唇くちびるは、淡あわく儚はかなげな色合いだ。やわらかそうな黒くろ髪かみが肩かたを少し越こえたところに散らばっている。踊っていたときは香こう油ゆをつけて結っていたのだろう。ずいぶん艶つやめいてみえたが、洗い立てのいまは仔こ馬うまの和にこ毛げのようだ。

　美び麗れいというより愛らしい。

　これがあの神の子の本来の姿だと思うと、喉のどが鳴った。

「来い」

　肩口を摑み、ベッドへ引き立てる。手て荒あらに扱あつかうつもりはなかったものの、手のなかに収まる骨の小ささをじかに感じてしまうとたまらなくなり、そのままシーツの上に放ほうり投げた。

　見た目どおり、華きや奢しやな体だ。スプリングがおもしろいほど跳はねる。

　躍おどる体を立て直そうとしたところに覆い被かぶさり、組み敷しく。

「お、おやめくださ……」

「なぜ？　お前は俺に買われたんだ。了りよう承しようしたからこそ、ここにいるんだろうが」

　はっきり突つきつけてやると、自分の立場を思い出したようだ。踊おどり子はわななく下した唇くちびるを嚙みしめてから、ヘイダルの胸を押し返そうとしていた腕から力を抜ぬく。だが物分かりがいいのも一瞬で、ヘイダルが衣装を脱がそうとすると、またもがき出す。

「あまり手間をかけさせるな。処女でもあるまいし」

　とはいえ、踊り子がどんなに暴れたところでたいした力ではない。丸まる裸はだかにするのにそう時間はかからなかった。

「……う……」

　サーニヤは嗚お咽えつを殺し、おのれの裸ら体たいを抱だきしめるようにしてヘイダルに背を向けている。

　白くなめらかな背中。勝手にそう想像していたが、意外にも目の前の背中には桃もも色いろのそばかすのようなものが点々としていた。

「何だ、これは」

　訊きながら指を這はわす。

　わずかだが凹おう凸とつがある。そばかすではなく傷きず跡あとのようだ。どれも爪つめの先ほどしかない。まるで花びらのように白い背中を飾かざる、新しい皮ひ膚ふ。

「嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのある男にでも買われたのか。可か哀わいそうに」

　肩けん甲こう骨こつの上にあったひとつに唇を寄せると、サーニヤはくぐもった悲鳴を上げた。その腕はいまだ自分の体を抱きしめ、守れないものを守ろうとしている。

　次はうなじの真下にあったものに口づける。

「ひっ……」

　サーニヤが肩を竦すくめた拍ひよう子しに香かおりのいい髪が落ちてきて、ヘイダルの鼻先をくすぐった。

「幼く見えても感度は悪くないようだな。高級娼しよう夫ふと言われるだけはある」

　ヘイダルはそのまま後ろからサーニヤを抱きしめ、首筋に顔を埋うずめた。

　てっきりなおも怯えるだろうと思いきや、サーニヤは気丈にも振ふり向き、肩かた越ごしにヘイダルをねめつける。

「私は神の子。踊ることで生をまっとうする者です。娼夫などではございません」

　睨にらんでもまったく凄すごみの増さない大きな眸ひとみだ。それどころか涙なみだぐんでいるのが分かり、ヘイダルは喉の奥で笑う。

「だったらなぜこの邸てい宅たくに来た。俺はお前を力ずくでさらったわけではない。お前に金の話をしにいったやつがいただろう。お前は金を受け取り、ここへ来た。そういうのを娼夫というんだ」

「そ、それは……どうしても私にはお金が必要で──」

「ほう」

　適当に相あい槌づちを打ち、胸の尖とがりを摘つまむ。

「ああ、っ」

　白い野に佇たたずむ花のようだ。手た折おってくれと言わんばかりのそれを親指の腹でくじいてやる。本物の花と違うのは、どう扱おうが散らないところだ。それどころか誘さそうように色づき、凝こる。

　ヘイダルは後ろからまわり込み、右側の花芽に吸いついた。

「いやらしいな。お前のここは俺にしゃぶってくれと言っている」

「そんっな、こと……」

　小さな花芽を舌と歯先で弄もてあそびながら、固く閉とざされている太ふと腿ももの間にも手を入れる。閉じようとする力がいっそう強くなったが、こじ開け、狭はざ間まに隠かくれていたものを引きずり出す。

　きれいな顔をしていてもやはり男なのだ。女にはない棒状の性器。

　しかしそこらの男とはさまが違う。肌理の整った肌同様にサーニヤのそれは白い。驚おどろいたのは、性器を包つつみ隠す茂しげみがないことだ。

　訝いぶかるよりも先に劣れつ情じようを覚え、たまらず奥のほうに手を捻ねじ込む。

　やはり茂みらしいものを見つけることはできず、手のひらに触ふれるのは会え陰いんばかりだ。

「驚いた。神の子とは秘された場所まで美しいんだな」

　白い果か芯しんに、なめらかな股また座ぐら。両方を味わいたくて、ヘイダルはまずは右手で果芯を摑み、太腿の下から潜もぐらせた左手で会陰をまさぐった。

「はぁ、あ……」

　まだ肉でしかない雄おす茎ぐきを握にぎり、上下に擦こする。サーニヤは抗あらがわないかわりにぐっと唇を嚙んで耐たえていたが、囊ふくろのほうも揉もみしだいてやると、「……っあ」と細く啼ないて仰のけ反る。

　赤らんだ頰ほおや目め尻じりに滲にじむ涙も愉たのしみながら手を動かしていると、やわらかかったはずの果芯がゆるゆると硬こう起きし始めた。熟うれる前にはなかった桃色が、冠かんむりをほんのりと染め上げている。

「いい色だ」

　うなじに舌を這わせながら括くびれを捩ねじってやると、サーニヤがまた小さく啼いて仰け反った。

　同時に先せん端たんの切れ込みからつうと一いつ滴てき、透とう明めいな蜜みつがこぼれる。茎くきを擦り上げるたび、蜜の滴したたりは間断のないものになり、ヘイダルの指の股またを濡ぬらしていく。

「まんざらでもないようだな。少しは素す直なおになって悦よろこんでみせろ。お前が振る舞まいを変えるなら、俺は上客になってやる。踊りの衣い装しようだろうが、髪かみ飾かざりだろうが、俺の金で欲しいものすべて手に入れればいい」

　イムラーンに滞たい在ざいしている間、この神の子を愛人にするのも悪くない。重なり合う褐かつ色しよくの肌と色白の肌、そんなものを想像しながら極きわめさせるべく果芯を嬲なぶっていると、

「そんなものはいりませんっ」

　ふいにサーニヤが振り向き、尖った声を放った。

「私は……私は、兄の病院代を稼かせぐためにここに来ているのです。衣装とか髪飾りとか、そんなものを欲しがる娼夫とは一いつ緒しよにしないでください」

　ヘイダルは手を止めた。

「お前の兄は病気なのか？」

「病気ではありません。兄は足を怪け我がしていて働けないのです……」

　もう何年も病院に通っているが、いまだに杖つえなしでは歩けないこと。痛みに呻うめく兄を見ていられず、兄からも涙ながらに頼たのまれ、今夜ここに来ることを決めたこと。サーニヤは時折睫まつ毛げを震わせながら、そんなことを語る。

「なるほど。兄思いの弟というわけか」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。ヘイダルはサーニヤの果芯を握る手に圧を込めた。

「あぁあ、っ」

　薄うす色いろの唇から甲かん高だかい声が[image: 迸]ほとばしり、華奢な体が弓なりになる。

「作り話もほどほどにしておけよ。そのような金で生きながらえようとする兄がどこにいる。俺がもしお前の兄ならば、弟に身売りなどさせたりはしない。自らに銃じゆう口こうを突きつけ、死ぬまでだ」

　はっと黒い眸が見開かれる。その意味がヘイダルには分からなかった。

　分かろうとしなかったというほうが正解かもしれない。喘あえぐようにぱくついている桃色の蜜口から、滾たぎりの証あかしが[image: 迸]るさまが早く見たかった。ごくりと喉を鳴らし、扱しごく手を速めていく。

「ぃやあ、っあ……」

　サーニヤは自らの昂たかぶりを否定するように首を振っていたが、稚いとけない性器はすっかり反り返っていて、曲線を描えがきながら先走りの露つゆを飛ばしている。わざと扱くのを弱めると、露は撚よれた糸となり、茎に垂れていく。ヘイダルはそれを指先で掬すくい、戻もどすように蜜口に塗ぬり込んだ。

「は、っんぅ」

　蜜口も感じやすいらしい。押しつけた親指の腹を、あらたな蜜が押し上げてくる。

　潤うるんでどうしようもない先端を嬲りながら雁がん首くびを捩じってやると、サーニヤは「ああっ」と悲鳴を上げて仰け反った。ひくつく喉の稜りよう線せんに見み惚とれたのも束つかの間、生々しい温ぬくもりを纏まとわせた蜜液がヘイダルの手のひらいっぱいに満ちていく。

「俺の手が気に入ったらしいな。お前が悦んだ証だ」

　白はく濁だくのねとつきを味わったあと、それをサーニヤの頰になすりつけた。

　羞しゆう恥ちにうつむき、赤面でもすれば可愛かわいかっただろうに、サーニヤはぐっと唇を嚙かみしめ、歪ゆがませた目め許もとでヘイダルを見る。

　こういう顔をされると泣かせてみたくなる。ヘイダルは長衣を脱ぬぐべく、立ち上がった。

「作り話で俺の同情を引こうと思うな。金と引き換かえに身を売る時点で娼夫だ。それともその話をすれば、男は皆みな、花代を上乗せしてくれたのか？」

　長衣を床ゆかに放ほうり投げ、向かい合ったとき、サーニヤが息を吞のんだのが聞こえた。

　その目はヘイダルの裸ら身しんを捉とらえたまま、尻しりだけで後ずさっている。

「何だ」

　問いながら気がつき、自分の胸を見おろした。

　ヘイダルは左胸に黒一色の刺青いれずみを入れている。部族章である牙きばを剝むく獅し子しの横顔と、祖父の名前、そして父の名前だ。

　イスラム教では禁忌タブーのひとつとされている刺青だが、ヘイダルが生まれ育った部族は、目に見えない神にあまり重きを置いていない。守るべきものは部族の戒かい律りつで、信じるべきものはこの体に流れる部族の血だ。この刺青は代々の族長が入れる伝統のもので、首長に就任したアサドから族長の座を譲ゆずり受けたとき、ヘイダルも胸に入れた。

「これが怖こわいのか」

　ヘイダルは薄うすく笑い、自身の胸むな板いたに手を這わす。

「知っているか、踊り子よ。サッタール北部の遊牧民『砂さ漠ばくの黒獅子』を。俺は外がい相しようの前に『砂漠の黒獅子』のシークだ」

　美しい容姿と、美しい衣装。踊おどることで生計を立てている踊り子は、遠い砂の国の部族名など耳にしたこともなかったのだろう。サーニヤは青ざめた顔で首を振る。

　ヘイダルは半ば愉ゆ快かいに思いながら、怯おびえているサーニヤを引き寄せた。

「覚えておけ。『砂漠の黒獅子』は、どんな戦いでも負けることを知らない。だからこそサッタールに君臨し続けている。俺の誇ほこりはこの体に流れる部族の血だ。くだらない作り話をして俺をしらけさせるんじゃないぞ。お前の細い首を嚙み切って打ち捨てるなど、俺には造作もないことだ」

「そ、そんな……私は作り話など──」

「まだ言うか」

　わざと犬歯を見せつけるよう大きく口を開き、首筋にかじりつく。

　半分は戯たわむれだったのだが、サーニヤは絶ぜつ叫きように近い悲鳴を上げた。

「……殺すわけがないだろう、たかだか一夜の愛人を」

　アラビア語で呟つぶやき、なだめるために今度は歯形の跡あとを舐なめてやる。サーニヤはがくがくと顎あごを震ふるわせ、ほとんど泣いていた。

　ガゼルが肉にく食しよく獣じゆうに襲おそわれるまでは一いつ瞬しゆんだが、もし間合いがあれば、ガゼルもこんなふうに泣き震えるのかもしれない。脅おどしが過ぎたなと思ったものの、黒目がちの眸が涙に濡れるさまにはそそられる。

　ヘイダルはサーニヤを押し倒たおすと、足の間に体を割り込ませた。

　散々蜜液を垂らしていたはずの果芯はすっかり縮こまり、太ふと腿ももの狭間で丸まっている。ただの肉へと姿を戻したそこに、ヘイダルは自身の漲みなぎりを擦りつけた。

「……っう……」

　怖がらせたあとだけあって、なかなか形を変えようとしない。それでも捏こねるように何度か突つき上げてやると、やわらかかった肉に芯が生まれ、じょじょにヘイダルのものと違ちがわない硬かたさになっていく。

　心はともかく、ここは素直でいい。男に嬲られ、心地ここち好よくされることを知っている体だ。

「いままで何人の男を悦ばせてきた。お前の容姿なら毎夜客がつくだろう」

「わ……私は、今夜が初めてです……」

「作り話の次は大おお噓うそか」

　ヘイダルはサーニヤの膝ひざ裏を押し上げると、双そう丘きゆうの狭間に隠れていた窄すぼまりをあらわにした。「やあっあ」と身をよじられたが、構わず灯あかりの真下で広げてやる。

　舐め吸い、指で可愛がることはしていない。それなのにサーニヤの秘部はぽってりと腫はれていて、いまにも蕩とろけそうな肉色を覗のぞかせていた。

「これのどこが男を知らない体だ。三日、いや、二日ほど前に男を咥くわえ込んだばかりだろ」

　とはいえ、劣情をかき立てる色に変わりはない。血管まで青く透すかす肌はだとは異なり、くすんだ色合いがまた生々しい。ヘイダルは身を屈かがめると、サーニヤの後こう孔こうに貪むさぼりついた。

「はっあ……ぁ……」

　びくんと細い腰こしが跳はねる。ずっ、と音を立てて吸いつくと、今度は大きく波を打つ。

　ヘイダルが舌を使うたび、弁を持たない襞ひだだけの淫いん花かがくねり、執しつ拗ようにヘイダルを誘さそってくる。尖とがらせた舌先を差し込んでやると、ぐうと締しめつけてくるのがいやらしい。もっと奥を味わいたくて、顔の角度を変えて根元まで舌を捻ねじ込む。

「やあ、あっ……あっん、あ……」

　サーニヤは何とかしてヘイダルを引き剝はがそうともがいていたが、蜜みつを四方に飛ばし始めた果か芯しんは、もっと、と乞こうている。淫花から囊ふくろ、そして果芯の先せん端たんまで何度も舐め上げてやると、それはいっそう顕けん著ちよになった。すっかり欲よく色いろに染まった果芯がぶるっと身み震ぶるいし、大量の蜜液を振ふりまく。

　その一いつ滴てきがヘイダルの目め許もとに散った。

　親指の背で拭ぬぐった雫しずくを、わざとサーニヤに見せつけながら舐めてやる。「甘いな」と口の端はしを持ち上げると、初めてその顔が真っ赤に染まった。

「さあ、今度はお前の番だ、踊り子」

　腕うでを摑つかみ、脱だつ力りよくしている体を引き起こす。

「下手な作り話と大噓で虜とりこにできるのは、女も男も抱だいたことのないやつだけだ。高級娼しよう夫ふなら高級娼夫らしく、その体を使って俺を虜にしてみせろ」

　ヘイダルは仰あお向むけになると、その上にサーニヤを乗せた。

　刺青が怖かったのだろう。サーニヤはぎゅっと目を瞑つぶると、顔を背そむける。

　だが背けたほうには身を張りつめさせた怒ど張ちようがそそり立っている。ヘイダルは薄く笑うと、黒々とした刀身にサーニヤの手を触ふれさせ、「しゃぶれ」と促うながした。

「上手にできたらお前の後ろの孔あなにこれを挿いれてやる。その腰こし骨ぼねが蕩けるほど何度もな」

　サーニヤははっと目を見開くと、顔色を青くした。懲こりもせずまた声を殺して泣き始めたので、「さっさとしないか」と苛いらついた声こわ音ねで急せかす。

　ようやく覚かく悟ごを決めたらしい。しっとりとした両の指先がヘイダルの雄おす茎ぐきを握にぎった。

　小さな唇くちびるがおずおずと開き、赤い舌が見えたのも束の間、包み込まれる。「……ん……」と聞こえるかすかな呻うめきや、茂しげみに触れる上うわ擦ずった鼻息に、怒張はなおも硬こう起きを強くする。

　喉のどの奥に放ってやろうか、それともあの顔にかけてやろうか。ヘイダルは果てを夢想しながら、踊り子の奉ほう仕しを存分に味わった。







　──苛いら々いらしながら娼夫を抱くものではないな。

　ヘイダルが後部座席でため息をつくと、隣となりに座っているイムラーンの環かん境きよう大臣が、びくと肩かたを跳ねさせた。

　スラム街としか呼びようのない風景を目まの当たりにしたがゆえの憂ゆう鬱うつだと早はや合が点てんしたらしい。ヘイダルが何も訊きいていないのに「ああ、いや、その」と口ごもる。

「この辺りは移民が多く暮らしている地区なのですよ。なにぶんその、不法な建造物が密集しておりまして、電気と水道の整備がまだ完全ではなく……もちろん早急に整備していく所存でございます」

「当たり前だろう。それが国の仕事だ」

　ヘイダルは環境大臣を一いち瞥べつしたあと、窓まど枠わくに頰ほお杖づえをつく。

　思い返すのは昨夜のことばかりだ。サーニヤは声を殺し、ヘイダルの下でずっと泣いていた。あまりにもしつこかったので「いい加減にしろ」と凄すごんでみせると大人しくなったが、しばらくするとまた胸をひくつかせながら涙なみだをこぼす。

　それでも解放する気にならなかったのは、体が好よかったからだ。腰骨の細さや、極きわめるときに放たれるあまやかな嬌きよう声せい。ヘイダルのほうが虜となり、一夜に際限なく挑いどみ──。

　結果、逃にげられた。

　明け方頃ごろだろうか。踊り子の体を抱いて眠ねむっていたはずが、腕のなかは空っぽで、庭に続く窓が開け放たれていた。

　門前に立つ守衛に訊けば、確かに黒くろ装しよう束ぞくの『女』が出ていったという。『女』はサーニヤと名乗り、「ヘイダル様に買っていただいた娼しよう婦ふです」と告げたらしい。

　守衛たちは、ヘイダル──実際にはザイードだが──の指示で、踊り子を邸てい宅たくに入れている。踊り子の化け粧しようの取れた目許、それも泣なき腫らしているのを見て、ああ、『仕事』を終えたのだろうと理解し、門もん扉ぴを開けてやったのだという。

　帰すときは、車と新しい服を用意させ、上乗せした金も持たしてやるつもりだった。

　それがこれである。

　ザイードには朝いちばん、「イムラーンのバザールでは耳みみ栓せんを売っているでしょうか」と尋たずねられた。ようするに昨夜はうるさくて寝ねられなかったということを言っているらしい。ザイードに使わせている部屋は、ヘイダルの左ひだり隣どなり。壁かべは多分そう厚くない。

　くだらない嫌いや味みは渋じゆう面めんで切り捨てることができても、ヘイダルがあの踊り子に怖こわい思いしかさせなかったことに変わりはない。いったいどんな気持ちで眠りこけたヘイダルを見つめ、どんな気持ちで逃げ出すことを決めたのか。いつヘイダルが目を覚ますか、見つかったら何をされるか、小さな胸は怖くて震えていたはずだ。

　そういう抱き方を、ヘイダルはした。

　──私は神の子。娼夫などではございません。

　ヘイダルをねめつけ、気き丈じように言い放った踊り子は、最後は女のふりをして、自ら娼婦だと言い、この邸宅をあとにしたのだ。

　まったく後味の悪い幕切れだ。

　ヘイダルは重い息を吐はくと、窓の向こうに視線を置く。

　舗ほ装そうされていない道の左右には、いまにも崩くずれそうな木造の建物が軒のきを連ねている。ごみを漁あさっている野の良らの犬や牛、学校にも行かずにうろついている子どもの姿が、ここの住人たちの生活環境を知らせているようだ。

「停とめてくれ。少し歩きたい」

「いや、しかし──」

「政府車両じゃ目立ちすぎる。街を知るには歩くのがいちばんだ」

　市街地の白はく亜あの宮きゆう殿でんや、色石が埋うめ込まれた大通り、美しいものばかり売っているバザールを見ても、本当のイムラーンは分からない。ほどなくして広場が見えたので、ヘイダルはそこに車を停めさせた。ついて来ようとした環境大臣を車中に戻もどし、一台あとに乗っていたザイードだけを連れていく。

「ヘイダル様。この国は貧富の差が激しすぎますね。援えん助じよをするのなら、きちんと国民の皆みなさんに届くような方法を考えないと、意味をなさないような気がします」

　ザイードは口が減らないところがあるが、聡そう明めいだ。小こ路みちに入ったヘイダルの後ろで、ヘイダルが思っているのとまったく同じことを言う。

　小路にはバザールが広がっていた。といってもバラックの密集地なので、人と人とがようやく擦すれ違えるほどの幅はばしかない。花やサリーを売る市街地のバザールとは違い、野菜や豆などといった食料品がほとんどだ。移民が多く暮らしている地区だと聞いたとおり、行き交かう人々の服装は様々で、ヘイダルとザイードが着ているアラブの長衣もさほど目立たない。

　後ろでザイードが「あっ」と声を上げる。

「ヘイダル様。ありましたよ、耳栓」

　祭事に使うらしい花火を売っている店の軒のき下しただった。ヘイダルが振り向くと、ザイードは籠かごに入っていたそれを、わざわざ一組、摘つまんでみせる。

「買ってもよろしいですか？」

「いちいち訊くな。好きにしろ」

　ザイードを置いて先に進んでいると、芋いもを売っている店の前が何やら騒さわがしかった。

　粗そ末まつな服を着た少年が「お願いします」と繰くり返している。どうやら自分が収しゆう穫かくした芋を買い取ってくれと店の女主人に頼たのんでいるようだ。手にした小籠には、店のものとは違ちがう瘦やせた芋が山盛りになっている。

　だが女主人のほうはすげない。

「おとといも買ってやっただろ。いくらなんでもそんな芋じゃ商あきないになんないよ。悪いが帰っておくれ、サーニヤ」

　横目に通りすぎようとしたとき、その名前が耳に飛び込んできた。

　思わず足を止めたヘイダルに、少年は気づかない。しゅんとうなだれたまま踵きびすを返し、店先にいたヘイダルにぶつかった。同時に少年が持っていた小籠が揺ゆれ、狭せまい路地に芋が転がっていく。

「すみませんっ……」

　少年は焦あせった様子で頭を下げると、地べたに這はいつくばって芋を拾い始めた。

　ぐっと強く、心臓へ続く血管を捩ねじられたような気がした。名前だけでない、声もあの踊おどり子と同じだ。

　だが肝かん心じんの顔がよく見えない。

　ヘイダルは芋を拾うのを手伝うふりで少年を盗ぬすみ見た。長い髪かみを頭のてっぺんで団子に結ゆわえている。後おくれ毛を纏まとわせた白い鎖さ骨こつ。肌はだの肌理きめも似ている。少年は通行人に「邪じや魔まだ」と疎うとましがられるたびに「ごめんなさい」と謝り、芋を捜さがして動きまわっている。

　ヘイダルが拾った芋を無言で差し出すと、少年が面おもてを持ち上げた。

　交わった視線に息を吞のむ。

「お前──……」

　間ま違ちがいない。この子は昨夜の踊り子だ。

　記き憶おくのなかの顔と合がつ致ちしたのと同時に、自分のしたことが鮮あざやかに蘇よみがえる。

「誤解するな。これは偶ぐう然ぜんなんだ。お前を追ってきたわけじゃない」

　無体に振ふる舞まった客と再会するなど、恐きよう怖ふ以外の何ものでもないはずだ。ヘイダルはまるで先ほどの環境大臣のようにしどろもどろになって言葉をたぐったのだが、サーニヤは驚おどろく様子も怯おびえる様子も見せなかった。

「ありがとうございます。拾ってくださって」

　ぱっと花が咲さくように笑い、小籠をヘイダルに向けてくる。

　昨夜は一度も見せることのなかった笑え顔がお──口角から覗のぞいた小さな糸切り歯に見み惚とれ、小籠に芋を戻してやるのにまごついた。

「ヘイダル様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　遅おくれてやってきたザイードも芋を握っていた。小籠を持っているサーニヤに気がつくと、「君の？」と訊きき、芋を手て渡わたしている。「ありがとうございます」と微笑ほほえんだサーニヤと目が合ったのだろう、ザイードは「あっ」と呟つぶやき、ヘイダルを振り仰あおぐ。

「どこかで見たような気がするのですが……」とサーニヤには聞こえない声で尋ねてくる。

「昨夜の踊り子だ」とヘイダルが囁ささやくと、ザイードは先ほどよりも大きな声で「ああっ」と言った。

　だが何かがおかしい。

　まるで一夜の記憶を丸々失なくしてしまっているかのような振る舞い──。

「ご親切にどうもありがとうございました」

　笑い顔のままぺこりと頭を下げ、立ち去ろうとするサーニヤをヘイダルは慌あわてて捕つかまえた。

「待て。お前は神の子のサーニヤか？」

　サーニヤは大きな眸ひとみを丸くし、「僕のことをご存じなのですか？」と逆に訊いてくる。

　そうです、僕は神の子のサーニヤです、と言ったも同然の言葉に驚いた。

「俺を……覚えていないのか？」

　昨夜、手ひどく抱だいた男の顔を。

　サーニヤはひとつ瞬またたいたあと、ヘイダルを見上げてきた。

　悲ひ哀あいも非難も宿さない眸でじっと見つめてくることなど、昨夜は一度もなかった。黒い眸にはあからさまに戸と惑まどっているヘイダルの顔が小さく映っている。

　ぱち、と瞬いた瞬しゆん間かんに消え、また映り、三度目に瞬いたと同時に見えなくなった。

　サーニヤがうつむいたからだ。

「申し訳ございません……。僕はその、ときどき忘れてしまうのです」

「ときどき、忘れる？」

　意味が分からなかった。

　あれほど強きよう烈れつな夜を忘れてしまうことなどできるのか。それともサーニヤにとってはよくある一夜に過ぎないものなのか。

　結われた髪のほつれ毛を呆ぼう然ぜんと見つめていると、いきなりサーニヤが顔を上げた。

「あのっ、僕は何か失礼なことをしてしまったのでしょうか？」

　切羽つまった眸と真正面からぶつかる。

　純じゆん粋すいに答えを求めている眸だ。会いたくもない客とばったり再会してしまい、わざと忘れたふりをしているとはとても思えない。

　何よりも非難されるべき振る舞いをしたのはヘイダルのほうだ。

「ああ、いや──」

　唇くちびるが乾かわき、うまく声が出ない。ごまかすために咳せきをする。

「君は……何もしていない。ただ俺のほうが……そうだな、君の踊りに見惚れ、夢中になっただけの話だ」

　噓うそつき。記憶のなかの踊り子が、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしでヘイダルを射る。

　だが目の前のサーニヤは、ぱちとひとつ瞬くと、思いきり頰ほおを綻ほころばせた。頑かたくななものなど微み塵じんも感じさせない、陽ひにまみれた笑顔──。

「安心しました。ごめんなさい、覚えてなくて。僕の踊り、見てくれたんですね」

　紅潮気味の頰に釘くぎづけになり、やはり言葉を返すのが遅れてしまう。

「ああ。……宮殿ホテルで、昨日。花の神が王に嫁とつぐのを表した踊りだったように思う」

「あ、それ、僕がいちばん得意な踊りなんです」

　悪戯いたずらを仕し掛かける前の子どものようにサーニヤは上目をつかい、うふふと笑う。

　なぜ年下の踊り子が笑っただけでこんなにも胸をつかれるのか。早はや鐘がねを打ち始めた鼓こ動どうにうろたえつつも、まるで眸に焼きつけるようにサーニヤを見てしまう。

　言葉も相あい槌づちも返すことができず、ただサーニヤを見つめたまま立ち竦すくんでいると、いきなり小籠を差し出された。

「よかったらこれ、もらってください。うちの畑でとれたものなんです。ミルクと一いつ緒しよに煮に込こんだら美味おいしいですよ。ちょっとごろごろするくらいがおすすめです」

　戸惑いながらもヘイダルが小籠を受け取ると、サーニヤはちらりと白い歯を覗かせる。そしてぺこりと頭を下げ、そのまま小走りに路地を駆かけていった。

　もしかして昨夜は悪い夢を見ただけだったのか。

　いや、そんなはずは──。

　人の波にまぎれていく後ろ姿を啞あ然ぜんと見つめていると、「ちょっとお兄さん」と声をかけられた。

　芋いも屋やの女主人が手のひらで首筋をあおぎながら、じっとりとした目をヘイダルに向けている。

「あんた、どこから来たのか知らないけれど、サーニヤに深入りするのはやめときな。あの子には性しよう根ねの腐くさった兄貴がついてるからね。根こそぎむしり取られちまうよ」

　兄──。

　そうだ。兄がいると、昨夜のサーニヤは言っていた。

「ご婦人。あの子の兄は、もしかして足を怪け我がしているか？」

　ヘイダルが尋たずねると、女主人は喉のどを仰のけ反らして笑う。

「怪我っていえば怪我してるよ。私にはピンピンしてるようにしか見えないけどね。必死に世話してんのはサーニヤだけさ」

　豪ごう快かいなその笑い声とは裏腹に、冷水でも浴びたかのように心臓が冷えていく。

　ヘイダルは咄とつ嗟さに路地の先に視線を走らせた。だが双そう眸ぼうが捉とらえたのはバザールの粗末な軒のきと土つち埃ぼこりだけで、サーニヤの姿はもうどこにもない。







　ヘイダルは芋を売っていた女主人から、サーニヤが暮らしている家の場所を聞き出した。バザールが開かれている小こ路みちから少し外れたところにあるバラックだそうだ。

　サーニヤは舞ぶ踏とう団には属しておらず、指名がかかったときだけ踊おどっているらしい。女主人は踊りに興味がないようで、神の子のことは知らなかったが、サーニヤが踊りの名手で、ときどき大きなホテルや屋や敷しきに招かれて踊っていることは知っていた。

　サーニヤのマネージメント的な役割を担になっているのが、五つ年上の兄・ユアン。働きもしないくせに金にうるさい守しゆ銭せん奴どで、女主人は露ろ骨こつに鼻筋を歪ゆがめて「ありゃクズだよ」と吐はき捨てた。両親はすでに亡なくなっていて、兄弟ふたりで暮らしているのだという。

「ヘイダル様。本当にあの踊り子の家に行くのですか？」

　手早く身み支じ度たくをしていたとき、訊いたザイードに「ああ、行く」と答えると、信じられないというような目で見られた。

「どうしてそこまでお関かかわり合いになる必要が……？　あれは踊り子で娼しよう夫ふでしょう。一夜限りのお付き合いで十分だと思うのですが」

「はっきりさせないと気持ちが悪い。信じられないんだ、俺を忘れるということが。お前もおかしいと思わなかったか？　あれは本気で忘れている顔だった」

　本当はあの日──再会した日にすぐにでも訪ねたかったが、ヘイダルは遊びでイムラーンに滞たい在ざいしているわけではない。視察の予定を密に入れているので、実際に行動に移せたのは、今日。サーニヤに再会してからすでに四日も経たっている。

　いったい、ときどき忘れる、とはどういうことなのか。それも自分を抱いた男の顔すらきれいに忘れてしまうとは。

　兄のユアンならきっとその理由を知っているだろう。

「まあ、確かに変といえば変でしたけれど……」

　ザイードはまだ何か言いたそうだったが、結局それ以上は言わず、ヘイダルとともに車に乗り込んだ。

　今日は政府車両ではないし、連れているのもザイードだけだ。他ほかの側近たちには「少し出てくる」としか伝えていない。途と中ちゆう、市街のバザールに寄り、花を買った。あからさまにザイードが怪け訝げんな表情を見せたので、「芋いもの礼だ」と説明する。

　傾かたむきかけの陽に包まれた街を車は走る。じょじょに車窓から見える風景に整然さがなくなり、サーニヤが暮らしている地区の街並みが見えてきた。

「ここでいい」

　視察に来たときにも車を停とめた広場だ。待っておくようにと運転手に伝え、ザイードとともに車を降りる。しばらく歩いていると、芋屋の女主人に聞いたとおりの場所に出た。

　小石まじりのくねった道の向こう、同じ形のバラックが軒を連ねている。目印は、軒下に置かれた緑色のソファ。兄のユアンはたいていそこに座って煙草たばこをふかしていると聞いていたのだが、ユアンらしい人ひと影かげを見つけるよりも先にサーニヤを見つけた。

　軒下にしゃがみ込み、桶おけのなかで芋を洗っている。かすかに鼻歌が聞こえる。

　サーニヤのほうも近づいてくるふたつの足音が聞こえたらしい。つっと顔を上げ、ヘイダルと目が合うと、「あっ」と声を洩もらし、立ち上がった。

「この間の……方ですよね？」

　抱かれたことは忘れていても、バザールでぶつかったことは覚えていたようだ。「ああ」とうなずき、「芋の礼だ」と花束を差し出す。サーニヤは花束とヘイダルの顔を交こう互ごに見たあと、ぱっと表情を明るくした。

「嬉うれしい。びっくりしました。ありがとうございます」

　名も知らない花だったが、照れもせず買ってよかった。こんなにも無む邪じや気きに喜びを表す人間は、ヘイダルの周りにはいない。どこかしら心地ここち好よい気持ちを味わいながら花束に鼻先を埋うずめる姿を眺ながめていると、ふいにサーニヤが顔を上げた。

「申し訳ありませんでした。実は僕、思い出したんです」

「思い出した……？」

　何を思い出したというのか。

　サーニヤの言葉にさっと頰が強こわ張ばったのが自分でも分かる。

「あなたは宮きゆう殿でんホテルで僕の踊りを見たとおっしゃいましたよね？　僕はときどき忘れてしまうから、踊りの仕事が入ったときはノートに書いているんです。もしかしてあなたがおっしゃったのは、サッタール首長国の外がい相しよう様を招いての夕食会のことでは？　あの夕食会は政治家の方しか出席されてなかったと思うんですが……あなたも政治家の方でしょうか」

　思い出したのではなく、ノートを読み返して知ったということらしい。ヘイダルの素す性じようもいまいち分かっていないようだ。安あん堵どの息を吐きながらうなずくと、サーニヤは「申し訳ありませんっ」と勢いよく頭を下げる。

「僕は政治家の方のお名前やお顔をあまり存じ上げなくて……。踊りの勉強ばかりしてきたので、言葉づかいもおかしいと思うんです。踊りの仕事で呼ばれたときは気をつけているんですけど、普ふ段だんはあまり……」

　またもやほっとし、息を吐くだけでなく眦まなじりまで緩ゆるめてしまった。

　どうやらサーニヤは振ふる舞まい方を気にしていたらしい。「そんなことはどうでも──」と言いかけたとき、ザイードが素す早ばやく目配せをした。

　開け放しの表戸から男が顔を覗のぞけている。

「誰だれだ、あんたたち」

　柄がら物もののシャツを着た、ひょろりとした体たい軀くの男だ。乱れた生活の気配が無ぶ精しようひげにまみれた頰ほおに漂ただよっている。右手には棒切れのような杖つえ。「あ、兄さん」とサーニヤが朗ほがらかに呼ぶ。

「お前がユアンか？」

「だったら何だ」

「お前の弟のことで聞きたいことがある」

　すると、サーニヤのほうが「ええっ」と声を上げ、不安そうな目をヘイダルに向けた。

「あの、僕のことって？　やっぱり何か失礼なことをしてしまったのでしょうか……？」

「ああ、いや──」

　本人を目の前にしてどう言えばいいのか。ヘイダルが困こん惑わくに眉まゆをひそめたとき、ユアンがズボンのポケットをまさぐり、小こ銭ぜにを取り出した。

「サーニヤ。悪いけど煙草を買ってきてくれ」

「でも……」

　まごつくサーニヤに、ユアンは「いいから」と小銭を握にぎらせ、強ごう引いんに遠ざける。サーニヤはちらちらとヘイダルのほうを見ながらも花束を桶に入れ、くねる道を歩いていった。

　頼たよりない後ろ姿が夕ゆう映ばえにまぎれて見えなくなると、

「どっかで見たことがある顔だな」

　目を眇すがめたユアンがぼそりと呟つぶやく。

「弟のサーニヤは、ちょっと前にサッタールの外相様をもてなす宴うたげに招かれてる。俺はただの付き添そいだったから経けい緯いは知らないが、信じられないことに外相様がサーニヤを一晩買いたいとおっしゃったんだ。イムラーンの大臣の補ほ佐さ官様に頭下げられて、俺は泣く泣く了りよう承しようした。つらいもんだな、美人な弟を持つ兄ってのも」

　ユアンはそこまで言うと、杖を支えにヘイダルのほうへ寄ってきた。

　妙みように芝しば居いがかった動作でヘイダルの顔を眺めまわし、「へえ……」と洩らした口をいやらしいほど緩めてみせる。　>>>♥

「驚おどろいた。あんた、似てるよ。サッタールの外相様に。いや、俺は舞ぶ台たい袖そでから覗くことしかできなかったから顔はあんまり見ちゃいないけど、確か名前は──」

「おい、無礼だぞっ」

　尖とがった声を放ったザイードを制止し、ヘイダルは言った。

「そうだ。俺がお前の弟を買った外相、ヘイダルだ。だがサーニヤは俺と寝ねたことを覚えていない。そのことについて聞きたい」

　身分や来訪の目的を隠かくすのは遠まわりになるだけだ。ヘイダルがはっきり告げると、ユアンはにやりと笑って、左手を差し出してくる。

　なるほど。確かにクズだ。手のひらがきれいに真上を向いている。

　数枚の紙し幣へいをそこに載のせてやると、ユアンは馬ば鹿か丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをし、ヘイダルとザイードを家のなかに招き入れた。

　ダイニングと呼べばいいのだろうか。通されたのは、がらくた同然の調度品が並ぶ部屋だった。壁かべ際ぎわには粗そ末まつなキッチンがあり、部屋の中央には中綿が飛び出したソファと、テーブルがひとつ。夕刻というのを差し引いても薄うす暗ぐらい。

「まぁどうぞ、外相様」

　ユアンがソファを勧すすめたので、ヘイダルは顔をしかめつつそこに腰こしを下ろした。ザイードはヘイダルの後ろに控ひかえ、ユアンは流し台の近くにあった木製のスツールに浅く腰をかける。

　図太い神経をしているように見えても、一応は警けい戒かいしているようだ。ユアンはゆるりとした動作で煙草を咥くわえたが、火をつける間もヘイダルとザイードから視線を外さない。

「──で、サーニヤのことが聞きたいんだって？」

　ユアンは焦じらすように二口、三口と煙けむりを吸い込んでから口を開く。

「サーニヤはな、ちょっと頭の具合が悪いんだ」

　愚おろかという意味かと早はや合が点てんし、ユアンを睨にらみつけたが、そうではなかった。ユアンは煙草を持っていないほうの手で、自分の後頭部を叩たたいてみせる。

「弟は頭のここら辺をぶつけてる。怪け我がは治ったけど、記き憶おくを失なくすことがあるんだ。ときどきな」

「どういうことだ」

「三年、いや四年ほど前だったかな。俺とサーニヤは、爆ばく破は事件に巻き込まれたんだ。すぐそこのバザールで」

　爆破事件──。

　物ぶつ騒そうすぎる響ひびきに、思わず後ろのザイードと顔を見合わせる。

「この辺りは移民ばかりの地区なんだよ。ということは、信じる神様もそれぞれ違ちがう。牛を神の使いだと信じてるやつもいれば、さばいて食うやつもいる。豚ぶたもそうだ。そういうのに腹を立てた異教徒と異教徒が喧けん嘩かをしたんだよ。それもとびきりでかい喧嘩だ。バザールの半分が吹ふき飛んだんだからな。俺も右足を怪我しちまって、いまだにまともに歩けねえ」

　ヘイダルはユアンの足を見た。視線を感じたのだろう、ユアンは「いてて」と呻うめき、右足のふくらはぎ辺りをさする。演技かどうかは分からなかった。

「あんたも弟を抱だいたんなら、あいつの背中に傷があるのを見ただろう？　あれはガラスの破は片へんが突つき立ったもんだ。どんと音がしたあとに俺らは吹き飛んで、倒たおれたサーニヤの上にガラスの破片が降ってきたんだよ、スコールみたいにな。そのあと、崩くずれた柱がちょうどここら辺に──」

　ユアンがまたもや手刀で自分の後頭部を叩く。

　血にまみれたサーニヤの姿がすぐそこに見えるような気がして、ヘイダルは目を瞑つぶった。

　花びらのようだと口づけた、小さくやわらかな皮ひ膚ふの盛り上がりを思い出す。あの下にはまだいくつかのガラスの破片が埋うまっているのかもしれない。

「その頃ころからだ。サーニヤはときどき記憶を失くす。だけど事件に巻き込まれる前の記憶までは失くさないんだ。たとえば親の顔──事件に巻き込まれて死んじまったけど、そういうのや家の場所、踊おどりの振りなんかは忘れない。ただ事件のあとに知ったことは、きれいにすっぽ抜ぬける。サーニヤはこの四年間、忘れて覚えて、また忘れてを繰くり返して生きてるんだ」

　だからなのか。バザールで再会したときに見せた、屈くつ託たくのない笑え顔がお。男に買われ、抱かれている自分を覚えているのなら、あんなふうにはとても笑えない。

「なるほど、得心がいった。邪じや魔まをしたな」

　何かサーニヤにしてやれることがあるだろうか。頭を巡めぐらせながらソファを立つと、ユアンが慌あわてた様子で引きとめてきた。

「待て待て待て。あんたに特別に知らせたいことがあるんだ」

「何だ」

　杖をつきながら近寄ってきたユアンに顔を向けると、ユアンはヘイダルに視線を置いたあと、すでにダイニングを出ようとしているザイードを見る。

「あの兄ちゃんには席を外してもらいたいんだがな」

　知りたかったことは先ほどの会話で知り得ている。もうユアンに用はなかったが、その唇くちびるが不敵に歪ゆがんでいるのが気になった。「何だ」ともう一度訊きくと、ユアンは肩かたを竦すくめるだけで口を開こうとしない。側近の前で言うつもりはないらしい。

「ザイード。彼とふたりで話がしたい。外で待っていろ」

「どうかされたのですか？」

「いいから行け」

　ザイードは納なつ得とくのいかない表情でヘイダルを見てから部屋を出ていく。その後ろ姿が見えなくなると、ヘイダルは再びソファに腰を下ろした。

「さっさと言え。俺はそうそう暇ひまじゃない」

　凄すごみのある声を放ってもユアンは動じない。もったいぶるようにゆっくりと新しい煙草たばこを咥えながら、ソファではなくヘイダルの目の前のテーブルに腰をかける。

「あんた、サーニヤに惚ほれたんだろ」

　薄うす笑わらいを浮うかべた唇が突きつけた言葉に、ヘイダルはわずかに瞠どう目もくした。

「なぜ俺が踊り子に惚れる。確かにお前の弟は美人だが、女装の踊り子というものがおもしろかったから買っただけだ。俺は外がい相しようという肩かた書がきが似合うほど、真ま面じ目めな男じゃない」

「へえ、そうかい。俺はてっきりあんたはサーニヤに惚れたんだろうと思ってたけどな。一国の外相様が花束なんか持ってこんなボロ屋に来るか？　それもたったひとりの側近しか連れてこないでさ。普ふ通つうなら外相様のほうが踊り子とその兄貴を呼び出すもんだと思うがね」

　足あし許もとを覗のぞき込んでくるような言い方が忌いま々いましい。

　狼ろう狽ばいしたことを見破られないよう、ゆっくりと煙草を取り出す。火をつけたあとは、ぐっと強くフィルターを嚙かみしめた。

「出向いたほうが早いから実行に移したまでだ。言いたいことがあるのなら早く言え」

　ユアンは「おお、怖こわ」とおどけてみせると、一転して神しん妙みような顔つきになる。

「あんたに特別に教えるよ。サーニヤが記憶を失くす法則ってもんがあるんだ」

「法則？」

　いったい何を言おうとしているのか。

　歪み、笑い、言葉をたぐる薄い唇を、凝ぎよう視しする。

「サーニヤは爆破事件に巻き込まれてから、『音』をひどく怖がるようになった。音楽や人の笑い声なんかは平気だ。だけどあの事件を思い出させるような音はだめなんだ。それも前まえ触ぶれなしに聞こえる音。たとえば──」

　銃じゆう声せい、爆ばく竹ちくの音、車と車がぶつかる音。ユアンは例をあげながら立ち上がり、杖つえを支えに流し台のほうへ行く。そして作りつけの棚たなからグラスをふたつ取り出すと、左右それぞれの手に握った。

「こういう音もだめなんだ」

　と、ヘイダルに見えるようグラスを掲かかげ、グラス同士をぶつける。

　突とつ然ぜんの負ふ荷かにグラスは歪いびつに砕くだけ、尖る音を立てて流し台に欠片かけらを落としていく。

「それからこういう音も」

　次にユアンが手に取ったのは、フライパンと鍋なべだった。それをガンガンと叩き鳴らしたあと、流し台に放ほうる。ガシャンと一ひと際きわ大きな音が鳴り響く。

「ヘイダル様！」

　外で待つザイードの耳にも届いたらしい。荒あら々あらしい足音とともに息せき切った様子で部屋に飛び込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何でもない」

「いや、しかし」

「いいから外で待っていろ」

　強い口調で言うと、ザイードはヘイダルとユアンを交こう互ごに見つめ、何度も振ふり返りながら部屋をあとにしていく。

　ヘイダルはゆっくりと煙草の煙を吐はき出した。

　どう表現していいのか分からない、不ふ穏おんを形にしたような虫が胸のなかでうごめいている。何匹びきも。

「ユアンよ。お前は俺に何が言いたい」

「だから──」

　ユアンは杖をつきながらヘイダルのもとへ戻もどってくる。そして先ほどと同じようにテーブルに腰を下ろすと、薄笑いを浮かべた。

「わざとサーニヤの記憶を飛ばせる方法があるってことだよ」

「……なるほどな」

　ヘイダルはどうでもよさそうに鼻を鳴らすと、煙草の火を消した。

　両方の手を空けておきたかったからだ。きっとこれから数分も経たたないうちにユアンに飛びかかることになるだろう。

「どっかんとこの家が吹き飛べば、多分サーニヤは爆破事件を思い出して一発で記憶を失くす。だけどそんなことは起こりようがないだろう？　俺はふたりで暮らしてるうちに気がついたんだ。突然の音、それもそこそこでかい物音が、引き金になる。皿が割れる、棚から鍋が落ちる、そんな音でもサーニヤはびっくりして、一秒前のことでも忘れてしまうんだよ」

「それは生活しづらいだろうな。可か哀わいそうに」

　話の核かく心しんを避さけようとしたヘイダルをユアンは放さなかった。

　ぐっと顔を近づけ、言う。

「あんた、サーニヤを買わないか？　一晩じゃない、一生分だ」

　あえて表情を変えなかったヘイダルとは裏腹に、ユアンの唇がまた歪な笑みを刻む。

「サーニヤをうまく驚おどろかせることさえできれば、あいつは忘れてしまうんだ。どんな抱き方をしても記き憶おくに残らない。だからあんたを恨うらむこともしない。その上、永遠の処女だ。たとえ三日続けてサーニヤを抱いたとしても、四日目に記憶を飛ばせば、また処女に戻るんだよ」

　初めてサーニヤを抱いたときの、怯おびえるさまがまざまざと蘇よみがえる。

　何人もの男の相手をしてきたんだろうと決めつけたヘイダルに、サーニヤは震ふるえる声で今夜が初めてだと言ったのだ。

　それはサーニヤにとって、まぎれもない真実だった。

　ヘイダルは固く目を瞑ったあと、目の前の男を見み据すえる。

「ユアンよ。お前、わざとサーニヤの記憶を飛ばしているな。娼しよう夫ふとして客を取らせたあとに記憶を飛ばし、また客を取っているんだろう」

　たったいま確信したことを突つきつけると、ユアンはいまさらながらぎょっとした顔をする。

「そ、それはまぁ生活のために……」

　もごもごと言い訳し始めたが、ヘイダルも限界だった。

「兄として弟にしてやれることがそれか。お前は本当にクズだな」

「なっ……」

　滾たぎった怒いかりのままユアンの胸むな倉ぐらを摑つかんで突き飛ばし、テーブルごと倒たおしたところで馬乗りになる。

　ユアンはくぐもった呻うめきを洩もらしたが、それでも目を剝むいてヘイダルを睨にらみつけてきた。腕わん力りよくに簡単に屈くつ服ぷくしないところは、兄弟共通らしい。

「し、仕方ねえだろっ！　サーニヤが踊るだけじゃたいした稼かせぎにならない。生きていくためにはメシを食わなきゃなんねえ。俺はこの足のせいで働けないんだっ」

「だったら俺がいまこの場で、役立たずなその足を捩ねじり取ってやる。お前には最高級の義足を贈おくろう。足さえ動けば、弟のために働くことができるんだろう？」

　ヘイダルはユアンの右の膝ひざ裏を摑むと、力任せに捩じり上げた。「ぎゃっあ」と獣けものじみた悲鳴が上がる。構わずさらに力を込めたとき、ザイードが部屋に飛び込んできた。

「ヘイダル様、何をいったい！」

　叫さけび、羽は交がい締じめにしようとしてきたザイードをも突き飛ばす。だがその一いつ瞬しゆんでユアンはヘイダルの下から抜ぬけ出し、そこらのものをなぎ倒しながら流し台のほうへ逃にげていく。

　足が悪いとは到とう底てい思えない、素す早ばやい逃げっぷり。

　杖はテーブルの下に転がっている。

「ほう。どうやら義足は必要ないようだな。弟に身売りさせる兄など、生きている価値はない。俺に出会ったのが運の尽つきだと思え」

　ヘイダルは拾い上げた杖を逆手に握にぎると、流し台の下でへたり込んでいるユアンに向かった。

「おやめくださいっ」

　止めようとしてきたザイードを振り払はらい、ユアンの喉のどに狙ねらいを定める。

　脅おどし、怖がらせ、薬になればという思いからだったのだが、ユアンは歯の根を震わせながらも「だったら他ほかのやつに売るっ！」と叫んだ。

　早口なヒンディー語だったので、あやうくただの喚わめきだろうと聞き流すところだった。

「お前、いま何と言った」

「サーニヤを売るって言ったんだっ。あいつはもう十八。女装して踊おどれるのもあと一、二年ってところだろ。あんたは知らないだろうが、二十歳はたちを過ぎたら金持ちの家に愛人としてもらわれていく神の子も多いんだ。自分の舞ぶ踏とう団を作ったり、踊りの先生になったりする神の子もいるけど、そんなの一ひと握にぎりだ。俺はサーニヤの将来を考えて、身み請うけ先を探してる真っ最中なんだよっ」

「まさか、お前──」

　よぎった不安を言葉にする前に、「ああ、そうだ」とユアンが吐き捨てる。

「サーニヤがときどき忘れることも、何をどうやったら忘れるのかも、あんたじゃない男にも話してる。興味を持った男も多い。そのうちのひとりと、明日の夜、サーニヤを会わせることになってんだ」

「そんなことはどうでもいい」

　言い捨てたのはヘイダルではなく、ザイードだった。

「あの踊り子がいったい何だっていうんだ。金持ちの家だろうがどこだろうが、もらわれていけばいい。ヘイダル様には関係のないことだ」

　ザイードはヘイダルの手から杖を奪うばうと、それをユアンに放り投げる。狙ったのか偶ぐう然ぜんなのか、杖の柄えがユアンの額に当たり、ユアンが「うっ」と顔をしかめる。

「帰りましょう、ヘイダル様」

　戸口へ誘いざなうようにザイードが背中に手を触ふれてきたが、ヘイダルは動かなかった。

「ヘイダル様？」

　噓うそか真まことかは分からない。それでもたったいまユアンが放った言葉が映像を伴ともなって脳のう裏りに廻めぐり、打ち消すことができない。

　明日の夜、あの細い体がヘイダルではない男に蹂じゆう躙りんされる。

　サーニヤはきっと泣くだろう。それでも兄のためだと心を殺し、耐たえるだろう。

　そして朝には何もかも忘れさせられる。望まぬ一夜を終えたことも、ヘイダルがこうして花を持って会いに来たことも。すべて忘れ、また別の男のもとへ行かされる。

　許せなかった。はっきり言葉にして思うほど、許せない。

　弟の体を金に換かえようとするユアンのことも、サーニヤが誰だれかに抱だかれることも、その誰かの顔も忘れ、自分を抱いた男にサーニヤが満面の笑えみで応こたえることも。

　ヘイダルはユアンに歩み寄ると、真正面で膝を折った。「ひいぃ」と悲鳴を上げ、流し台にへばりついたユアンの首に右手をあてがう。

　ただし絞しめはしない。

「買う」

　と一言、言い放つ。

「だが一生分というのはふっかけすぎだ。俺がイムラーンに滞たい在ざいするのは、あと約三週間。その期間中、お前の弟を買おう」

　ユアンはしばらくの間、真ん丸に変えた目でヘイダルを見ていたが、「三週間っていうのはちょっと短いなぁ」などと、ぬけぬけと言ったので、右手で作った輪を縮めてやった。

「わわわ分かったっ。三週間でいい。売る！　そ、そのかわり、あいつのことが気に入ったなら一生分買ってくれ」

「考えておこう」

　交こう渉しよう成立だ。

　立ち上がったヘイダルを、今度はザイードが目を真ん丸にして見る。

「あの、買うってどういうことですか？　あの踊り子をお側そばに置くつもりですか？」

「イムラーンに滞在している間だけだ。こんな兄のもとに置いておけないだろう。ただし娼夫として扱あつかうつもりはない。サーニヤには適当に仕事をあてがう。お前は世話係の筆頭として、つかず離はなれずサーニヤを見守っていろ」

「そ、そんな──」

　ザイードは目を剝くと、苛いら立だちを無理に抑おさえたらしい表情でヘイダルに向き直る。

「今回の滞在中は、私を側近として側に置くとおっしゃってくれたじゃないですか。世話係の筆頭ではお話が違ちがいます。それに私がお仕えしたいのはヘイダル様であって、踊り子ではございません」

「仕えろとは言っていない、少し目をかけてやるだけでいい。視察や会談に踊り子を同どう伴はんさせるわけにはいかないだろうが」

「ですが」

「つべこべ言うな。俺が決めたことだ」

　ザイードがうつむき、「かしこまりました」と返事をしたとき、戸口で音がした。

　サーニヤが帰ってきたらしい。「兄さん？」と呼びかける声。足音がじょじょに近づいてくる。ユアンはさっと立ち上がると、乱れた部屋を整え始めた。「あ、足……」とザイードが小さく呟つぶやく。

　さて、本人にどう伝えるか──。

　ヘイダルは自分が倒したテーブルを起こし、再びソファに腰こしを下ろした。
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　信じられないこともあるものだ。サーニヤは鏡の前に立ち、自然と頰ほおを綻ほころばせた。

　大きな姿見には、真っ白なアラブの長衣に身を包んだ自分の姿が映っている。長い髪かみは邪じや魔まなので、後ろでひとつに結んだ。

「お支し度たくはできましたか？」

　扉とびらの外からかかった女性の声に「あっ、はい」と返し、サーニヤはもう一度鏡に映る自分を見る。

　うん、悪くない。にっと唇くちびるを横に引き、あてがわれた部屋を出る。

　市街地にある政府が所有している邸てい宅たくだ。英国風の美しい豪ごう邸ていで、びっくりするほど広い庭がある。まるで楽園のようなこの邸宅に滞在しているのが、サッタール首長国の外がい相しよう・ヘイダル。地元のバザールでサーニヤがぶつかった相手だ。

　サーニヤは今日からこの邸宅に住み込み、他の世話係とともにヘイダルの身のまわりの世話をする。よく分からないけれど、そうなった。

　兄と暮らすバラックに突とつ然ぜんヘイダルが訪ねてきたのは、昨日の夕刻の話だ。ヘイダルはサーニヤと兄の貧しい暮らしにひどく驚おどろき、それならばサーニヤを世話係として雇やといたいと申し出たらしい。

　らしい、というのはサーニヤが自分の耳で成り行きを聞いていないからだ。「煙草たばこを買ってきてくれ」と兄に家を出され、帰ったときにはそういう話になっていた。踊り子が一国の外相の世話係に選ばれることだけでも驚きなのに、ヘイダルが提示した給金はイムラーンに暮らす移民にとっては破格のもので、留守宅を守る兄にも手当がつくと聞いている。

「サーニヤ。こんなに光栄な話は滅めつ多たにないぞ。しっかり外相様にお仕えしてくるんだ」

　満面笑みの兄にばんばんと背中を叩たたかれ、サーニヤは今日の早朝、ヘイダルが寄よ越こした車に乗り込んだのだ。少しの荷物と、兄に渡わたされたお守りだけを持って。

「どうぞこちらへ」

　女性に案内されたのは広間だった。朝の会議中だったらしく、アラブの民族衣い装しようを纏まとった男たちが長テーブルを囲んでいる。そのなかのひとり、口ひげの若い男が歩み寄ってきて、サーニヤをヘイダルの側へと連れていく。

　緊きん張ちようした面おも持もちで控ひかえていると、ヘイダルが振ふり向いた。

「少し大きかったようだな。二着目はもう少し小さなものを用意させよう」

　サーニヤが着ている長衣のことを言ったのだろう。実は少しだけ袖そでが長いのだ。大だい丈じよう夫ぶですと答えようと思ったけれど、目の前にずらりと知らない男たちが並んでいる状じよう況きようで言葉を発することに躊ちゆう躇ちよした。サーニヤがまごついているうちにヘイダルは視線を正面に戻もどし、サーニヤには分からない言葉──多分アラビア語だろう──で話し始める。

　ああ、本当に偉えらい人なんだ……。

　サーニヤはぽうと頰が上気していくのを感じながら、男たちが神しん妙みような表情でヘイダルの話を聞くのを眺ながめる。

　ヘイダルはサッタール首長国の外相のみならず、サッタールを治める部族のシークらしい。

　普ふ通つうならとても口など利きけない、雲の上の人だ。

　見た目も少し怖こわい。眼めつきが鋭するどく、獅し子しのようなのだ。肌はだの色も褐かつ色しよくに近くてサーニヤとは全然違う。それにがっしりとした体たい軀くに似合いの大きな手。左の人差し指に嵌はめている黒い石のついた指輪が、骨太の指をさらに厳いかつく見せている。

　バザールで言葉を交かわしていなかったら、外見だけでなく中身もぜったい怖い人、と決めつけていたかもしれない。だけどヘイダルは、サーニヤが路地でぶちまけてしまった芋いもを当たり前のように拾ってくれた。その数日あとには花束を持って会いに来てくれたのだ。

　舞ぶ台たいを終えた直後ならともかく、わざわざ家まで訪ねてきて花束をくれる人なんてそうそういない。あんなに怖そうな見た目なのに、どんな顔をしてブーゲンビリアの花束なんて買ったのだろう。想像するとなんだか可笑おかしくて、ヘイダルの強こわ面おもてに漂ただよう威い圧あつ感かんが薄うすまっていく。

「外相様は多分お前に惚ほれてるぞ」

　粗そ末まつな台所を飾かざるブーゲンビリアを見て、ユアンが言っていた科白せりふが蘇よみがえる。ユアンは妙みように力んだ表情で、「俺の勘かんはよく当たるんだ」とも言っていた。

「まさか。僕が差し上げたお芋のお礼だっておっしゃってたよ」

　サーニヤはそう返したけれど、花束に姿を変えるほど立派な芋でなかったのは確かだ。

　いったい宮きゆう殿でんホテルの宴うたげの席で何があったのだろう。もしかして宴が終わったあとに会話を交わす機会があったのだろうか。

　世話係としてサーニヤを側に置きたいとヘイダルに思わせるような何か。

　家を探し出し、花束を持って訪ねようと決心させる何か。

　思い出せない自分がもどかしくて、頭を捻ひねるたび──外相様は多分お前に惚れてるぞ──ユアンの科白が頭のなかを駆かけまわり、顔を赤くしてしまう。

（神の子は男だって知らないのかなぁ。そんなことないか、男物の長衣を用意してくれたんだし。ああ、でもだったらどうして──）

　精せい悍かんな横顔をちらちらと盗ぬすみ見しながらそんなことを考えていると、またもやヘイダルが振り向いた。

「サーニヤ。ここにいる者たちは皆みな、俺の側近だ。お前のことはイムラーンの文化を知るためにこの地で雇った世話係だと紹しよう介かいした」

「あっ……ありがとうございます。よろしくお願いします」

　慌あわてふためきながらまずはヘイダルに、次にテーブルを囲んでいる男たちに頭を下げる。

　男たちはサーニヤに目礼を返すと、ばらばらと席を立っていき、ヘイダルとサーニヤ、そして先ほどの口ひげの男が残された。

「この者はザイードという。歳としは若いが、俺がいちばん信しん頼らいしている男だ」

「初めまして。サーニヤです。どうぞよろしくお願いします」

「初めてじゃない、昨日会っただろ」

　むすっとした顔で返され、はっとした。ふわふわしたことばかり考えていて気づかなかったが、昨日ヘイダルが家にやってきたときに連れていた側近だ。

「ザイードはヒンディー語が使える。俺の側近にはアラビア語と英語しか話せない者も多いから、困ったことがあればザイードに相談するように。もちろん俺でも構わない。お前の記き憶おくがときに途と切ぎれることもザイードには話してある。しばらくザイードを側そばにつけておくから、彼の言うことをよく聞くように」

「はい」

　声に出してうなずくと、ヘイダルがわずかに眦まなじりを綻ばせる。

　たくさんの側近を前にしていたときとは顔つきが違う。気のせいかな、そう思いつつもまたユアンの科白が蘇り、カァと頰が火ほ照てっていった。







　サーニヤにあてがわれた仕事は、まずは朝いちばんにヘイダルの部屋に水を届けること。

　といってもピッチャーとグラスはザイードが運ぶ。サーニヤはヘイダルを起こし、グラスに水をそそぐ。それからヘイダルが脱ぬぎ捨てたものをランドリーボックスに運ぶ。ボックスに入れたものはクリーニングに出されるらしいのだが、これはサーニヤの仕事ではない。

　ヘイダルが側近たちと邸宅を出たあとは、ヘイダルの部屋と自分の部屋を掃そう除じする。ぴかぴかに磨みがいたとしても、昼までには終わる。午後はほぼ自由時間。ヘイダルの服がクリーニングから戻っていれば、それをクローゼットにしまっておくくらいだ。

　そして夜、邸宅に帰ってきたヘイダルを、他ほかの世話係たちとともにエントランスで出で迎むかえる。食事の支度は他の世話係がするので、サーニヤの仕事はここまでだ。

「えっ、たったこれだけでいいんですか？」

　ザイードに確かく認にんすると、「ああ、そうだ」としかめっ面つらで返された。信じられなくて次の日も同じことを訊きくと、「ヘイダル様がいいとおっしゃったんだっ」と怒ど鳴なられた。

　少し拍ひよう子し抜ぬけしたが、サーニヤは踊おどること以外、仕事らしい仕事をしたことがない。重い荷物を運んだり、作ったことのないアラビア料理を作るよりは、自分のペースでちょこちょこと働けるほうがいい。

「無理はするなよ」

　ヘイダルは顔を合わせるたびにそう声をかけてくれるし、他の世話係もヒンディー語しか話せないサーニヤを何かと気にかけてくれる。ヘイダルの側近が、市街地のバザールでしか売っていないきれいなお菓か子しを「内ない緒しよだよ」とくれたこともある。

　なんていい職場なんだろう。最初の三日はそんなふうに考えていたけれど、仕事に慣れるにつれ、なんだか遊んでいるようで落ち着かなくなってきた。

　どうもヘイダルは、サーニヤの記憶が飛ぶことを心配しているらしい。

　確かにサーニヤは、大きな物音──たとえばガラスが割れるような音で、記憶を失なくしてしまう。ピッチャーすら運ばせないのは、それが理由だったようだ。

　とはいえ、これだけの仕事では仕事とはいえないし、給金とも釣つり合っていない。

（一度きちんとヘイダル様と話し合ったほうがいい気がする……）

　四日目の夜よ更ふけ、サーニヤはひとりうなずき、あてがわれた部屋を出た。

　明日、ヘイダルは休日だと聞いている。休日前の今夜なら、少しくらい時間を取ってもらえるかもしれない。

　廊ろう下かを進んでいると、ザイードがヘイダルの部屋に入っていくのが見えた。

　ザイードもヘイダルに何か用があったのだろう。時間を空けるつもりで踵きびすを返したとき、ふいに「サーニヤ」と聞こえてきた。辺りを見まわしてみても誰だれもいない。どうやらヘイダルの部屋から洩もれ聞こえてきたもののようだ。

　サーニヤは足音を忍しのばせてヘイダルの部屋の扉とびらに近づくと、そっと耳をくっつけた。

　ふたりが交わす会話はアラビア語で、何を話しているのかさっぱり分からない。だけどヘイダルの声でもザイードの声でも「サーニヤ」と聞こえてくる。ザイードは少し怒おこっているのか語調が強く、それを受けたヘイダルの声もじょじょに険しいものに変わっていく。

　サーニヤはびっくりして自分の部屋に逃にげ帰った。

　ふたりを怒らせてしまうような失敗をした記憶はない。それともサーニヤが知らないうちにまた記憶が飛んでしまったのだろうか。

　きれいな花束を持って家を訪ねてきてくれたヘイダルの姿が蘇る。

　どういう理由かは知らない。だけどヘイダルはすべて承知の上でサーニヤを雇やとい入れてくれたのだ。外がい相しようと踊り子という身分の違ちがいを厭いとうことなく、むしろ飛び越こえて。そんなヘイダルに迷めい惑わくをかけてしまっているかもしれないと思うと、胸が苦しくなった。

（何かしでかしてしまったんなら、ちゃんと謝らないと……）

　サーニヤは部屋を出ようとして、ふと引き返した。

　着き替がえにまぎらせて気つけ薬を持ってきているのを思い出し、荷物を漁あさる。

　慣れない仕事で自信を失ってしまったら飲めばいいと、兄がお守りがわりに持たせてくれたものだ。香こう水すい用のきれいな小こ瓶びんに入っている。これを飲んでヘイダルの部屋に行けば、ヘイダルはお前を放さないとも兄は言っていた。

　そんな魔ま法ほうみたいな薬、あるわけない。サーニヤは笑って受け取ったはずなのに、まさか自分が笑い飛ばしたものに縋すがる日が、たった四日過ごしただけで来ようとは。

　蓋ふたを取り、くんと嗅かいでみる。薔ば薇らの花のような、いい匂においがする。少しだけ舐なめてみたが、味はない。そのかわり、舌の上がじんと熱くなった。

　──ちゃんとヘイダル様とお話ができますように。

　胸のなかで唱え、ごくと飲み干す。

　あらためてヘイダルの部屋へ向かうと、ちょうどザイードが出てきたところだった。

　静まり返った廊下に立つサーニヤを一いち瞥べつし、「何だ」と短く訊く。「ヘイダル様に少しお話があって……」と答えると、ザイードは閉まりかけていた扉を再び開く。

「ヘイダル様。サーニヤです」

　続けてザイードは、アラビア語で何か言った。それを受けたヘイダルも、アラビア語で何か返している。ザイードは短くため息をつくと、扉前をサーニヤに譲ゆずり、隣となりの自分の部屋へ帰っていった。

　何を話していたのだろう。ぱたんと閉まった真横の扉を見つめていると、「どうした、入ってこい」とヘイダルから声をかけられ、慌てて部屋に入る。

　ヘイダルは窓辺に置かれた籐とうのソファに腰こしをかけていた。黒くろ髪かみを覆おおうベールはなく、寛くつろいでいたのか、長衣の前ボタンも三つほど外されている。対面のソファを示されたので、サーニヤは「失礼します」と断りながら、腰を下ろした。

「あの、ザイードさんはさっきアラビア語で何とおっしゃったんですか？」

「さっき？……ああ」

　ヘイダルは笑うと、テーブルに投げ置かれている煙草たばこ入れから新しい一本を取り出す。

「今夜は耳みみ栓せんをしなくても寝ねられるでしょうかと訊かれただけだ。保証はできないが大だい丈じよう夫ぶだろうと俺は答えた。それだけだ」

　祭りの夜は打ち上げ花火の音で賑にぎやかになるが、今夜は祝祭日ではない。意味が分からず、ぽかんとしていると、「俺に対する皮肉だ。お前が気にすることじゃない」と、ヘイダルは薄うすい唇くちびるを横に引く。

「話があって来たんだろう？　どうした」

「あ、はい……」

　気つけ薬まで飲んで部屋を訪ねたというのに、いざヘイダルと向き合うと、何をどう言っていいのか分からない。「あの」「その」ばかり繰くり返し、結局サーニヤが言葉らしい言葉を発したのは、ヘイダルが一本目の煙草を吸い終わってからだった。

「僕はヘイダル様にご迷惑をかけたくないのですが、ご迷惑をかけているような気がするんです。ヘイダル様は僕に対して何か思うことはございますか？」

　ない、と言い切られることをほんの少しだけ期待していたのだが、ヘイダルは困こん惑わくしたような眸ひとみでじっとサーニヤを見つめ、「何かとは何だ」と根本的なことを訊いてくる。

「何かって……何かです。どんなことでも構いません」

　ヘイダルは難しい顔を作ると、サーニヤから視線を逸そらし、窓の向こうの庭を見る。

　どうやら答えにくい問いかけをしてしまったらしい。ということは、答えにくい何かがあるということだ。サーニヤは細く息を吐はき、うなだれた。

「申し訳ございません。いろいろと不慣れなことが多くて……」

「謝ることなど何もない。お前は知らない人間ばかりのなかでうまくやっている」

　だったらどうしてそんなに複雑な顔をするのだろう。サーニヤは意をけっして、扉の前でザイードとの会話を聞いてしまったことを打ち明けた。

「僕がここをお訪ねする少し前のことです。アラビア語だったので内容は分かりませんでした。だけどヘイダル様もザイードさんも、僕の名前を口にされていましたよね？　おふたりとも厳しい口調でしたので、怒っているように聞こえました。僕がご迷惑をおかけしているのではないのですか？」

「聞いていたのか」

　ヘイダルは顔をしかめると、唸うなりながら首筋をかく。言葉を探しているように見えたので、ごくりと唾つばを飲み、目の前の唇が再び開くのを待つ。

「お前が想像しているようなことじゃない。ようするにあれだ。お前の容姿を見て、男たちが少しざわついている。ただの世話係には見えないらしい。それを皆みな、俺ではなくてザイードに言うから、ザイードが苛いら々いらしているだけだ」

　サーニヤはぱちぱちと瞬またたいた。

「僕はお世話係に見えませんか？」

「見えないだろ。お前は女よりも可愛かわいらしい」

　即そく答とうで返され、瞬く目が止まる。そのあと、ぽっと頰ほおが熱くなった。

　瞬しゆん間かん、ヘイダルはとても驚おどろいた顔をした──ように見えたのだが、ふいに窓へと視線を流すと、「そういうふうに思う男も少なからずいるということだ」と、また難しい顔をする。

　てっきりヘイダルに可愛らしいと思われているのかと勘かん違ちがいした。

『外相様は多分お前に惚ほれてるぞ』

　どうやらユアンのあの読みは、外れだったらしい。

　なんだ……と落らく胆たんした自分に、あれ、と疑問が湧わく。もしヘイダルに好意を抱いだかれているとしたら、自分はどうしようと思っていたのだろう。年ねん齢れいも体格も肌はだの色も違うのに、性別だけが同じという皮肉。冷静に考えれば好意も何もなくて当たり前なのに、ないと分かってしまったのが寂さびしいような、切ないような──。

「まあ、そういうことだ。気になるようなら、ひとりで邸てい宅たく内をうろうろするな。部屋にこもっておけとは言わないが、夜よる遅おそくはいけない」

「あ……はい」

　半ばうなだれながら返事をしたとき、サーニヤはかすかな違い和わ感かんに気がついた。

　おかしい。ぽっと熱くなった頰が、いまだに熱を持ち続けている。さりげなく手のひらをこめかみにあてがうと、いつの間にかしっとりと汗あせばんでいた。

「それから夜半に俺の部屋を訪ねるのもだめだ。何かあったときに困るのはお前だ。話があるのなら、食事のあと、広間で聞こう」

「困るって……僕がですか？　なぜ？」

　やはりおかしい。座っているだけなのに息が切れる。喉のどを潤うるおすつもりで唾を飲むと、鼻息が洩もれた。それも仔こ猫ねこが甘えるようなおかしな息だ。きっと聞こえてしまったのだろう、ヘイダルがあからさまに驚いた表情をする。

「す、すみません、もう部屋に戻もどります……」

　立ち上がると、くらりと目がまわり、意に反してソファに落ちた。

「あれ？　なんだか体の様子が……」

　言い訳する自分の声がよく聞こえない。水のなかでしゃべっているような感じだ。

「具合が悪いのか？」

　大丈夫です、と答えたつもりだが、声になっただろうか。ソファの肘ひじ置きを摑つかんで、今度こそ立ち上がる。

　変だ。床ゆかが雨上がりの地面のようにやわらかい。

　一歩踏ふみ出したとき、大きく体が揺ゆれた。

「おい、しっかりしろ」

　勢いよく床に倒たおれたサーニヤを、すかさずヘイダルが抱き上げる。

　逞たくましい腕うでの力を感じ、ほっと息を吐く。だけど熱病に侵おかされているときのような湿しめっぽい息だ。少し前に頰を火ほ照てらせた熱は、いまや全身に巡めぐっている。

「疲つかれが出たんだろ。少し横になれ。あとで部屋まで送ってやる」

「だ、大丈夫ですっ……」

　首筋に触ふれてくるヘイダルの手をサーニヤは払はらいのけた。けっして触れられるのが嫌いやだったのではない。気づかれるのが嫌だったのだ。

　なぜだか分からない、長衣の下で雄おすの印が異様なほど熱くなっている。

　裾すそを直すふりで手をやると、石のように硬かたくなっていて驚いた。

　もしかして下衣と下した穿ばきが濡ぬれているように感じるのは、汗のせいではないのかもしれない。こんな姿をヘイダルに知られてしまったら、明日からいったいどんな顔をして水を届ければいいのか。なんとかして床に降りようにも、しっかり抱かかえられていてかなわない。

　せめて隠かくすことができれば──。

　抱き上げられたままの格好で身じろぎをしていると、ヘイダルがふいに眉まゆ根ねを寄せた。

「サーニヤ、お前──」

　ついに気づかれたらしい。ヘイダルの目線が下方、不自然な稜りよう線せんを描えがいている下腹の盛り上がりを捉とらえている。

「こ、これは……その……」

　頭のなかが白一色に染まった瞬間、扉とびらの外側からヘイダルを呼ぶザイードの声がした。

　ザイードは真横の部屋を使っている。倒れたときの物音に異変を感じ取り、駆かけつけてきたのだろう。ヘイダルがアラビア語で何か答えると、途と端たんに廊ろう下かが慌あわただしくなる。

　もしかしたらザイードにもこの姿を見られてしまうかもしれない。そう思うと、うぐ、と嗚お咽えつが洩れた。

「大丈夫だ。部屋には入らせない。水と氷を持ってくるよう言いつけただけだ」

　汗ばみ、赤らんでいるサーニヤの頰をヘイダルが撫なでてくる。

「ずいぶん熱いじゃないか。どうしてお前の体はこんなことになっている。隠れて酒でも飲んだのか？」

　ベッドに降ろしながらヘイダルが訊きく。「いえ……」と首を振ふったとき、飲む、という言葉で思い出した。

「実はここへ来る前に、気つけ薬を……」

「気つけ薬？　誰だれにそんなものを渡わたされた」

「兄さんです。不安になることがあれば飲むようにと。元気が出るからって……」

　小こ瓶びんに入った、薔ば薇らの香かおりがする飲み薬。そんなことも話したが、きちんと伝えられたかどうかは分からない。一言二言紡つむぐだけでも目の奥がちかちかし、視野が潤うるんでいく。ただ、「ユアンめ、あいつはまったく」と舌打ちをする、ヘイダルの姿だけはおぼろに見えた。

　ほどなくしてザイードが戻ってきたらしい。ヘイダルは天てん蓋がいから垂れた薄布でベッドを隠し、扉から近いところで応対している。ザイードが立ち去ると、ヘイダルは自らベッドに盆ぼんを運んできた。

　抱き起こされ、「飲め」と唇にグラスを当てられる。それだけでも冷たくて気持ちいい。傾かたむけられたグラスから水を飲むと、喉を滑すべり落ちていく水の感かん触しよくがよく分かる。だけど口こう腔こうと喉が束つかの間ひんやりしただけで、局所の火照りは治まらない。

「も……もう大だい丈じよう夫ぶです……お手間をかけてしまってすみませんでした……」

　まともなようでまともでない、上擦り乱れた声。平気なふりをしてベッドから降りようとすると、ヘイダルに抱だきかかえられ、再びベッドの真ん中に寝ねかされた。

「逃にげるな。お前が飲んだのは気つけ薬じゃない。多分媚び薬やくだ」

「び、媚薬……？」

　いままでまったく縁えんのなかった妖あやしい響ひびきに目を瞠みはる。

「ど、どうして兄さんがそんなものを……。お守りがわりだって僕には言っていて……」

　きっと何かの間ま違ちがいだ。そう思おうにも体は正直で、下腹部は張りつめたままだ。隠そうと身じろぎをする、たったそれだけの振しん動どうが刺し激げきになり、気け怠だるげな吐と息いきをこぼしてしまう。

「俺が楽にしてやる。脱ぬがすぞ」

　宣言してから、ヘイダルがサーニヤの長衣に手をかける。

「いっ……」

　嫌、と言っていいものなのか。

　身分差が気になり、抗あらがおうとした手がヘイダルではなくシーツを摑む。だけど長衣の前をはだけられ、下衣に手をかけられたとき、サーニヤは反射的に丸まった。

　ぜったいに裸はだかは見せられない。サーニヤはごく普ふ通つうの男子とは体が違ちがうのだ。

　踊おどるとき、女物の衣い装しようを着る。露ろ出しゆつの多い衣装も多いからサーニヤには体毛がない。腕も足も秘部の周りもすべて抜ぬいている。サーニヤだけではない、男という性を隠して美神を演じる神の子とはそういうものだ。

「お許しくださ……、本当にその……ぅんっ、大丈夫ですから……」

「何が大丈夫なものか。一晩ひとりでよがり狂くるうつもりか。死んでしまうぞ」

　ヘイダルは軽々とサーニヤの足を摑み、下衣を取る。あまりの羞しゆう恥ちに顔を歪ゆがめていると、「これでもしゃぶってろ」と、口のなかに氷をひとかけら放ほうり込まれた。

「ん……ぐ」

「そんなに怖こわがるな。ぜったい乱暴にはしない。気持ちよくなるのはお前だけだ。力を抜いて大人しくしていろ」

　そういう意味じゃないのに……と胸のなかで呟つぶやく。だけど髪かみを撫でてくる手のひらや、ひんやりと冷たい口のなかの氷がサーニヤを慰なぐさめた。

　枕まくらを抱き寄せ、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　下穿きが下ろされた。剝むき出しの下か肢しに部屋の空気がすうっと触れていく。そのあと、昂たかぶりを包み込むヘイダルの手──。

「ふ……」

　湿った下穿き同様にきっと濡れそぼっていたのだろう。ヘイダルが手を動かすたび、ぬちゃぬちゃといやらしい音が聞こえてくる。普通の体ではないのにヘイダルは何も言わない。そのかわり、ときに大きな手を逸そらし、会え陰いんや太ふと腿ももの付け根をまさぐってくる。

「お前はきれいな体をしているな」

　吐息を多くまじらせた、そんな囁ささやきとともに。

　安あん堵どしたからだろうか。じんと目め頭がしらが熱くなる。

　気をまぎらわすために氷を舌で追いかける。口腔の熱で溶とけ出した雫しずくは甘かん露ろのようだ。まるでこれこそが媚薬のように、唾だ液えきとまざってとても甘くなっている。

「んん……ぅう……ん……」

　恥はずかしい。それなのに手て筒づつで扱しごかれるのが気持ちよくてたまらない。

　ぽうと上気していく頰ほお。とろんとまぶたが重くなる。

「……ぁ、……」

　か細い声を放ち、目を瞑ったまま、ヘイダルの手のなかに放つ。

　重怠い息を吐はいたあとで、とんでもないことをしてしまったのに気がついた。枕を抱えたまま、硬こう直ちよくしていると、

「いい子だ。ちゃんと出せたじゃないか」

　先にそんなふうに言われてしまい、謝りそびれてしまう。恐おそる恐る枕を外すと、ヘイダルは手のひらから手首へ伝う白はく濁だくを舐なめていた。

　それは舐めても大丈夫なものなのですか？──これも訊きそびれてしまった。

　果てたばかりの果か芯しんに再び手指を絡からまされたからだ。

「あ……っ」

「一度では足りないだろう。熱すぎるくらいに熱くなっている」

　言われたとおり、サーニヤの果芯はいまだ弧こを描いて反り返っている。

　見られたくはないけれど、先に握にぎられてしまっては逃げられない。せめて太腿くらいは閉じようと力を込めたものの、その程度では抗いにもならず、ヘイダルの手がまた淫いん猥わいなリズムを刻む。その途と中ちゆう、雁がん首くびの裏側をなぞられ、「はっうん」と悲鳴が洩もれた。

　どっと白濁が溢あふれ、先ほどよりもひどくヘイダルの手を汚よごしてしまう。

　立て続けに二度もなんて、はしたない。涙るい腺せんが緩ゆるみ、ほろりと涙なみだが落ちた。主あるじにこんなことをさせる世話係なんて聞いたことがない。

「どうしてお前はそう泣くんだ。大丈夫だと言っただろう、ほら──」

　嗚咽を洩らしていると、ふたつ目の氷を口に入れられた。ヘイダル自身もひとつ口に放り込んでいる。

「う……」

　なぜだろう。氷をしゃぶっていると、少しずつ気持ちが落ち着いていくから不思議だ。唇くちびるを潤うるおし、喉のどに滑り落ちていく雫の冷たさが心地ここち好よい。ぐすぐすと洟はなをすすりながら氷を舐め転がしていると、ふいにヘイダルが上体を倒たおした。

　唇でも舌でもない。ヘイダルは食はんだ氷をサーニヤの胸に滑らせていく。

「んぅっあ」

　びっくりして思わず氷を吐き出してしまった。

　愛あい撫ぶの道筋を冷たいと感じたのは一いつ瞬しゆんで、すぐに肌はだの熱さに蕩とろけ、ぬめったものに変わっていく。乳にゆう暈うんに沿って円を描えがかれ、びくんと体が跳はね上がった。ヘイダルはそのまま下っていき、氷を含ふくんだままの唇でサーニヤの果芯を包み込む。

「ひゃっあ……ぁ、あ……」

　やわらかな舌と、尖とがりを失なくした氷が、稚いとけなく漲みなぎった果芯に不規則に絡んでいく。　>>>♥

　手筒とは違う生々しい愛撫に、開かされた太腿がわなないた。氷の雫か、それとも蜜みつ口ぐちに滲にじんだ露つゆか、ヘイダルが音を立ててすすっている。濡ぬれ音がまた劣れつ情じようを湧わかせ、果芯がなおも反り返りを強くする。

　あっ、と心のなかで叫さけんだときには三度目を放っていた。

　同時に嚥えん下かする音が下方で聞こえ、驚おどろいた。ヘイダルは口のなかで放ったのを咎とがめもせず、満足げに口の端はしを持ち上げている。

「本当に熱い体だな。氷がすぐに溶けてしまう」

　ヘイダルは新しい氷を口に入れると、サーニヤの体を裏返した。

「ここもしんどいだろう。すぐに楽にしてやる」

「やっ、やあ……」

　背中には人に見られたくない傷がある。踊るときは厚めに化け粧しようをほどこして隠かくしているが、今日は何もつけていない。

　まともに動きもしない体を必死にばたつかせているサーニヤを見て、ヘイダルは察したのかもしれない。「これか？」と背中の傷きず跡あとに触ふれてくる。

「お前はたくさん花びらを背負っているんだな。まだ痛むのなら不ふ憫びんだが、俺には美しいとしか思えない」

　そんなふうに言ってくれる人がいるなんて──。

　じんと熱くなった目頭のまま、おずおずと振ふり向くと、ヘイダルと目が合った。ヘイダルは唇だけで笑うと、サーニヤの腰こしを引き寄せ、平ひれ伏ふしてくる。押し開かれた双そう丘きゆうの狭はざ間ま、ひくんと息をしている窄すぼまりに、含んだ氷をあてがわれたのだ。

「ひぃ……」

　こんなところを誰だれかに見せたことはない。きれいでないことも知っている。それなのにヘイダルは溶けかけの氷を後こう孔こうになすりつけ、ときには襞ひだを舌で舐め上げたりもする。

「い、いけません、ヘイダルさ、ま……っ……そ、そんなこと……」

「冷たすぎるか？」

　そうじゃない。伝えるつもりで首を振ったが、ヘイダルには理解してもらえなかった。今度は唇と舌ばかりで愛撫され、燃え立つような快感の火ほ照てりが背筋を走り抜けていく。

「はぅ……っう」

　羞恥を逸らしたくて、ベッドヘッドに置かれた器うつわから氷を摑つかみ取る。貪むさぼるように口に入れた瞬しゆん間かん、「こら」と腰こし骨ぼねを摑まれた。

「この期ごに及およんで逃にげようとするな。素すっ裸ぱだかで廊ろう下かを這はうつもりか」

　双丘に顔を埋うずめていたヘイダルは、サーニヤが氷を摑んだのを見ていなかったらしい。

　逃げようなんて思っていない。ぶんぶんと首を振ったのが、ヘイダルには、嫌いや、嫌、と駄だ々だをこねているように見えたのだろう。「まったく──」と呆あきれるように呟くと、喘あえぐ窄まりに指を捻じ込んできた。

「あっ、ああっ」

　せっかく口に含んだ氷をまた吐き出してしまいそうになり、慌あわてて唇を閉じる。

「俺はお前を傷つけるつもりはない。言っただろう？　いいから力を抜ぬいて感じていろ」

　そんな科白せりふとともに、後孔のなかで指が優やさしくうごめき始めた。太い指輪の似合うあの指を自分が咥くわえ込んでいるのかと思うと、それだけで果芯が持ち上がる。震ふるえる息を吐くと、それを待っていたかのように指は奥深いところまで侵しん入にゆうし、熱に喘ぐ秘肉を内側から慰めていく。

　そのとき、つうと冷たいものが後孔に垂れてきた。

「……っ、ひゃ……あっ、あっ……」

　双丘の谷間の窪くぼみに、氷の雫がたまっていたのかもしれない。びくびくと太腿が痙けい攣れんし、触れられてもいないのに果芯が蜜液をまき散らす。

「これがいいのか？」

　ヘイダルは器のなかの氷を鷲わし摑づかみにすると、手のひらごとサーニヤの背中に置いた。

「はうっ」

　ヘイダルが手を滑すべらすと、氷も動く。熱すぎる肌のせいで氷はすぐに水へと変わり、体の線を伝って滴したたっていく。背中から胸へ伝ったものは乳ち首くびをくすぐり、脇わき腹ばらから伝ったものは果芯を、尾びてい骨から伝ったものは後孔をあまやかに刺し激げきする。

「あ……ぁあ……」

　快楽の甘露に全身を浸ひたらせているような感じだ。口のなかの氷はいつの間にか溶けていて、宙に向かって開いた唇から、唾液まじりの水が溢れる。　>>>♥

「いけないな。こっちが耐たえられなくなりそうだ。いや、約束は守るが」

　再びヘイダルがサーニヤの双丘に顔を埋めてきた。放射状の襞をねっとりと舐めた舌が、溶けかけの氷を後孔に押し込む。

「ぁん……はあっ……」

　肌の熱さと同様、秘肉も異様なほどの火照りを持っている。氷のかけらはすぐに溶け、ぬるんだ水となって後孔からとろとろと垂れていく。

　恥ずかしい。ぎゅっと目を瞑つぶった瞬間、後孔から溢れたものをすすられた。

「酒よりもうまい」

　そんなのぜったい噓うそ──。

　思ったが言葉にできず、赤面しきった顔を枕まくらに押しつける。

「ほら、もっと尻しりを突つき出してみろ。楽になるまで冷やしてやる」

　体だけでなく理性も蕩けているらしい。無理、と思ったのは一瞬で、勝手に尻が持ち上がる。

　またひとつ、後孔に氷を埋められた。

「あぁ……あ……」

　柔やわ襞ひだが冷えすぎる前に指を使って取り出され、舌でたっぷり癒いやされてから、また──。

　最さい奥おうまでの道筋を行ったり来たりする、ヘイダルの指と舌、そして氷とぬるい水。もう何をされてもいい、そんな決心をしてしまうほど、気持ちいい。

　──お前は本当にきれいで可愛かわいらしいな。

　ヘイダルがうっとりと囁ささやいた気がしたが、空耳だったかもしれない。媚び薬やくに痺しびれた体が意識を遠ざける。サーニヤはヘイダルにすべてを預け、初めて味わう悦えつ楽らくに酔よいしれていた。







　いつ眠ねむりに落ちたのか、覚えていない。

　ころんと寝ね返がえりを打ったとき、ふいに煙草たばこの匂においが鼻び腔こうをかすめた。

（あ……ヘイダル様の匂いだ……）

　かすかに煙草の匂いを纏まとわせた手が、サーニヤのこめかみ辺りに触れている。優しく触れようと気をつけているのが手のひらから伝わってくる。

　夢だろうな。思いながらも重おも怠だるいまぶたを持ち上げてみる。

　天てん井じようの白がちらりとでも見えたなら、ああ、夢だったんだと納なつ得とくして再びまぶたを下ろしていただろうが、目の前に本当にヘイダルがいたので驚いた。

「すまない。起こしてしまったな」

　ヘイダルはすでにベールも長衣も纏った姿で、サーニヤが寝ね転ころがるベッドの縁ふちに腰をかけている。肩かた越ごしに見えるのは、銀糸まじりの薄うす布ぬの。サーニヤの部屋のベッドは天てん蓋がい付きではない。

　ここはヘイダルの部屋だ。

「…………！」

　びっくりして飛び起きようとすると、ヘイダルに手で制された。

「起きなくていい。もう媚薬は抜けているだろうが、大事にしろ」

　媚薬。──その言葉で昨夜のことがまざまざと蘇よみがえった。

　まさかそんなものを自分が飲んでしまうとは夢にも思わなかった。きっと薬屋が間ま違ちがって兄に売ってしまったのだろうが、欲よく情じようした体をヘイダルにさらし、鼻にかかった喘ぎを上げ続けていたのは本当だ。

　思い出したあとはとてもヘイダルの顔を見ていられず、上うわ掛かけに潜もぐり込む。なぜかヘイダルが声を立てて笑ったが、もちろんその顔を見ることはできない。

「今日は俺の部屋でゆっくり過ごせ。浴場も自由に使えばいい。食事ならそこに簡単なものを運ばせてある。庭くらいなら出てもいいが、仕事はするな」

　ヘイダルはそこまで言うと、ふいに真しん剣けんな声でサーニヤを呼んだ。

「今日は休みの予定だったんだが、出かけなければいけなくなった。夕刻には戻もどってこられるだろう。お前とふたりで夕食をとりたいんだが、構わないか？」

　主あるじと世話係。立場が違ちがうので、いままでヘイダルと一いつ緒しよに食事をしたことはない。世話係でなかったとしてもサーニヤは踊おどり子だ。いくらヘイダルのほうから誘さそってきたとはいえ、気軽に応じていいものなのか。

　どう答えるのがいちばんなのか分からず戸と惑まどっていると、ふいに手を伸のばされた。

　上掛けからほんの少し飛び出た髪かみに、ヘイダルが触ふれている。

「お前は昨夜、俺に思うことはないかと訊きいただろう。その答えを伝えたい」

　上掛けのなかで「……あっ」と小さく声が出た。

　媚薬のせいで体がおかしくなってしまったので忘れていたが、サーニヤは自分の知らない自分が何かしでかしてしまったのなら謝りたくてヘイダルの部屋を訪ねたのだ。

「あの、やっぱり僕はヘイダル様にご迷めい惑わくをおかけしていたんでしょうか」

　思わず上掛けから出ると、ヘイダルは「いや──」と首を振る。昨夜と同じ、言葉を探しているかのような表情だ。

「俺はお前の振る舞まいを迷惑などと感じたことはない。俺が言いたいのはそういうことじゃないんだ」

　意味が分からず、瞬またたきまじりにヘイダルを見つめていると、扉とびらを叩たたく音がした。どうやら廊下で側近が待ちかねていたらしい。恐おそる恐るといった口調でヘイダルを呼んでいる。

「もう行かねばならない。サーニヤ。今夜、俺に付き合ってくれ。そのときに話そう」

　ヘイダルは最後に一度だけ、サーニヤの長い髪に指を絡からませ、部屋を出ていった。

　いったいどんな話があるというのだろう。廊下を抜けていく足音が聞こえなくなったあとも、サーニヤはしばらくベッドの上でぼんやりとしていた。

　世話係としてヘイダルの部屋に出入りしているが、ひとりでここで過ごすとなると、不思議な感じがする。ヘイダルが言ったとおり、テーブルには一人分の朝食。真新しいアラブの長衣とタオルも置かれている。

　サーニヤはシャワーを浴び、遅おそめの朝食をとったあと、庭に出た。

　ヘイダルの部屋の掃はき出し窓から延びる石いし畳だたみを道なりに歩いていくと、噴ふん水すいの前に出る。

　サーニヤが使っている部屋は庭の外れに面しているので、邸てい宅たくの正面を飾かざる噴水を間近で見るのは初めてだ。放射状に噴ふき上がった水が陽光に照らされ、虹にじを作っている。サーニヤが暮らしている地区はどこか埃ほこりっぽい、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを持っているが、この庭は別世界だ。鮮あざやかな紫し薇びの花がいたるところに咲さいている。

　枯かれてはいないのに落ちていた花があったので、サーニヤは手に取った。ぱっと目を惹ひくマゼンダ色なのに、小さな花がいくつもついていて可愛らしい。

（昨夜のことを色にたとえると、こんな色になるのかな……）

　ふと思い、恥はずかしくなってうつむく。

　ヘイダルが何を伝えようとしているのか分からない。だけど悪いことではないような気がする……と思うのは、吞のん気きすぎるだろうか。

　サーニヤは首ぐりの後ろから手を入れると、背中の傷きず跡あとに触れた。

　何度も鏡を使って見たことがあるので嫌というほど知っている。小さいけれど、無数にある傷跡。ぼこぼこしていて汚きたならしい。

　これをヘイダルは花びらのようだと言った。

（聞き間違いかな……。ううん、そんなことない。ヘイダル様は確かにおっしゃった）

　手にした紫薇の花色どおり、ぽうと頰ほおが染まっていく。

　神の子は二十歳はたちを過ぎると、愛あい妾しようになる者が少なからず出てくる。もちろんきちんと職に就つく者もいる。だけどサーニヤはきっと誰だれかの愛妾になる道を選ぶだろう。高額な身み請うけ金は、兄がひとりで生活していくために必要なものだ。

（ヘイダル様が僕をもらってくださったらいいのに……）

　外がい相しようかつ、部族のシークなら、男の愛妾なんていらないだろうか。それ以前にきれいな女性の恋こい人びとがたくさんいるのかもしれない。もしかしたら結けつ婚こんを誓ちかった人も。

（だけど……ヘイダル様がいいな……）

　とても叶かなうとは思えない夢を胸のなかでこっそり思い描えがきながら歩いていると、うっかり門もん扉ぴのほうへ出てしまった。並んで立つ守衛にじろりと睨にらまれ、慌あわてて紫薇の緑りよく陰いんへ引き返す。

　そのとき、猛もうスピードで近づく車のエンジン音がした。

　思わず足を止めて振ふり返る。守衛が大声で何か喚わめいている。サーニヤが目を見開いている間に車はどんどん近づき──。

　門扉に激げき突とつした。

　ぐしゃりと潰つぶれた鉄の塊かたまり。フロントガラスの破は片へんが水みず飛沫しぶきのように晴れた空に散る。

　サーニヤは瞬くのも忘れ、その光景を見つめていた。

　たったいま自分が何を考えていたのか、自分が立っているこの場所がどこなのか、何ひとつ思い出せない。事故車両の側そばで飛び交かう怒ど号ごうや悲鳴。予期せぬ喧けん噪そうに洪こう水ずいのように襲おそいかかられ、がちがちに硬こう直ちよくした手が、紫薇の花を握にぎりつぶしていた。
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　ヘイダルが今日臨のぞむ会談は、イムラーンのどの部分にサッタールが資金援えん助じよをするか話し合う重要なものだ。本当は明日から三日にわたって会談を行う予定だったのだが、一部の政界幹部から事前に方向性を聞かせてほしいと呼び出された。

　前々からイムラーンは、宮きゆう殿でんを中心とした市街地をなおも美しく発展させたいという意向を持っている。対するヘイダルは、スラム街としか呼べないような地区を整備するために援助したいと考えている。これはイムラーン各地を視察してみて確固たるものとなった。首長である父アサドにもその旨むねを伝えている。

　まったく異なる二国の意見を摺すり合わせるとなると、確かに当初の予定の三日では足りないかもしれない。だからといって「言うことを聞かないのなら援助はしない」と切り捨てるのは、いかにも大国ぶった大人げない振る舞いで、アサドの意思にも反している。

　いったいどういう言葉で切り出せば、円満な決着に導くことができるのか。そんなことを考えながら控ひかえの間で書類に目を通していたとき、ザイードから電話が入った。

『一応ご報告しておきますが──』

　という前置きどおり、くだらない報告だった。

　つい先ほど、邸宅の門扉に突つっ込んできた車があったらしい。車は大破、守衛のひとりは足の骨を折り、運転していた老人も頭を打って意識不明だという。

「まったくどこの馬ば鹿かだ。はた迷惑な」

　舌打ちをして電話を切ろうとしたとき、ふと嫌いやな予感にとらわれた。

「おい、サーニヤに変わりはないか？　俺の部屋で休んでいるはずなんだが」

　もし間近なところで車が激突する音を聞いていたとしたら、記き憶おくを失なくしている可能性がある。銃じゆう声せい、爆ばく竹ちく、そして車と車がぶつかる音。ユアンはそんなものも例にあげていた。

『サーニヤですか？　そういえば今日は見ていないような……少しお待ちください。ヘイダル様のお部屋を覗のぞいてみます。またのちほど連れん絡らくいたします』

　確かく認にんだけなら十分、いや五分もあれば可能なはずだ。だが会談が始まってもザイードからの電話がない。もしや会談中というのを慮おもんぱかって連絡を控えているのかと思い、側近に電話をかけさせると、予想もしていなかった事実を耳打ちされた。

「ヘイダル様。サーニヤというお世話係のことですが、邸宅内のどこにも姿がないそうです」

　いったいどういうことなのか。ヘイダルは驚おどろき、自らザイードに連絡を取った。

「おい、よく捜さがしたんだろうな。サーニヤには今日は仕事をするなと伝えている。仲のいい世話係と庭の隅すみを散歩でもしているんじゃないのか？」

『それが……事故の直前、噴水のほうから門扉へやってきた世話係がいたそうです。守衛はサーニヤを知らなかったので確かではないのですが、男物の長衣を着ているくせに、見目は麗うるわしく女のようだった、と』

　ヘイダルは青ざめた。容姿を賞賛される世話係など、サーニヤの他ほかにいない。

「すぐに捜せ。まだ近くにいるはずだ」

　本当はヘイダル自身がサーニヤを捜し出したかったが、会談中とあればそれも叶わない。

　きっとサーニヤは事故の際の物音に驚き、記憶を飛ばしてしまったのだろう。踊り子である自分がなぜアラブの長衣を着ているのか、なぜ政府所有の邸宅にいるのか、何ひとつ思い出せず、混乱したはずだ。

　邸宅を飛び出したサーニヤが、せめて事故に遭あっていなければいい。ザイードからはこまめに連絡が入るものの、見つからないので捜そう索さく範はん囲いを広げるという趣しゆ旨しのものばかりだ。

　ヘイダルは昨夜のサーニヤを脳のう裏りに浮うかべる。サーニヤにとっては恥ち辱じよくの一夜だっただろうが、ヘイダルにとっては目が眩くらむほど蠱こ惑わく的な夜だった。

　お前が欲しい。今夜それを伝えるために食事の誘いをしたというのに──。

『ヘイダル様。サーニヤが見つかりました』

　ようやくその知らせが聞けたのは、ヘイダルが予定より早めに会談を終え、ザイードと合流すべく車に乗り込んだときだった。

「どこにいた」

『それが家に帰っていたんです』

「家に？」

　そういえば、親の顔や家の場所、そういうものは忘れないとユアンが言っていたか。

『ヘイダル様、サーニヤの家に来てもらえますか？　私ではどうにも手に負えなくて』

　ザイードに乞こわれ、ヘイダルはサーニヤが暮らすバラックに車を向かわせた。

　辿たどり着いたバラックには、すでに一台、政府車両が横づけされていた。ザイードが使った車だろう。いつもと違ちがう雰囲気を感じ取ったらしい付近の住人が、好こう奇きを剝むき出しにした表情で遠巻きに眺ながめている。ヘイダルは車を停とめさせると、人ひと払ばらいする余よ裕ゆうもなくバラックに駆かけ込んだ。

「──だからっ、お前はヘイダル様の世話係なんだよっ」

　以前通されたダイニングからザイードの苛いら々いらした声が聞こえる。「そうだよ、お前は外相様のお世話係になったんだ」と語りかけるユアンの声も。

　ヘイダルが部屋に入ると、ふたりは揃そろって振り向いた。

　ユアンはなぜか顔をしかめ、ザイードはほっとしたように息を吐く。肝かん心じんのサーニヤは、ユアンの胸にしがみつき、震ふるえていた。

「すべて忘れているようです」

　ザイードがヘイダルの耳に囁ささやく。

　そうだろうと思う。誰だか分からない異国の男たち。サーニヤにはそのようにしか見えていないはずだ。ヘイダル、そしてザイードを窺うかがう黒い眸ひとみは怯おびえきっている。

「サーニヤ。俺を覚えていないのか？」

　答えは分かっていたが、ヘイダルは訊きいた。これ以上怯えさせないよう、その足あし許もとに片かた膝ひざをついて。

　サーニヤはヘイダルを見おろすと、小さく首を振る。眸にたくさんの涙なみだをためている。

「知らないことはないだろう？」

　ユアンが妙みように優やさしい声こわ音ねで、しがみつくサーニヤの背中を撫なでる。

「よく見てごらん、サッタールの外相様だよ。ほら、宮殿ホテルの宴うたげに招かれたことがあったじゃないか。あのときに外相様がお前を気に入ってくださったんだ。お前は働き者だから、世話係にしたいとおっしゃって」

「……僕を？」

「そうだよ。外相様がイムラーンに滞たい在ざい中、お前がお世話をすることになったんだ。きれいな邸てい宅たくに住むこともできるし、びっくりするくらい給金だっていいんだぞ？　あんなに喜んで荷造りして出かけたじゃないか」

「……本当に？」

　サーニヤはヘイダルではなく、すべてユアンに訊く。

　記憶を失くしているサーニヤにとって、兄の存在だけが確かなものなのだろう。「ああ、本当だ」とユアンが力強くうなずくと安心したらしい。しがみついていた手をそろりと離はなし、両目に浮かんでいた涙を拭ぬぐう。

「ヘイダル様とおっしゃるんですね……。ご迷めい惑わくをおかけしてしまって申し訳ございません。僕はその、ときどき忘れてしまうのです。僕はこれからどうしたらいいですか？　もうお世話係はクビでしょうか」

　ヘイダルはほっとして立ち上がった。

「クビになどするものか。俺と一いつ緒しよに帰ろう。他の世話係もきっと心配しているぞ」

「……は、い……」

　答えるサーニヤの顔が一いつ瞬しゆん曇くもったように見えたのは、気のせいだろうか。「一件落着ですね」とザイードが言い、ユアンも「よかった、よかった」と笑い顔で繰くり返している。

　だがサーニヤを同じ車に乗せたとき、気のせいではなかったことを悟さとった。

　あのときサーニヤは、「ああ、お前などクビだ」とヘイダルが答えるのを期待していたのだろう。サーニヤは後部座席のヘイダルの隣となりで、前だけを見み据すえている。唇くちびるは気き丈じようにも引き結ばれていたが、眸には新しい涙をためている。覚かく悟ごのさまを表すかのように、ときどき上下する小さな喉のど仏ぼとけ。

　──びっくりするくらい給金だっていいんだぞ？

　ユアンはサーニヤにそう言った。きっとあの言葉で自分がすべきことを悟ったのだ。

　いつかのバザールで瘦やせた芋いもを差し出してきたサーニヤはどこにもいない。おずおずとヘイダルの部屋を訪ねてきたサーニヤも、戸と惑まどいながら何度も果てたサーニヤも。

　ここにいるのは、肉にく食しよく獣じゆうに食い荒あらされることを覚悟したガゼルだ。

　宴のあと、金と力にあかして抱だいたときと同じサーニヤ。働けない兄のために身を売ることを決めている。

「そんな顔をするのはやめてくれ。俺はもうお前を傷つけようなどと思っていない」

　アラビア語で吐き捨て、ベールの下の頭をかきむしる。

　途と端たんにサーニヤはぎょっとしたように目を見開き、怯えを強くした眸を向けてくる。

　だがヒンディー語で同じ科白せりふを言おうとは思わなかった。言ったとしてもサーニヤには届かない。強ごう引いんに抱かれたことも、媚び薬やくに侵おかされた体をヘイダルに預けたことも覚えていないのだ。

　ヘイダルは邸宅に戻もどると、虚むなしさを押し殺して自らサーニヤに邸宅内を案内した。

　まずは広間。続いてヘイダルの部屋。大理石の廊ろう下かを歩きながら、多分ザイードが初日に伝えたであろう世話係としての仕事内容を、あらためてヘイダルの口からサーニヤに伝える。

　サーニヤは車内で一言も口を利きいていない。記憶を失くしてから初めて聞くサーニヤらしい声は、目を真ん丸にしての「えっ、それだけなのですか？」だった。

　もともと本気で仕事をさせるつもりで雇やとい入れたわけではない。ただユアンから切り離したかっただけだ。

「お前は記憶が不安定だから、慣れるまではそのくらいで構わない」

　もっともらしく理由をつけ、昨日までサーニヤが使っていた部屋に連れていく。

　庭の外れに面した部屋だが、側近や他の世話係に使わせている部屋同様、シャワールームも洗面所もついている。

　扉とびらを開けてやると、サーニヤはヘイダルの後ろでつま先立ちになり、しばらくなかの様子を窺っていた。見まわしながらおずおずと踏ふみ入ったとき、ベッドの足許に置かれている自分の荷物を見つけたようだ。「あっ」と小さく叫さけび、駆けていく。

「これ、僕のバッグです。……あ、寝ね巻まきも入ってる。歯ぶらしも。僕は本当にヘイダル様のお世話係だったんですね」

　ばつが悪そうな顔でサーニヤがうつむく。

　少しは信じる気になったのだろうが、まだ危あやうい。これでヘイダルが「そうだ、お前は俺の世話係だ」と背中でも撫でようものなら、途端にその細い体は強こわ張ばってしまうだろう。

「今夜は部屋に食事を運ばせるからしっかり休息をとるように。仕事は明日からだ」

　ヘイダルはあえてすげなく言うと、サーニヤの部屋を出た。

　ふとすれば洩もれそうになるため息を嚙かみ殺し、夕ゆう闇やみが忍しのび寄る廊下を歩く。

　お前を愛いとおしいと思っている。──せめてそのくらいは伝えていれば、これほど虚しくはならなかったかもしれない。







　サーニヤのこと。そして自分自身の気持ち。本当に向き合いたいものには向き合えず、ヘイダルはしばらく仕事に追われていた。

　結果、イムラーンのどの部分に資金援えん助じよをするかについては、「サッタールの言うことを聞かないのなら援助はしない」という科白で強引に決着をつけた。五日にわたって会談を重ねても話がまとまらなかったからだ。こういう科白を吐くであろう自分を想像して自制していたというのに、まだまだ若じやく輩はい者ということだろう。アサドに伝えると、「お前はその短気をどうにかして正せ」と笑われた。

　滞在期間の後半は、企き業ぎようや施し設せつを中心に訪問する予定だ。その前に少しの休きゆう暇かが必要だろう。四週間も異国に滞在するのはさすがに疲つかれが蓄ちく積せきされる。ヘイダルも側近たちも明日から二日ほど、久しぶりに休暇を取ることにしている。

「皆みな、よく私を支えてくれた。後半も頼たのむぞ」

　広間で側近たちとともに遅おそめの夕食をとったあと、ヘイダルは庭へ出た。

　紺こん色いろの空の天頂に満月が浮うかんでいる。よく晴れた夜だ。足許の石いし畳だたみを照らす庭園灯がなかったとしても、月明かりだけで歩けたかもしれない。いつもならむんと感じる風も今夜は乾かわいていて、横よこ髪がみをくすぐっていくのが心地ここち好よい。

　月を眺めながら歩いていると、噴ふん水すいに人ひと影かげがあるのが見えた。

　滞在初期の頃ころは側近たちも森のようなこの庭をめずらしがり、夜風にあたる姿をよく見かけていたが、最近はヘイダルが時折散歩するくらいだ。今夜は休暇前とあって、ヘイダル同様に夜の散策を楽しんでいる側近がいるのかもしれない。何の気なしに噴水に近づいて、その人影がサーニヤだと気がついた。

　噴水の縁ふちに沿う形で、足を百八十度に広げて座っている。ヘイダルには気づいていないようだ。世話係用のアラブの長衣ではなく、ドレープの多い薄うす手での衣い装しようを着ている。手には紫し薇びの小枝。サーニヤは枝を持つ手をゆっくりと後ろに反らし、上半身で美しい円を描えがく。

　二度三度、そうやって体を伸のばすと、サーニヤは噴水の縁に花を置き、立ち上がった。今度は立ち上がったままの状態で体を後ろへ反らし、縁に手をつくと、くるりと舞まう。

　呼吸を整え、もう一度。

　ヘイダルは瞬またたくことも忘れ、噴水の縁を後ろ向きに回転していくサーニヤに見み惚とれていた。

　体つきだけ見れば頼たよりないのに、サーニヤの動きは統とう率そつがとれている。回転することで衣装の裾すそがめくれても気にする素そ振ぶりは見られない。あの衣装は踊おどりの練習をするときに着るものなのだろうか。華きや奢しやなサーニヤには厚手のアラブの長衣よりもよく似合っている。

　最後、その体は紫薇の小枝の前で止まる。きれいに一周したということだ。

「ほう」

　つい感かん嘆たんの息を洩らしてしまったが、サーニヤには聞こえなかったようだ。両手を払はらうと紫薇の小枝を拾い上げ、ぴょんと縁から飛び降りる。そのとき初めてヘイダルに気がついたらしい。目が合った途端、あからさまに息を吞のみ、なぜか紫薇の小枝を後ろへ隠かくす。

「見事な体だな」

　とてもやわらかでしなやかだった。そう続けようとしたヘイダルを遮さえぎり、サーニヤがしどろもどろになって言葉をたぐる。

「こ、これは違ちがうのです。そこに落ちていたのを拾っただけで手た折おったわけじゃないんです」

　どうやら紫薇の小枝のことを言っているらしい。あんなに美しい動きを見せておいて、気にするのはそこなのかと思うと、可笑おかしくなった。

「別に手折ろうが構わない。たくさん咲さいている」

「違います。拾ったんです、本当に」

「花のひとつやふたつ、気にすることはないという意味で言ったんだ。拾ったのならなおさらだ。それはお前のものにすればいい」

　ヘイダルが言うと、サーニヤは初めて頰ほおを綻ほころばせた。頭を下げた拍ひよう子しに、頭上でひとつに結ばれた髪が、はしゃぎかけの犬の尻尾しつぽのように揺ゆれる。

「体をほぐしてたんです。最近夢を見ることが多くて。疲れてるほうがぐっすり眠ねむれるかなと思って」

「夢？　どんな？」

　サーニヤは首を捻ひねりながら、斜ななめ上の宙を見つめる。

「おばけが出る夢、かなぁ」

　独り言のような呟つぶやきだ。単に思考を辿たどっていただけなのかもしれない。それでも記き憶おくを失なくす前のサーニヤらしい言葉づかいを聞くことができて嬉うれしくなった。

「そいつは怖こわいな。大変だ」

　ヘイダルが笑うと、サーニヤも、ふふふと笑う。

「今夜はお月様がきれいですね。ヘイダル様はお散歩ですか？」

「ああ。付き合ってくれるか？」

　笑っているサーニヤを見たせいかもしれない。自然とそんな言葉が口をついて出た。サーニヤは「はい」と微笑ほほえむと、ヘイダルの隣となりに添そう。

「明日からヘイダル様もお側そば仕えの皆みな様さまもお休みですね。ゆっくりなさってください」

「二日ほどだけどな。お前もゆっくり過ごせばいい」

　どこに向かうのでもなく、ただ石畳を道なりに歩く。

　こんなふうにサーニヤと会話を交かわすのは久しぶりだ。サーニヤは毎朝ヘイダルの部屋に水を届けにくるが、「ヘイダル様、おはようございます」「ああ、おはよう」程度の会話がせいぜいだ。資金援助について懸け念ねん事じ項こうが山積みだったせいもあるし、サーニヤを怖がらせたくなくてふたりきりになるのを避さけていたせいもある。

　記憶を失くしてから、五日間。サーニヤはサーニヤで心を整えることをしてきたのかもしれない。連れ帰るときに見せた強張った表情はどこにもなく、頰も目め許もとも穏おだやかだ。

「僕、この花を見ていると、なぜかどきどきするんです」

　ふいにサーニヤが紫薇の花はな房ぶさを揺らしてみせた。

「記憶を失くす前、僕はこの庭にいたそうです。多分紫薇の花を見ていたか、こんなふうに触さわっていたんだと思います。家に帰り着いたとき、手のひらに花びらが張りついてたから。僕はどんなことを考えながらこの花を見てたんだろうってずっと気になってて……だけど全然思い出せなくて」

　ヘイダルはあの前夜、媚び薬やくに侵おかされたサーニヤの体に触れている。翌朝のサーニヤが考えることといったら、きっとそのことだろう。自分ではどうしようもない昂たかぶりを持て余し、サーニヤはずっと恥はずかしがっていた。

　いくら本当のこととはいえ、そんなことは言えない。

　かわりに、

「あの日の朝、俺はお前を夕食に誘さそったんだ。おおかたそのことでも考えていたんだろう」

　と、もうひとつの本当を口にする。

「えっ、ヘイダル様が誘ってくださったんですか？　僕を？」

「いけないか？　ふたりきりで話がしたかったんだ」

　ヘイダルの思おも惑わくはともかく、サーニヤは単にそれを受けただけだ。いや、受けたつもりはなかったかもしれない。「はい」という返事は聞けなかったし、サーニヤはベッドの上であきらかに戸と惑まどっていた。

　それでも今夜のサーニヤは、

「それはどきどきしますね。想像するだけで緊きん張ちようします……」

　と、紫薇の花に鼻先を埋うずめてみせる。

　もしかして匂においを嗅かいでいるのではなく、ともすれば緩ゆるんでしまう口許を隠そうとしているのだろうか。花びらにまぎれて覗のぞく小さな唇くちびるは、はにかみをこらえるかのようにきゅっと合わさったり、綻んだりを繰くり返している。

　その唇がふと上向きになり、訊きいた。

「ヘイダル様はその……恋こい人びとのような方はいらっしゃいますか？」

「恋人？　いない。なぜ」

「でしたらご婚こん約やくされている女性の方は？」

　問おうとする真意が分からなかったが、いないものはいないので「いない」と答える。

　三十を越こえた男としては自じ慢まんにもならないことだろうに、サーニヤは「すみません、おかしなことをお尋たずねしてしまって」と謝りつつも、小さな糸切り歯を花びらのなかにまぎらせている。

　花色の残像だろうか。サーニヤの頰までマゼンダ色に染まっているように見える。

「もしかして僕はそういうことを考えてたのかなと思ったんです。記憶を失くした日の朝に」

「思い出したのか？」

「いえ。だけど記憶の手て触ざわりみたいなものがあって。ああ、僕はこういうことを前にも考えたことがあるなぁって感覚だけがふと蘇よみがえることがあるんです。デジャブみたいな感じでしょうか。すみません、うまくお伝えすることができなくて」

　ということは、最初の夜のように怖がらせてしまったら、サーニヤのなかでマイナスの感覚が蘇ってしまうかもしれない。ヘイダルは人知れず長衣の胸──刺青いれずみを押さえつけた。

　だが今夜のところは心配ないようだ。サーニヤは右に左にと首を傾かしげながら、機き嫌げんよさそうに石いし畳だたみを歩いている。リズムを取るように紫薇の小枝をくるくるとまわしながら。

　可愛かわいらしいな。もう何度も思ってきたことを、あらためて思う。

　ついつい視線をやってしまうヘイダルに気がついたらしい。サーニヤは足を止め、「どうかされましたか？」とヘイダルを見上げてきた。

　ぱち、ぱち、と瞬く黒い眸ひとみが、じっとヘイダルを見つめている。月明かりに濡ぬれ光る眸は、凪ないだ湖面のようだ。睫まつ毛げがとても長い。

　こういう眸をヘイダルは知っている。

「お前はガゼルのようだな」

　これもサーニヤを見るたび、思ってきたことだ。「ガゼルですか？」と訊き返され、心のなかで呟いたつもりが声になっていたことを知る。

「ああ、いや、眸がな。ガゼルはお前みたいにつぶらな眸をしているんだ。子どものガゼルは特に」

「へえ。僕は見たことないです。サッタールにいるんですか？」

「いや、サッタールにはいない。幼い頃ころ、父と他国に滞たい在ざいした際に目にする機会があったんだ。その日、運が悪いことにガゼルの保護区を囲う柵さくの一部が破損していて──」

　ヘイダルはそこまで言うと、口をつぐんだ。

　この話題は月夜の散歩には適していない。だがサーニヤは「それで？」と先を促うながしてくる。「いや……」とヘイダルが曖あい昧まいにごまかしても小首を傾げるだけで、ガゼルと同じ眸で見上げてくるのをやめない。

　仕方なくヘイダルは息を吐はき、言った。

「俺が可愛いと思っていた子どものガゼルが、侵しん入にゆうしてきたジャッカルに食い殺されたんだ」

　サーニヤが息を吞のみ、眸を揺らす。

　当時、アサドは外がい相しようで、ヘイダルは十歳くらいだったと思う。アサドが仕事に幼い子を同どう伴はんするとは思えないので、きっと休日だったのだろう。父とその側近たちとともにサバンナ内にあるガゼルの保護区を、四よん駆くに乗って見学している最中に起こった出来事だった。

　牙きばを剝むき出しにして飛びかかるジャッカルの姿をヘイダルは忘れられない。

　体を硬こう直ちよくさせ、動けないでいるガゼルの子の姿も。

「あの日から強くなれと言われるたびに、俺の脳のう裏りに浮うかぶのはジャッカルではなく、ガゼルだった。お前は知らないだろうが、俺は黒くろ獅じ子しの名を持つ部族の出だ。強くなければいけない。それこそあの日のジャッカルのように。だけどシークになったいまでも、俺はガゼルのことを思うんだ」

　二十年以上も心の奥底に隠かくしていた感情だ。いままで誰だれにも話したことがないというのに、休きゆう暇か前で口も気持ちも緩んでいたのかもしれない。ヘイダルは自じ嘲ちようするように口角をつると、石製のベンチに腰こしを下ろした。

「つまらない話を聞かせたな。忘れてくれ」

　無む性しように煙草たばこが吸いたくなり、懐ふところを探さぐったが、ふらりと庭へ出たせいで持っていなかった。

「座るか？」

　真横をさしてみたものの、サーニヤは首を振ふる。そのかわり、ヘイダルの真ん前にやってきて、石畳の上に膝ひざを折りたたんで座った。

「聞かせてくださってありがとうございます。ヘイダル様はとてもお優やさしい方なんですね」

「どこが。お前は俺を知らないからそう思うだけだ」

「だけどヘイダル様は僕をお世話係にしてくださったじゃないですか。外相様のお世話をさせてもらえる踊おどり子なんて聞いたことがありません。僕はとても幸せです」

　耳を疑った。眉まゆをひそめ、たまらず訊く。

「幸せ……お前は幸せなのか？」

　サーニヤは「はい」とうなずき、月明かりの下でも分かるほど、頰ほおを赤くする。

　じんわりと温かい、言いようのない感情が胸に押し寄せてきたが、ヘイダルは自らそれをはねのけた。

　サーニヤが幸せなどと言えるのは、何も覚えていないからだ。

　初めて会った日の夜、ヘイダルはサーニヤを食い殺している。

　強くなるのであれば、か弱き者を守れる強さがほしい。──目の前で襲おそわれるガゼルを見たとき、幼かったヘイダルは確かにそう願ったというのに、あの夜のヘイダルは、容よう赦しやなくガゼルに飛びかかるジャッカルのように、サーニヤに食くらいついたのだ。後こう悔かいはいまもなおヘイダルを苛さいなみ続けている。

　だがガゼルのことは話せても、あの夜のことは話せない。

「お前が幸せだというのなら……それでいい」

　会話を終しまいにするつもりで括くくると、サーニヤはずっと大事に持っていた紫し薇びの花をヘイダルに差し出してきた。

「ヘイダル様の記き憶おくのなかのガゼルに」

　鮮あざやかな花色の向こう、穢けがれのない眸がヘイダルを見つめている。

　ヘイダルが受け取らないでいると、サーニヤは膝立ちになり、ヘイダルの長衣のボタンとボタンの間に紫薇を挿さす。そして胸むな元もとと花はな房ぶさを整えると、満足そうに微笑ほほえみ、立ち上がった。

「ねえ、ヘイダル様。この花は何でしょうね。夜なのに咲さいてる。……あ、いい匂い」

　問いかけなのか、独り言なのか。サーニヤは日よけ棚だなから垂れ込めた蔓つる草くさを指に絡からめ、いくつも咲いている白い花々を見上げている。

　ヘイダルはあらためて自分の胸を見おろした。

　胸の真ん中に弔とむらいの花が咲いている。

　ガゼルは生き返らない。ガゼルを救えなかったヘイダルも変わらない。それなのに記憶が尖とがりを失なくしていき、一枚の風景のようになる。ひとりで抱かかえてきた思い出に、サーニヤが優しさを添そえたのだ。

　ヘイダルは花を抜ぬき取ると、そっと唇を押し当てた。そして立ち上がる。

「サーニヤ」

　呼びかけると、サーニヤは微び笑しようを浮かべたままの顔で振り向いた。紫薇を手にしているヘイダルを見て一いつ瞬しゆん不思議そうな顔をしたものの、穏おだやかな表情は変わらない。

　ヘイダルはサーニヤに歩み寄ると、その横よこ髪がみに紫薇の花を挿してやった。

「花は俺じゃない、お前のほうがよく似合う」

　先ほどサーニヤがしたように花房を整えたあと、「とてもきれいだ」とうなずく。

　サーニヤは丸くした眸で瞬またたくと、ぽうと頰を赤くした。おずおずといったふうにこめかみに手をやり、花に触ふれている。そこに紫薇があるというのが実感できたのか、何度か触れたあと、うっとりと眼まな差ざしをやわらかくした。

「嬉うれしい。ありがとうございます。ヘイダル様」

　傾げられた小首。淡あわい色の唇が、はにかみを刻んでいる。

　記憶を失くしたサーニヤを迎むかえにいったときは、こんなサーニヤを見ることができるとは思っていなかった。いつかのバザールでぶつかったときよりもぐっと深く、サーニヤばかりが心に入り込んでくる。

　いまこの一瞬を胸に閉じ込めておきたい。

　欲よく望ぼうと呼ぶにはどこか切なげな、堰せきを切って溢あふれた感情のまま、目の前の細い体を引き寄せる。

「……ヘイダルさ、ま……？」

　首の細さも、手のひらに収まる肩かたの骨の小ささも、初めて抱だいたときに知っている。だから今度は怯おびえさせてしまわないようそっと抱く。それでもいまこの腕うでにサーニヤがいるのだと思うとたまらなくなり、胸と胸が触れたあとはかき抱いだくように首筋に顔を埋うずめてしまった。

「あ、あの……」

　戸と惑まどうように上がった声など抑おさえにもならない。サーニヤの体温、長衣を通して伝わる鼓こ動どう、ほんのりと汗あせばんでいる首筋の匂においが、ひたすらに隠していた想おもいを言葉にさせる。

「俺はずっと、お前を愛いとおしいと思っていた」

　瞬しゆん間かん、サーニヤはヘイダルの胸のなかで固まった。

　伝わる鼓動は一気に速さを増す。ヘイダルの胸も同じくらい、いやきっとそれ以上に早はや鐘がねを打っている。それを教えるつもりで背を抱く手に力を込める。

「お前は俺をどう思っている。肌はだの色が違ちがう男は怖こわいか。この手も心もお前を傷つけることはしない、ぜったいにだ。俺は神を信じていないから神には誓ちかわない。俺と俺の名に誓う」

　応こたえは求めていなかった。むしろうわ言のようなものだったかもしれない。ただただ狂くるおしく、胸の水面みなもを波立たす想いがヘイダルを突つき動かす。

「なぁ、サーニヤ」

　呼びかけ、下した顎あごを持ち上げる。

　黒い眸は戸惑いと驚おどろきに揺ゆれている。ガゼルよりも小さくか弱い、鳥の雛ひなのようだった。

「俺はお前が好きだ」

　背を折り、口づける。

　サーニヤがまた体を硬かたくしたが、ヘイダルの胸を押し返すような仕草は見せない。

　──怯えていないのか？

　いや、本当は怯えているのかもしれない。主あるじと世話係では立場に差がありすぎる。それでもサーニヤが大人しく腕のなかにいるという現実が、ヘイダルを助長させた。

　もう一度、唇くちびるを合わせる。今度はサーニヤが抗あらがえるよう、ほんの少し抱く力を弱くした。

「……ん……」

　吐と息いきと重なり、洩もれた声。かすかに唇が震ふるえている。

　サーニヤは暴れることもヘイダルを突き飛ばすこともしなかった。それどころか目の縁ふちを紫薇と同じ色に染め、ヘイダルの長衣の胸の辺りをぎゅっと握にぎってくる。　>>>♥

　なぜ。訊ききたくて唇を離はなす。

　ヘイダルが問う前にサーニヤが言った。

「ぼ、僕も……ヘイダル様をお慕したいしております……」

　羞しゆう恥ちなのか熱情なのか、潤うるんだ眸ひとみがヘイダルを見上げている。

　心臓がせり上がってくるような感覚に思わず息をつめる。だが慕うという言葉がどこまでをさしたものなのか分からず、目の前の眸を食い入るように見る。

「ヘイダル様のことが好きです」

　二度目はとても分かりやすい、サーニヤらしい言葉だった。

「最初はその、怖かったんです。あ、最初というのは家からここに連れてこられた日のことです。だけどヘイダル様は僕に無体なことをされなかったから……ああ、いえ、そんなことをする方だと思っていたわけではなくて……やっぱりその、踊り子が外がい相しよう様のお世話係に選ばれるというのはありえないことだと思いますから」

　拙つたない言葉で心の内を説明するサーニヤを、ヘイダルは信じられない思いで見つめていた。

　サーニヤはますます目め許もとを染め、恥はずかしそうにうつむいたり、わずかに顔を上げたりを繰くり返している。

「だけどヘイダル様と過ごしてるうちにどきどきすることが増えてきて、もしかして僕は記憶を失くす前もヘイダル様にこういう気持ちを抱いていたんじゃないかなって思って……。きっと僕は前からヘイダル様のことが好きだったんだと思います」

　最後、その顔はヘイダルをまっすぐ見て微笑む。

　裏腹にヘイダルは目許を歪ゆがませ、わずかに視線を逸そらしていた。

　サーニヤがこんな感情を抱くのは、何も覚えていないからだ。娼しよう夫ふとして扱あつかわれた夜を覚えていれば、今夜と同じ想いに辿たどり着くことはなかっただろう。

　だが世話係として雇やとい入れてからは、力任せに触れるようなことはしていない。

　始まりはそこからだと思っていいのか──。

「ヘイダル様……？」

　言葉を失くしたヘイダルを、不安そうにサーニヤが窺うかがってくる。

「いや、すまない。驚きすぎた」

　おざなりな微笑を浮うかべたのをきっかけに、逡しゆん巡じゆんが吞のみ込まれていく。

　好きですと告げられたのだ。サーニヤに「好きです」と。

　言葉として伝えられた想いが驟しゆう雨うのようになって胸に降りそそぐ。とても抗えない、あまやかな雨だ。過去へのこだわりが押し流されていき、隠かくしていた想いばかりが水かさを増していく。

「そうか。お前は俺が好きか」

　ヘイダルは思わずサーニヤを抱き上げた。

「……ゎあっ」

　いきなりだったのでサーニヤがぐらんと体を揺らしたが、もちろん落とすようなへまはしない。しっかりその腰こしに腕を絡ませ、真下から視線をそそぐ。

「び、びっくりするじゃないですか」

　責めるようなことを言いながらも大人しく抱き上げられたままのサーニヤが、ヘイダルの心を決めさせた。始まりは今日からだ。互たがいに同じ想いを告げ合った、いま。それよりも前のことは心の奥底にきつく捻ねじ込む。

「俺のものになれ、サーニヤ。誰だれよりも大切にする。本当だ」

　今度は目を逸らすことはせず、まっすぐにサーニヤを見つめて告げる。

　サーニヤはカァと頰ほおを赤らめると、こくんと唾つばを飲み、「……は、い……」とうなずく。今夜庭へ出るまでは思ってもいなかった返事に嬉しくなり、たまらずその下顎に唇を寄せた。

「サッタールに来るか？……いや、返事は聞かない。俺はお前を連れて帰る」

「えっ、僕、アラビア語も分からないのに……」

「そんなものは暮らしているうちに覚えられる。たとえ覚えられなかったとしても、俺がヒンディー語を使えるから問題ない」

「で、でも……」

　まだ何か言いたそうなサーニヤのうなじを引き寄せ、二度目の唇を寄せる。

「お前が困らないようちゃんと考えておく。俺はイムラーンに滞たい在ざいしている間だけ、お前を恋こい人びとにしようと思ったわけではない。その程度の気持ちなら、こんなふうに言葉にはしない」

　戸惑いをあからさまにした表情は三度目の口づけで消えた。サーニヤはきゅっと上下の唇を巻き込むと、おずおずとヘイダルの肩かた口ぐちに顔を埋めてくる。

「嬉しい……」

　ヘイダルのほうが嬉しくなるような声と、うふふと笑う吐息が長衣越ごしに触れた。

　隙すき間まなく伝わる温ぬくもり。肩にかかる重みが心地ここち好よい。

　ヘイダルは先ほど座っていたベンチに腰をかけた。サーニヤを横よこ抱だきにして膝ひざに乗せ、唇を吸う。今夜はとても手放せそうにない。想いのまま、形のいい唇から首筋、鎖さ骨こつへと順に口づけていく。

　いつの間にかヘイダルの手はサーニヤの胸をまさぐっていた。

　初めて抗われたのはそのときだ。

「あ、あのっ……」

　サーニヤが焦あせった様子でヘイダルの右手を握る。

「こういうことはその……困ります」

「なぜ」

「だ、だってここはお庭じゃないですか」

「そうだ、庭だ。見てみろ、お前に似合いの花がたくさん咲さいている」

「そういうことではなくて……お側そば仕えの方が来られるかもしれません。それに守衛の方たちだってきっとあの茂しげみを抜ぬけた先に……」

「心配するな。お前は小さいから俺の腕うでのなかに隠れられる」

「ヘイダル様っ……」

　咎とがめるように名を呼んだ唇を唇で塞ふさぐ。

「サーニヤ。いまここでお前を放すと思うか？　ずっとお前を欲しいと思っていた俺が」

「ですが」

「許せ。お前をベッドに運ぶ時間が惜おしい。ベッドに降ろした瞬間、お前が記き憶おくを失なくしてしまったら俺はどうすればいいんだ」

　苦痛を言葉にすると、サーニヤははっと目を見開いた。

　想いが重なったこの瞬間を逃のがしたくない。好きですと打ち明けたサーニヤが、いまなら確かに腕のなかにいる。

「サーニヤ。いま、俺のものになれ。あとではいけない」

「ヘイダル様……」

　ためらいがちに預けられた頭を撫なでてやりながら、もう片方の手を再び胸へと這はわす。

　触ふれて初めて分かる、今夜の衣い装しようは絹だった。どうりでサーニヤの美しさを際きわ立だたせるはずだ。金にも銀にも見える光こう沢たくを放っていて、そこから伸のびる乳白色の手足をさらになめらかに見せている。

　絹に包まれた胸には小さな尖とがりが二つ。誘さそうように芯しんを持っているそれにヘイダルは吸いついた。

「……あ、っ……」

　伸びを打った体を片かた腕うでで支え、絹ごと甘く歯を立てる。直接触れられないじれったさが執しつ拗ような愛あい撫ぶへとすり替かわり、それを受けた花芽が見る間に硬こう起きを強くしていく。唇を離したときには絹地はすっかり濡ぬれていて、そこから透すける花芽は、大おお粒つぶのルビーのように艶なまめかしくサーニヤの胸を飾かざっていた。

「見てみろ。お前は花だけじゃない、宝石も似合いそうだ」

「そ、そんなこと……」

　サーニヤが恥ずかしそうに胸の絹地をかき寄せている隙すきに、今度は衣装の裾すそから手を入れる。

「ちょっ、ヘイダル様……っ」

「大きな声を出すんじゃない。本当に人が来てしまうだろうが」

　わざとたしなめると、サーニヤは慌あわてて口を閉じ、きょろきょろと辺りを窺う素そ振ぶりを見せる。だがヘイダルの膝から飛び降り、部屋へ逃にげ帰ろうという発想はないらしい。

「ほら、小さくなって隠れていろ」

　抱だき寄せると、サーニヤは背を丸めてヘイダルにしがみついてくる。

　つい口許が緩ゆるんだ。「いい子だ」と髪かみを撫でてやりながら、裾からの侵しん入にゆうを深くする。

「う、んっ……」

　耳みみ朶たぶまで赤く染め、洩もれそうな声を必死に押し殺しているのが可愛かわいらしい。こんなふうに耐たえられると、なおさら声が聞きたくなるというものだ。

　ヘイダルは辿り着いた下か肢しの真ん中、幼いたい気けなサーニヤの雄おすを揉もみしだく。

　そのとき、媚び薬やくに侵おかされた夜と下した穿ばきが違ちがうのに気がついた。手て触ざわりはいいものの、ずいぶん小さい。後ろをまさぐると、尻しり肉にくのほとんどが剝むき出しになっている。

　気になり、裾をめくる。

「ひゃあっ」

　サーニヤが焦った様子で裾を押さえにかかったが、その手も払はらいのける。

　ヘイダルの目に飛び込んできたのは、辛かろうじて性器を覆おおうだけの小さな下穿きだった。

　驚おどろいてサーニヤの片足を持ち上げると、後ろの部分は紐ひもになっていた。それも珠たま飾かざりが連なった美しい紐で、下穿きというより装そう飾しよく品のようだ。そんなものが尻肉の狭はざ間まから無毛の会え陰いん近くまで食い込んでいるさまは淫いん靡びでしかない。

「お前、どうしてこんな大だい胆たんなものを穿はいている」

「こ、これは踊おどるときに穿くものなのです……。普ふ段だんのままの下穿きですと、衣装の裾がめくれたときに、踊りが台なしになってしまいますから。神の子は皆みな、踊るときはこういう下穿きをつけています……」

　ということは、力任せに抱いた夜もこんなものを穿いていたのか。

　あのときは脱ぬがすことに気が急せきすぎていて、下穿きなど気にもしていなかった。

「なるほど。下穿きも衣装ということか。惚ほれた相手が踊り子というのも悩なやましいものだな」

　とはいえ、ここは舞ぶ台たいではない。

　ヘイダルは初めて見るサーニヤの大胆な下穿きに手を伸ばした。

「あっあ……お許しを……」

　サーニヤが抗あらがおうとしてきたので、わざと抱き支える手を緩める。ヘイダルの膝からずり落ちそうになったサーニヤは、驚いた様子でヘイダルにしがみついてきた。

「そうだ。両の手でしっかり俺にしがみついていないと、落ちてしまうぞ」

「……そ、そんな……」

　見れば見るほど、そそられる下穿きだ。わずかな膨ふくらみを指先でなぞってやると、内側の性器がゆっくりと肉から雄おす根ねへと形を変えていく。次し第だいに雁かりの括くびれも付け根の囊ふくろもあからさまになっていき、布越ごしに手を這わすだけでも内側にこもっている熱が伝わってきた。

　その熱と硬起を愉たのしみながら揉みしだいていると、まるで応こたえるように中心を覆っている布にじんわりと染しみが広がっていく。

「どうした。濡れているぞ」

「そ、それはヘイダル様が……」

「俺が何だ。お前の体がこぼしたものだろう」

　意地の悪いことを言いつつも、息が上うわ擦ずっていくのが自分でもよく分かる。サーニヤは真っ赤な顔で目を瞑つぶっていて、時折切なげに太ふと腿ももを擦こすり合わせている。

　ヘイダルはごくりと唾つばを飲むと、下穿きをずり下げた。

「ああっ」

　短い悲鳴とともに、上向きになった性器が躍おどり出る。

　いつ見てもサーニヤのそれは艶めかしい。茎くきは肌はだと違わない乳白色なのに、蜜みつ口ぐちの周りだけは欲よく情じよう色いろに染まっていて、滲にじんだ露つゆが月明かりの下で光を放っている。茎を引き伸のばすようにして扱しごくと、露は冠かんむりいっぱいに広がり、垂れていく。

　たまらず下穿きすべて、両の足から抜いた。

「ヘイダル様、これ以上はもう……恥はずかしい……」

「ここまでだと？　馬ば鹿かな。誰だれがこらえてやるものか」

　ヘイダルはサーニヤを抱かかえ直し、今度は太腿の上に跨またがらせた。

　これならサーニヤの可愛らしい顔がよく見える。眦まなじりを甘くしたヘイダルとは裏腹に、サーニヤは泣きそうに眉まゆ根ねを寄せ、隠かくれるようにヘイダルの首筋に顔を埋うずめてくる。

　ヘイダルは吐と息いきだけで笑い、抱きしめるふりでサーニヤの臀でん部ぶを撫でた。

「ひゃっ、あ」

　細い体が飛び上がったのをいいことに、今度は後ろから会陰に手を入れる。

「……ぃあ……ん」

　何度触れても飽あきない、なめらかな肌だ。無む駄だな肉はついていないのにやわらかく、吸いつくような肌理きめの細かさ。尻を浮うかせたまましがみつくサーニヤに唇くちびるを寄せながら、ヘイダルは自身の下か衣いの股また座ぐらを寛くつろげた。

　これ以上ないほど漲みなぎっている怒ど張ちようを取り出し、サーニヤの腰こしを落としてやる。

　怒張の先せん端たんと臀部が触れ合った瞬しゆん間かん、サーニヤは「ああっ」と悲鳴を上げ、またもや飛び上がった。

「おかしいな。俺のものになると了りよう承しようしたくせに、なぜ俺の上に座れない」

「だ、だって、いつの間に……ヘイダル様……」

「お前に触れて滾たぎらないやつなどいるものか」

　ヘイダルはサーニヤの腰をまずは半分落とし、漲りを双そう丘きゆうの狭間に擦こすりつけた。

　腰を動かし、先走ってどうしようもない欲よく汁じるをくまなく塗ぬりたくる。

「あ……ぁう、ふ……」

　サーニヤはあまやかな声を立て始めたが、いちいち触れてくる衣装の裾が邪じや魔まだ。「たくし上げておけ」と言うと、サーニヤはぶんぶんと首を振ふり、「できません……」と訴うつたえる。

「許した相手にはすべてさらすものだ。ちゃんと腰は支えておいてやる、ほら」

　束ねた裾を渡わたすと、サーニヤはぐすぐすと鼻を鳴らしながらもそれを受け取った。

　跨る足から下腹までが一気にあらわになり、眺ながめが格段によくなった。特に真ん中の、反り返っている果芯がいい。ヘイダルが先走りを会陰になすりつけるたびにわななき、か細く雫しずくを垂らすのだ。冠を染めていた薔ば薇ら色いろはもはや茎の付け根にまで及および、熟うれどきを知らせている。

「力を抜ぬいておけよ」

　ヘイダルはサーニヤの下した顎あごに口づけながら、抱えた腰をゆっくりと落としていった。

　サーニヤは「あっ、あっ」と声を上げ、隙を見つけては伸び上がろうとしてきたが、いまさら放せるわけがない。「大だい丈じよう夫ぶだ」となだめながら腰こし骨ぼねを抱く手に力を込め、まずは雁がん首くびを吞のみ込ませる。

「……んんっ、う」

　唇のようにやわらかな襞ひだだ。雄の侵入に驚きつつも、ヘイダルを包み、窄すぼまる。

　ねっとりとしゃぶられるような感覚にたまらず嘆たん息そくが洩れた。もっと奥まで食わせたい。滾った本能のまま、繫つながりを深くしていく。

「ヘイダルさ……ああ、許し……て」

　サーニヤはほとんどすすり泣いていたが、ヘイダルの目の前にそそり立った果か芯しんは先ほどよりも濃のう厚こうな蜜をこぼし始めている。埋めた茎を際まで引き抜き、また穿うがってやると、それはいっそうあからさまになった。

「はあっん」

　甲かん高だかい声がヘイダルの耳じ殻かくを撫なで、薔薇色の果芯が先走りの飛ひ沫まつを散らす。

「ああ、も……お許しを、ヘイダル様が……ヘイダル様が汚よごれてしまいます……」

「構わん。お前が垂らす情液で俺をもっと濡ぬらしてみろ」

　敏びん感かんすぎる体は初めて抱いたときに知っている。あのときと違うのは、サーニヤが嫌いやがっていないことだ。羞しゆう恥ちに肌を染めつつも、ヘイダルの首筋に額を擦りつけてくる。素す直なおなことに衣い装しようの裾すそも握にぎったままだ。

　もっと乱したい。ヘイダルは最さい奥おうを狙ねらって突つき上げた。

「あっあぁ、あっ」

　跳はね上がったところで抱く手を緩めると、細い体は自身の重みだけでヘイダルの漲りを咥くわえ、沈しずむ。繫がった部分は溶とけ落ちそうなほど熱くただれ、しきりに濡れ音を立てている。わずかに体を傾かたむけると、白い尻に吞み込まれていく怒張がよく見えた。サーニヤにも見せてやりたくなったが、この体勢では難しい。

　かわりに唇を奪うばい、熱情が絡からんだ口づけを教えてやる。

「なぁ、サーニヤ。俺の雄おすが何と言っているか分かるか？」

「……お、す……？」

「雄といったらここだろう」

　腰をまわしてやると、サーニヤが甲高い悲鳴を上げて背をしならせる。

「わ……わかりま、せんっ……」

「分からないのか？　こんなにも熱い鋼鉄のようになっているのに。お前のなかで放ちたいと言っているんだ」

「あ、あ……そんな……」

　サーニヤは自身ばかりが責められているように感じているのかもしれないが、ヘイダルのほうも十分にサーニヤに責められている。内襞はしっとりとヘイダルに絡みつき、けっして放そうとしないのだ。くねり、喘あえぐ媚び肉にくがヘイダルを搾しぼり取ろうとしている。

「サーニヤ。俺を受け止めろ」

　ヘイダルはサーニヤの左右の尻しりたぶを摑つかむと、腰を突き上げた。

「はっあ……あっ、ああっ……」

　突き上げるたび、サーニヤの髪かみを飾かざる紫し薇びの花が揺ゆれ、ヘイダルの視野を鮮あざやかなマゼンダに染めていく。情じよう欲よくに潤うるみきった眸ひとみや、唾だ液えきを纏まとわせた口角にも見み惚とれてしまう。もう少し優やさしく触ふれるつもりだったが、どうにも欲が治まらない。

　初めて──そう言っていいほど、深く繫がり合えたせいかもしれない。

「……ぁあ……ヘイダルさ……ま……」

　かすれた声を洩もらし、先に極きわめたのはサーニヤだった。

　めくれた蜜口をあらわにしている果芯を手のひらで慰なぐさめてやりながら、ヘイダルも高みへと向かう。サーニヤはもう体に力が入らないのか、揺さぶられるままだ。その体を片かた腕うでのなかに閉じ込め、最奥にそそぎ込む。

　奔ほん流りゆうの熱さが伝わったのだろう。最後に一声、サーニヤが「……ぁん……」と甘い喘ぎを放つ。

　月はまだ天頂だ。肌の表を撫でては通りすぎていく、風の温度も変わらない。

　ただ、夜の色合いだけが変わった。濃厚な花の香かおりを纏わせた、楽園の夜だ。腕うでのなかにサーニヤがいる。

　サーニヤが記き憶おくを失なくしていなければ、こんな夜を迎むかえることはできなかっただろう。束つかの間よぎった後ろめたさを振り払はらい、ヘイダルはサーニヤのこめかみに唇を寄せる。頰ほおにも首筋にも、想おもいをちりばめるように何度も。

「もう……ヘイダル様、くすぐったい」

　今夜からが真実だ。──あらためて自分に言い聞かせ、最後、はにかみを浮かべているサーニヤの唇に口づける。
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　まるで夢のようだ。

　同じようなことを前にも思った気がするけれど、思い出せない。サーニヤはぼうとのぼせた顔を車窓に向ける。

「見えるか？　あれが貿易センター。その向こうがシティセンター。右側の背の高い建物はすべてホテルだ」

　人差し指を車窓に向けたヘイダルがさりげなくサーニヤの肩かたを抱だく。それだけでどきどきしてしまい、こくこくと振り子人形のようにうなずく。

　本当は貿易センターもシティセンターもホテル群もよく分からなかった。いったい何をどんなふうに積み上げたらあんな形になるのだろう。ビルはどれも曲線を描えがいていて、暮れ始めの空を突き破るような勢いでそびえ立っている。

　ここはイムラーンではない。サッタール首長国の首都、ディアルだ。

　どうして車窓から中東の風景が広がっているのかよく分からない。いや、本当は分かっている。あまりにも忙せわしなさすぎて頭がついていっていないのだ。

　──俺はずっと、お前を愛いとおしいと思っていた。

　ヘイダルにそう告げられたのは昨夜のことだ。

　サーニヤのほうも意をけっして「好きです」と伝えると、とても言葉では言えないようなことが起こって心底驚おどろいた。「今夜は俺の部屋で過ごせ」とヘイダルに言われたが、ザイードや他ほかの世話係たちに知られてしまうのが恥はずかしかったので、なんとか自分の部屋に帰してもらった。

　ヘイダルの言葉をひとつずつ思い返しては、身み悶もだえしながら枕まくらを抱きしめ、ときどきうつらうつらしているうちに夜が明けて──。

　ああ、今日からどんな顔でヘイダル様にお会いすればいいんだろう。

　火ほ照てる頰を持て余しながらヘイダルの部屋に水を届けにいくと、ヘイダルは洗面所でひげを剃そっていて、「これからサッタールに行くぞ」と言ったのだ。

「そうなのですか？　お気をつけて」

　寂さびしいな。ふとよぎった気持ちを押し殺して世話係らしい言葉を口にすると、ヘイダルは泡あわだらけの顔をつと向けた。

「何をとぼけている。お前も行くんだ、サーニヤ」

「えっ……？」

「お前にサッタールの風景を見せてやる。休きゆう暇かは二日しかないから忙いそがしいぞ」

　にっと唇くちびるの端はしを持ち上げたヘイダルとは裏腹に、目を剝むいたのはザイードだった。

　たった二日の休暇だ。サッタールに帰る予定などなかったらしい。外がい相しよう専用の飛行機の手配、空港への連れん絡らく、護衛の配備──邸てい宅たく内は途と端たんに慌あわただしくなり、サーニヤもよく分からないまま荷造りをさせられ、昼過ぎには政府車両で空港に連れていかれた。

「俺が帰れば、側近たちもついでに帰れるじゃないか。ほんの二日間でも家族と過ごせるほうがいいに決まっている。これ以上ないほど有意義な休暇の使い方だ」

「ヘイダル様。そのようなお心配りが生きるのは、事前に通達してくださった場合のみです」

「仕方がないだろ。今日の明け方に決めたんだ」

　上じよう機き嫌げんのヘイダル。うんざり気味のザイード。ふたりの顔色をちらちらと窺うかがいながら、サーニヤは生まれて初めて飛行機に乗り、ヘイダルとザイード、そして他の側近たちとともにサッタールの地に降り立ったのだ。

　車はいま、左右にヤシの木が並ぶ通りを走っている。

　今夜泊とまるホテルに向かっているところだ。護衛の車に前と後ろをしっかり守られている。ザイードを含ふくむ側近たちとは空港で別れたので、同じ車にはヘイダルしか乗っていない。彼らもこの二日間は休暇を楽しむようだ。

「俺はこれからアサドに会う。その間ホテルの部屋でひとりになってしまうが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい」

「夕食はともにとろう。お前が気に入りそうな店をリザーブしてある」

　言いながらヘイダルの手が耳みみ朶たぶをくすぐってくる。サーニヤは困こん惑わく気味に微笑ほほえみ、うつむいた。

（どうしたらいいんだろう……）

　まだ頭のなかが整わない。

　辿たどり着いたホテル、これがまたサーニヤを驚かせた。

　吹ふき抜ぬけのずいぶん上のほうから巨きよ大だいなぶどう房ふさのようなシャンデリアがぶら下がっている。磨みがき抜かれたロビーはあまりにも広く、自分を含めて行き交かう人々が蟻ありのようにしか見えない。口を半開きにして辺りを見まわしていると、「行くぞ」とヘイダルに肩を抱かれ、ガラス張りのエレベーターに乗せられた。

　ぐんとシャンデリアが近くなる。クリスタルが放つ光を舐なめるようにしてエレベーターは上じよう昇しようしていく。

　部屋は最上階だった。大きなベッドがどんとふたつ並んでいて、ソファやテーブルもある。だけど調度品が気にならないほど、部屋自体が広い。サーニヤが暮らすバラック程度なら、きっと三つくらいは入ってしまうだろう。正面には足あし許もとから窓が広がっていて、空と遠くの砂さ漠ばくを映している。恐おそる恐る近寄り、覗のぞき込むと、つま先の向こうにビル群が見えた。

　ひっ、と息を吞のみ、後ずさりする。

　二歩も行かないところで背中がヘイダルの胸にぶつかった。

「怖こわいか？　急すぎてこの部屋しかとれなかったんだ。本当はもっとお前に似合うような、テラスのある邸宅風のホテルにしたかったんだが」

「……だっ、大丈夫です」

　振ふり向きながら無理やりに微笑んでみせると、「そうか？」とヘイダルも笑い、笑ったままの唇がサーニヤのこめかみに触れる。

「少しの間、ここで待っていろ。テーブルの上にあるものはすべてお前のものだ。アサドに会ったらすぐに戻もどる。ベッドに横になっていても構わない。むしろそうしておけ。こんなところで記憶がなくなってしまったら大事だからな」

「はい」

「大人しくしておけよ。すぐに戻る」

　ヘイダルは何度もそう言い、部屋を出ていった。

　遠ざかっていく靴くつ音おとが完全に聞こえなくなってから、ふうと長い息を吐はく。今日は朝から緊きん張ちようしっ放しでへとへとだ。広すぎる部屋をあらためて見まわしていたとき、ヘイダルの言葉を思い出し、テーブルに駆かけ寄る。

　大きな窓に気をとられていて全然気がつかなかった。テーブルの上には、優やさしい色の薔ば薇らが籠かごいっぱいに盛られていて、もうひとつの籠には色とりどりのお菓か子し。小さな螺ら鈿でんのアクセサリーボックスがあったので開けてみると、『サーニヤへ、愛を込めて』と、ヒンディー語で書かれたメッセージカードが真っ先に目に飛び込んできて面めん食くらった。右下に記されたヘイダルのサインを食い入るように見つめたあと、どきどきしながらカードを取り除く。

　もし指輪が入っていたら──。

　予想を裏切り、アクセサリークッションに鎮ちん座ざしていたのは耳みみ栓せんだった。

「……なんだ」

　先走りすぎていた自分が恥ずかしい。サーニヤは誰だれもいない部屋でくすっと笑った。

　指輪だったら受け取れないところだった。さっそく両方の耳につけ、「あー」と声を出してみる。くぐもって聞こえる自分の声がおもしろくて「あー、あー」と繰くり返す。だけど次し第だいに声が滲にじんできて、やがて涙なみだになった。　>>>♥

　ヘイダルが選んだのはサーニヤを飾かざるものではなく、守るものだ。

　俺はずっと、お前を愛おしいと思っていた。──あの言葉は本当なのだろう。昨夜よりも今日、それを強く感じる。

　まさかいきなりサッタールに連れてこられるとは思ってもいなかった。だからこそ、簡単に受け入れてはいけない気がする。

　昨夜はあまりにも驚いて、そして嬉うれしくて。「好きです」と言ってしまった。

　噓うそはついていない。少し前からヘイダルのことばかり気になるようになったのは本当だ。

　いきなり世話係として邸宅に連れていかれたときは、てっきり夜のお世話をさせられるのかと勘かん違ちがいし、怖くてたまらなかった。だけどそんなことはまったくなくて、本当にただのお世話係だったんだ……と実感する頃ころには、ヘイダルを目で追うことが増えていた。

　ヘイダルはいつも堂々としていて存在感がある。側近たちの態度を見ていると、誰もがヘイダルを敬愛しているのがよく分かる。たとえ王族の生まれでなかったとしても、ヘイダルならきっとたくさんの部下を指導するような地位に立っていただろう。

　恋こい人びとはいるのかな。僕をもらってくれないかな。そんな馬ば鹿かなこともしょっちゅう考えていたと思う。そのたびにほんのりと温かい、懐なつかしい感情が胸に満ちてきて、記き憶おくを失なくす前もヘイダルに惹ひかれていたことを確信したのだ。

　だけどそれは手遊びするように描いた片かた想おもいで、叶かなえたいものではなかった。

　ヘイダルがイムラーンでの仕事を終えてしまっても、サーニヤはサッタールへは行けない。

　踊おどり子が一国の外相の恋人になれるとは思えないし、杖つえなしでは歩けない兄をひとりにすることもできない。それをどんな言葉でヘイダルに伝えればいいのか分からない。

　サーニヤは耳栓を小箱にしまうと、メッセージカードを手に取った。

　愛を込めて。手書きの文字を何度も目でなぞる。カードをしたためるときによく使われる文句だ。きっと挨あい拶さつのようなもの、そう思おうにも筆圧の強い文字からヘイダルの想いが滲んでいるような気がして、また涙ぐんでしまう。

「あー、だめだめ」

　サーニヤはひとりで首を振ると、わざと鼻歌をうたいながら菓子籠を漁あさった。

　ヘイダルから見るサーニヤは、きっとまだまだ子どもなのだろう。包み紙からして可愛かわいらしいお菓子ばかりで、こういうものを照れもせず選んでくれるヘイダルのことがまたひとつ好きになる。サーニヤはドライフルーツで飾られたチョコレートを頰ほお張ばってから、ベッドの縁ふちに頭を預けた。

（ヘイダル様になんてお伝えしたらいいだろう……）

　不安から逃にげるように口のなかでチョコレートを転がしているうちに、どうやら眠ねむってしまったらしい。ふいに抱だき上げられ、サーニヤはまぶたを持ち上げた。

「どうしてこんなところで寝ねている。俺はベッドを使えと言わなかったか？」

「ヘイダル様……」

　いつの間に戻ってきていたのか。

　ベッドでないところで寝ていたこと、帰ってきたことに気づかなかったこと、両方を謝るつもりで口を開きかけたとき、唇くちびるの端はしをぺろりと舐められた。

「ぅわ……」

「甘ったるい匂においがする。チョコレートを食ったな」

　匂いを嗅かがれたことが恥はずかしくて、上下の唇をきゅっと内側に巻き込む。それでもヘイダルは唇を寄せてきて、サーニヤの体をベッドに降ろしたあとも離はなれない。

「さっき俺の名を呼んだだろう。ということは変わりないな？」

「あ、はい。大丈夫です。お花とお菓子をありがとうございました。それから耳栓も」

　言いながらメッセージカードを手にしたままだということに気がついた。

　ヘイダルは目ざとくそれを見つけ、なぜか鼻筋に皺しわを寄せる。

「言っておくが、そういうカードを書いたのは生まれて初めてだからな。慣れていると思うなよ」

「そ、そうなのですね……」

　どうしよう、それならなおさら受け取れない。心に落ちた影かげを隠かくし、「ありがとうございます」と微笑むと、ヘイダルは気をよくしたらしい。今度はにっと口の端を持ち上げる。

「指輪だと思っただろう」

「……え？」

「耳栓を入れていたあの箱だ。本当は指輪と耳栓の両方を贈おくるつもりだったんだが、さすがに昨日の今日じゃ指輪は無理だ。よく考えれば俺はお前の指のサイズも知らない。指輪はまた次の機会に贈る。今回は耳栓だけでこらえろ」

　ということは、あの螺鈿の小箱にはカードと耳栓だけでなく指輪も入る予定だったのか。

　ヘイダルの心を知り、ますます途と方ほうに暮れる。

「そんな……十分です。大切に使わせていただきます」

「いつも持っておけよ。贈り物としてはどうかと思うが、あれはお前の記憶を守るものだ」

　ヘイダルは微び笑しようを浮うかべた顔で言うと、サーニヤの長衣のボタンに手を触ふれる。

　糸くずを払はらうような、ごく自然な仕草だったのでついそのままにしてしまった。どうやら長衣を脱ぬがそうとしているらしいことに気がつき、慌あわてて自分の胸むな元もとを押さえる。

「あの、ヘイダル様。このあとはお食事のご予定だったのでは？」

「腹が減ったのか？」

「いえ、僕はあまり……」

「だったら急せかすな。リザーブしている時間にはまだ早い。少しゆっくりしてから行こう」

　胸を押さえる手をやんわり払われてしまい、ますます焦あせる。

　ヘイダルにかなわないことは昨夜のことで知っている。片かた腕うでだけでサーニヤを抱き上げることができるのだ。「あの、ちょ……」と口ごもりながら、制止するためにその手を握にぎる。

「ヘイダル様、こういうことは困ります」

「なぜ。ここは庭じゃないぞ」

　どんな言葉でヘイダルに気持ちを伝えるかまだ決めていない。だけど昨夜のようにヘイダルのペースに巻き込まれてしまったら、きっと何も言えなくなってしまうだろう。

「僕はその、踊り子ですので、ヘイダル様のお側そばにはいられません」

　サーニヤは大きく息を吸うと、一気に言った。

「昨夜は嬉しくて、思わず好きと言ってしまいました。それは本当の気持ちです。だけどヘイダル様と一いつ緒しよにいられるのは、ヘイダル様がイムラーンに滞たい在ざいされている間だけです。僕はサッタールには行けません」

　言い切った途と端たん、時間が止まったような気がした。

　ゆっくりと長衣の胸からヘイダルの手が離れていく。身じろぎする姿と、わずかに軋きしんだスプリング。ヘイダルは険のこもった眼まな差ざしでサーニヤを見つめている。

「なぜ踊り子だと俺の側にいられない。お前は神の子として誇ほこりを持って踊ってきたんだろう。俺は宮きゆう殿でんホテルで踊っているお前を見て惚ほれたんだ。お前は誰よりも美しかった。たった一夜で俺を虜とりこにしておきながら、踊り子だから側にいられないという言い方はするな」

「ヘイダル様……」

　記憶をときどき失くしていても分かる。こんなにも猛たけ々だけしい想いを向けてくれた人は、過去にひとりもいない。

　だけど応こたえられない。サーニヤは自身の手をぎゅっと握りしめる。

「僕には兄がいるんです。ヘイダル様もご存じでしょう？　兄のユアンは足を怪け我がしていて働けないんです。父も母も亡なくなっていますし、兄を置いてサッタールには行けません。僕は兄のためにも踊らなければいけないんです」

「それは金が必要ということか？」

　間かん髪はついれず返されてしまい、息を吞のんだ。

　働けない兄がいるからイムラーンを離れられない──それはすなわち、お金さえあればどこへでも行けるという意味になってしまう。たったいまヘイダルに捧ささげられた想いを値ね踏ぶみするようなものだ。

「も、申し訳ございません、僕はただ自分の事情をお伝えしたかっただけで……」

　もっとよく考えて言葉にすればよかった。

　うつむき、握りしめた手をなおも硬かたくしていると、ふいにヘイダルが肩かたに触れてきた。

「サーニヤ。神の子は身み請うけされる者も多いと聞いた。それは本当か？」

「あ、はい……。皆みなが皆ではありませんけど、愛あい妾しようになる神の子もいます」

　これも単に事実を伝えただけのつもりだったのだが、ヘイダルの反応は違ちがった。

　サーニヤを引き寄せると、腕うでのなかに閉じ込める。

「だったら俺がお前を身請けしよう。そうすれば俺のもとへ来られるんだな？」

「……えっ……」

　まさか身請けしようという言葉がヘイダルの口から飛び出すとは思っていなかった。

　嬉しいけれど、喜べない。兄は杖なしでは生活できないのだ。

「ですがヘイダル様、僕がサッタールに行ってしまったら、兄の世話をする人がおりません」

「そんなものはどうにでもなるだろうが。世話係をつけてやってもいいし、あの足を治せる病院を探してやってもいい。ついでに家も一いつ軒けん買ってやろう。あんなに手て狭ぜまでは、世話係が働きにくいだろうからな。もちろん身請け金とは別だ」

　あまりにもさらりと言われたので、噓うそでしょう？　と思わず言いそうになった。

　何度瞬またたいても変わらない。とても冗じよう談だんを言っているようには見えない、真しん摯しな双そう眸ぼうが目の前にある。

「ほ、本当にいいのですか？　兄のためにそこまで……」

「ユアンのためじゃない、お前のためだ。俺にできることなら何だってしてやる」

　サーニヤは呆ぼう然ぜんとヘイダルを見つめていた。

　いま、とてもすごいことを言われたような気がする。いまだけではない、その前も。

　カードにしたためられていた文句が蘇よみがえり、「あ……」「は……」と喘あえぐように息が洩もれる。

「本当に……？　ヘイダル様、本当に僕をもらってくださるの？」

「なぜ噓をつく必要がある。俺はお前しか欲しくない。不安があるならすべて取り除いてやりたいだけだ」

　信じられない。ただの小さな片かた想おもいが本当に実を結んでしまった。

　思わずヘイダルに抱きつこうとしたとき、まだ話していないことがあるのに気がついた。

　サーニヤの背中には、化け粧しようなしでは目立ってしまう傷がある。庭で抱かれたときは下した穿ばきしか脱がされていないので、ヘイダルは知らないはずだ。

「待ってください、実はあとひとつだけ──」

　言葉で伝えるよりも見せたほうが早い。サーニヤはヘイダルの腕からすり抜ぬけると、長衣の前を寛くつろげた。両方の肩を抜いてからヘイダルに背中を向ける。

「あの、こんな体でも僕をもらってくださるのですか？」

　聞こえたのは息を吞む音だ。それから長いため息。

　だけどヘイダルは何も言わない。色白の踊おどり子かと思いきや、背中が汚きたならしくて驚おどろいたのかもしれない。

　祈いのるような気持ちでヘイダルの答えを待っていると、言葉よりも先に温かなものが触れた。

「……ぁ……っ」

　やわらかな、多分唇だ。ヘイダルの唇が傷きず跡あとをひとつずつ辿たどっている。わなないたサーニヤの体が逃にげを打たないよう、まわり込んだ手が肩を抱き──。

「お前はそんなにもこれを気にしているのか。これは傷跡ではなく花びらだろう。俺にはそのようにしか見えない」

　吐と息いきとともに触れた、切なげな声こわ音ね。じんと目め頭がしらが熱くなる。

　この感覚、この言葉。前にも受け止めたような気がするけれど思い出せない。なんとかして記き憶おくをさかのぼろうにも、たったいま告げられた言葉の余よ韻いんにのぼせてしまい、頭の芯しんまで痺しびれてしまう。

「サーニヤ。何も心配するな。俺のものになれ。ただし自分のことを妾めかけだとは思うな。俺もお前のことを妾とは思わない。俺はお前に惚れている、だから放さない。お前が胸に刻むのはそれだけでいい」

「ヘイダル様……」

　握りしめた手が小刻みに震ふるえる。こんなにも強くてまっすぐな気持ちをぶつけてくれるのはヘイダルだけだ。

　嬉うれしい。サーニヤはじんわりと胸に満ちた想いを味わったあと、振ふり向いた。視線と視線が絡からんだあとは我が慢まんしきれず、ヘイダルの首に飛びつく。

　顔も眸ひとみも見えなくなってしまったが、ヘイダルが笑っているのが分かる。耳みみ朶たぶに触れるヘイダルの息。「サーニヤ」と呼びながら髪かみを撫なでてくる手。嬉しい、嬉しい、その想いを伝えるように何度もヘイダルの首筋に額を擦こすりつける。

「僕、ヘイダル様のものになります。ずうーっとお側に置いてやってくださいね」

「お前こそ、その誓ちかいを忘れるなよ」

　微笑ほほえみを交かわしたあと、どちらからともなく唇くちびるを近づける。うっとりと吐息と吐息を重ねたあとで、いつの間にかメッセージカードが手を離はなれてしまっているのに気がついた。

「あっ」と叫さけんでシーツを見まわし、枕まくら元もとに落ちていたのを飛びついて拾う。

「何だ、その紙切れがそんなに大事か」

「紙切れじゃないですよ。ヘイダル様が僕のために文字にしてくださったお気持ちです」

　記憶はときに途と切ぎれてしまうことがあるけれど、メッセージカードは大切に持っていればいつまでも残る。ほんの少し前までは受け取れないと頑かたくなに思っていたものが、手のなかにあるのが嬉しい。「サーニヤへ、愛を込めて」とわざわざ声に出して読み、うふふと笑う。

「おい、なぜ笑う。したためたことを後こう悔かいさせるんじゃない」

「違います。嬉しくてたまらないんです」

　両手で小さなカードを抱だきしめて、ヘイダルを見上げる。

　笑ったことが気に食わなかったのだろう。ヘイダルは露ろ骨こつに眉み間けんを歪ゆがめていたが、目が合ってしばらくしてから、ふっと眦まなじりを綻ほころばせる。

　あ、ヘイダル様も嬉しそう。思ったときにはまた唇を掬すくわれて──幸せの温度を確かめ合う口づけを交わしながら、サーニヤはヘイダルの首に両りよう腕うでを巻きつけた。







「快晴だな」

　空を映した大きな窓の前でヘイダルが呟つぶやく。

「日焼け対策をしておけよ。お前の顔が陽ひにさらされて赤くなってしまうのは、俺は嫌いやだ」

「はい」

　うなずくと、大きな手がよしよしと言わんばかりにサーニヤの髪をまぜ返す。

　サッタールで過ごす二日目の朝だ。イムラーンへ帰る便は、今日の深夜に出ることになっている。それまではヘイダルとふたりっきり。サーニヤは緩ゆるんで仕方ない頰ほおのまま、出かけるための支し度たくに取りかかる。

　昨日はあれからベッドの上でヘイダルとひとしきりじゃれ合ったあと、食事に出かけた。

　ヘイダルがリザーブしていたのはホテル内のレストランではなく、郊こう外がいの隠れ家風のレストランだった。出てきたのはソースや葉っぱできれいに飾かざられた欧おう風ふう料理で、新しい皿が運ばれてくるたび、「わあ」と声を上げていたと思う。たっぷり時間をかけてデザートまで楽しみ、ホテルに戻もどったあとはシャワーを浴びて──言葉では言えないようなことをした。

　お前はきれいだな。可愛かわいいな。そんな囁ささやきを一夜のうちにいったい幾いく度ど捧ささげられただろう。恥はずかしさよりも嬉しさのほうが上回り、朝になったいまも鼓こ動どうの高鳴りが治まらない。

　少し気になったのが、ヘイダルが服を脱ぬがなかったことだ。

　サーニヤはヘイダルの愛あい撫ぶにすっかり乱されてしまったので、途と中ちゆうからまともな記憶がないけれど、多分最後までヘイダルは服を着たままだったと思う。

（もしかしてヘイダル様の体にも傷があるのかな。そんなこと、僕は全然気にしないのに）

　考えながら鏡の前でベールの裾すそを直していると、「行くぞ」と声をかけられた。「はーい」と返事をし、扉とびらの前で待っているヘイダルのもとへ駆かけていく。

　今日はヘイダル自ら、郊外を案内してくれるらしい。わくわくしながらともにロビーに降り、エントランス前で待っていたハイヤーに乗り込む。護衛の車らしいものは見当たらなかったので、純じゆん粋すいな休日のようで心が躍おどる。

　最初に連れていかれたのはバザールだった。サッタールではスークと呼ぶらしい。食料品や民族衣い装しよう、並ぶ品物はイムラーンのバザールとそう変わらない。

「ここは俺の自宅から歩いていけるスークだ。サッタールで暮らすようになったら多分お前はここに買い物に来ることになるだろうな」

「えっ、この近くにヘイダル様のおうちがあるんですか？」

　そんなことを言われると、スークよりも自宅のほうを見たくなる。「世話係に暇ひまを出しているからだめだ」と言われたが、「少しだけ」とねだって連れていってもらった。

　高い塀へいに囲まれた大きな邸てい宅たくだった。もしかしたらイムラーンでヘイダルが滞たい在ざいしている政府所有の邸宅よりも広いかもしれない。興奮気味に庭を歩きまわっていると、緑りよく陰いんのなかにプールがあったので驚いた。

「月明かりの下で泳ぐと気持ちいいぞ」

　囁かれたままを想像していると、「素すっ裸ぱだかでな」とつけ加えられ、ぼっと頰が赤くなる。

　そのあとはシティセンターに連れていかれた。「ようはショッピングセンターだ」とヘイダルは言ったけれど、イムラーンにはあまりない。昨夜泊とまったホテルよりも大きな建物のなかに、たくさんの店が入っている。

「ここに来るにはハイヤーを使わないと無理だろうが、俺の自宅からいちばん近いシティセンターというとここになる。日常の買い物なら先ほどのスークで間に合うだろうけどな」

　その言葉で、郊外を観光しているのではなく、サッタールで生活するために覚えておいたほうがいい場所を案内されていることに気がついた。

　本当にヘイダルはサーニヤをサッタールに連れて帰ろうと思っているのだろう。昨日捧ささげられた言葉で十分わかっていたものの、あらためてヘイダルの想いの強さを知り、またじんわりと胸が熱くなる。

「ヘイダル様。僕、アラビア語を勉強します。それからアラビア料理も」

　宣言すると、ヘイダルは「それは楽しみだ」とサーニヤの頭を撫でながら笑う。

　兄と離れて暮らすのは少し寂さびしい。見ず知らずの土地というのも不安だ。だけどヘイダルはサーニヤのためにも兄のためにも心を砕くだいてくれている。きっとサーニヤはイムラーンでいちばん幸せな神の子だろう。

（嬉しいな。ヘイダル様のためにも兄さんのためにも頑がん張ばらないと）

　シティセンターを出た車のなかでも、サーニヤは頰を緩めっ放しだった。

　そろそろ夕刻が近い。とはいえサッタールを発たつのは深夜なのでまだ時間がある。

「ザイードを迎むかえに行ってやるか」とヘイダルが言い、砂さ漠ばくに向かうことになった。ザイードの一家はいまだサッタール北部の砂漠で遊牧生活を送っているらしい。セダンから四よん駆くに乗り換かえたあとは、ヘイダル自らハンドルを握にぎる。

「わぁ……」

　真っ青な空の下、黄金色の砂さ丘きゆうがどこまでも続いている風景にサーニヤは釘くぎづけだった。

　障害物は何もないので、車はどんどんスピードを上げていく。風が気持ちよさそうに見えたので少しだけ窓を開けると、熱風が入ってきたので驚いた。

「大人しくしていろ。ハンドルを取られるだろうが」

「ご、ごめんなさい」

　しばらく行くと、砂に白っぽい小石がまじり始めた。ときどき大きな岩がある。遠くに見えるのは海だろうか。空の青の下に紺こん碧ぺき色いろが横たわっているのが美しい。

「そろそろ着くぞ」

　ヘイダルに言われ、サーニヤは車窓からフロントガラスへ視線を移した。

　運転席のはるか前方にテントらしきものが点在している。

「いまどき砂漠で暮らすというのもめずらしいだろう。大半の者は街で暮らしているが、もともと『砂漠の黒くろ獅じ子し』は遊牧民だ。過か酷こくな砂の地で、血脈を絶やさず生きてきたことに誇ほこりを持っている。いまでも部族内で重要な取り決めをするときは街じゃない、ここに集つどうんだ」

「へえ……」

　じょじょにテントが近くなる。テントのほうでも近づく車のエンジン音が聞こえたのだろう。ひとり、ふたりとテントを出てきて、手のひらをかざして車を見ている。いちばん背の高い人ひと影かげをさし、「あれはザイードだろうな」とヘイダルが笑う。

　予想は当たりで、車を停とめた途と端たん、駆け寄ってきたのがその人影、ザイードだった。

　窓越ごしに何か喚わめいているようだったが、アラビア語だったのでサーニヤには分からない。ヘイダルは涼すずしい顔で車を降りている。

「サーニヤがいるんだ。サーニヤの前でアラビア語を使うのはよせ」

　ヘイダルがヒンディー語で言うと、ザイードが初めて助手席に顔を向ける。「こんにちは」と会え釈しやくしながら車を降りると、ザイードはただでさえ三角気味の目をさらに尖とがらせた。

「ヘイダル様、どうしてここにサーニヤを……いえ、それよりも護衛はどうされたのですか？　私は抜ぬかりなく手配していたはずなのですが」

「そんなものとっくにキャンセルしている。誰だれが休きゆう暇かを護衛つきで過ごしたいものか」

「ま、またそのようなことを。もしお命を狙ねらわれでもしたら──」

「護身用の銃じゆうは持っている。お前はいちいち心配しすぎなんだ」

　サーニヤが驚おどろいて「銃？　命？」と声を上げたとき、ひとりの男性が近づいてきた。

　彫ほりの深いアラブ風の顔立ちで、ザイードよりも立派な口ひげを生やしている。にこやかに挨あい拶さつを交かわすふたりの側そばにただ佇たたずんでいると、ふいにヘイダルがサーニヤの肩かたに手を置いた。

　どうやら紹しよう介かいされたらしい。緊きん張ちようしながら「サーニヤです」と頭を下げる。

「ザイードの父、ハッサンだ。アサドの弟にあたる人だ」

　もう一度頭を下げると、ハッサンに「サーラ？」「サーハ？」と訊きき返された。サーニヤという発音は少し難しいようだ。ゆっくりと「サーニヤです」と答えると、ハッサンは皺しわだらけの顔で頷うなずき、笑えみを広げる。

「サーニヤ。俺は少しハッサンと話がしたい。しばらくザイードと待っていろ」

「はい」

　うなずくサーニヤの傍かたわらで、ザイードが「そんなっ」と声を上げてヘイダルにつめ寄る。

「いったい私はいつまでサーニヤのお守もりをすればいいのですか？　父と話をするのなら私も同席いたします。いえ、させてください」

「別にたいした話をするわけじゃない。近きん況きようを交わすだけだ」

　ヘイダルはとりつく島もなく言い放ち、「大人しくしておけよ」とサーニヤに微笑ほほえむと、そのままハッサンと行ってしまった。

「ああ、もうっ」

　ザイードは足あし許もとの砂をだんっと踏ふみつけると、サーニヤを置いて歩き出す。ついて行けばいいのか分からず戸と惑まどっていると、「何ぼさっとしてんだよ、こっちだ」と怒ど鳴なられた。

「はっ、はい」

　慌あわてて追おうとしたものの、砂の上というのは思った以上に歩きにくい。追いつく前に転んでしまい、「何やってんだよ」とまた怒鳴られる。テントとテントの狭はざ間まから、ものめずらしそうにサーニヤを窺うかがっていた子どもたちが、くすっと笑うのが見えた。

　テントはどれも半円の形をしていて、いたるところにある。奥まったところにあったテントにザイードが入ったのでサーニヤも続いた。なかは意外に広く絨じゆう毯たん敷じきで、ソファや棚たなといった調度品もちゃんとある。

「へえ……」

　と、見まわしかけて、ザイードがむすっとした顔をしているのに気がついた。

「すみません」と謝ったあとはもうきょろきょろせず、絨毯の上に腰こしを下ろしたザイードに倣ならい、サーニヤもぺたりと座る。沈ちん黙もくが重い。

　このまま黙だまっているほうがいいのだろうが、どうしても気になることがあった。

　ごくりと唾つばを飲み、「あ、あの……」と窺いながら切り出す。

「さっきのお話ですけれど、ヘイダル様はお命を狙われているのですか？」

　ザイードは「はあ？」と瞬またたくと、大げさに顔をしかめてみせた。

「狙われるのが普ふ通つうだろ。サッタールはイムラーンと違ちがって君主制なんだ。ヘイダル様はアサド様の第一子、いつか首長になられる人だ。サッタールには『砂漠の黒獅子』から政権を奪うばいたい部族がたくさんいるんだよ」

　それに、と言葉を継つぎながら、ザイードはため息をつく。

「ヘイダル様は破は天てん荒こうすぎる。アサド様もそうだったけど、ヘイダル様はそれ以上だ。イスラム教徒のなかには、アッラーよりも部族の血を信じることをよく思わない人間も多いんだ」

「そうなんですね……」

　部族のことはよく分からないけれど、それ以外のことは分かる。護衛も側近もついていないふたりきりの休日に、はしゃいではいけなかったのだ。

「だめですね。僕もちゃんと気をつけないと……」

　ぽつりとこぼれた呟つぶやきを、ザイードは聞き逃のがさなかった。

「気をつける？　お前がいったい何を気をつけるんだよ」

「あ……」

　言っていいのか悪いのか。迷ったけれど、ザイードはヘイダルの側近でもあるし、世話係でもある。何より親しん戚せきだ。サーニヤはほんのりと頰ほおを染めつつ、口を開いた。

「実は僕、ヘイダル様がイムラーンでの仕事を終えたら、サッタールについていくことになったんです。ですから僕も節度を持って生活しなきゃと思って。……あっ、ザイードさん、これからもよろしくお願いします」

　ザイードは「……えっ」と声を上げ、しばらく経たったあとに「ええっ」と言った。

　あからさまに驚きよう愕がくを表した眸ひとみでサーニヤをまじまじと見てから、おずおずと口を開く。

「もしかしてお前……一生分、ヘイダル様に買われたってことか？」

「買う？　一生分？」

　ヘイダルはそんな言葉を使っていなかったけれど、身み請うけされるというのはそういうことなのかもしれない。「ええ」とうなずくと、ザイードは、はっと笑い、早口なアラビア語で何か口走った。

「いま、なんとおっしゃったんですか？」

「なんでもない」

　短い、多分単語程度の言葉だ。いつもなら首を傾かしげつつも聞き流していただろうが、今日は聞き流せなかった。ザイードの口調に侮ぶ蔑べつがまじっていたように聞こえたせいだろう。

「教えてください。僕がアラビア語が分からないのを知っていて、アラビア語を使うのはずるいです」

「知らねえよ。俺はアラビア語が母国語なんだ」

　もしかしてザイード自身もうっかり口走ってしまっただけなのかもしれない。「教えてください」と肩を揺ゆさぶってみても、「なんでもない」としか返さない。それでもしつこく「ねえ」と肩を揺さぶり続けていると、突つき飛ばすような勢いで手を振ふり払はらわれた。

「いちいちうるさいな。俺はさすがだなって言っただけだよっ」

「さすが？　僕の何がさすがなんですか？」

　瞬きつつ尋たずねると、ザイードはベールの下のこめかみを乱暴にかきむしる。

「踊おどり子だか娼しよう夫ふだか知らないけれど、うまくやったんだなって意味だよ。別にヘイダル様が決めたことなら俺はそれで構わない。だけどサッタールに帰ってまでお前の守りをするのは御ご免めんだからな。それにお前はもう少し自分の立場をわきまえたほうがいい。どうしてこんなところまでついてくるんだ。ここは『砂さ漠ばくの黒獅子』のテントだ。いくらヘイダル様に誘さそわれたとしてもホテルで待つのが普通だろ」

　意味が分からなかった。サーニヤは、ヘイダルがザイードを迎むかえに行くと言ったからついてきただけだ。

　何よりも娼夫という言葉が分からない。

「僕は……神の子です。娼夫なんかじゃありません……」

　震ふるえる声で否定しながら、どこかで同じようなことを言ったのを思い出す。

　それは感覚だけで、映像まで伴ともなっては蘇よみがえらない。

　もしかして怖こわい夢のなかで言ったのだろうか。きっとそうに違いない。──思い込もうとするサーニヤに、ザイードが冷めた眼まな差ざしで言う。

「お前は娼夫だよ」

　言い切った唇くちびるを呆ぼう然ぜんと見つめる。かち、と歯の根が震えた。

「何も覚えてないってのは幸せなもんだな。いや、それとも不幸なのかな。ヘイダル様のもとへ来るなら、兄貴とは縁えんを切ってからにしろよ。あいつがいちばん曲くせ者ものなんだ。お前の記き憶おくを飛ばして、お前を売っていたんだからな」

「売る？　兄さんが？……僕はお客を取らされていたということですか？」

「娼夫が客を取らないで何を取るんだよ。ヘイダル様だってもともとはお前の客だろうが。本当は少しくらい覚えてるんじゃないのか？　あれだけ泣いて騒さわいでたくせに呆あきれるよ」

　兄に記憶を操作されていたこと。ヘイダルに娼夫として買われていたこと。

　何もかもサーニヤの知らないことだった。

　いや、知らないのではない、覚えていないだけだ。だけどサーニヤが忘れてしまったサーニヤならきっと覚えている。その証しよう拠こに「噓うそだっ」と声こわ高だかに言い張る気持ちは微み塵じんも湧わいてこなかった。

　ただ心だけがどんどん凍こごえていく。昨夜味わった満ち足りた気持ちはどこにもない。

　サーニヤはひくつく喉のど元もとを押さえ、平然を装よそおった。

「あの、ザイードさん。僕が初めてヘイダル様に買われたのっていつなんでしょう」

「さあ、いつだったかな」

　ザイードが宙を仰あおぐ。「確か……イムラーンに滞たい在ざいして三日目くらいじゃなかったかな。宮きゆう殿でんホテルで宴うたげがあった夜だよ。踊ってるお前を見て、ヘイダル様が邸てい宅たくに呼んだんだ」

　滞在三日目──。

　満月の夜、庭で抱だかれたのが初めてでないと分かっただけで十分だった。

　サーニヤはよろよろと立ち上がった。

「おい、どこへ行くんだよ」

「あ……ちょっと砂漠の風景が見たくて。せっかくだから。すぐに戻もどります」

　無理やりに微笑ほほえんでみせると、ザイードは信じたようだ。上げかけた腰を再び下ろし、やれやれと言いたげにため息をつく。

「あまり遠くへ行くなよ。お前に何かあったら、ヘイダル様に叱しかられるのは俺なんだ」

「分かってます」

　テントを出ると、強い西日がサーニヤを射い貫ぬいた。

　砂の国の陽ひ射ざしは沈しずみかけてもなお凶きよう暴ぼうだ。目を眇すがめ、ベールの裾すそで口くち許もとを覆おおってから、足早にテントとテントの間をすり抜ぬける。

　いますぐ、ひとりになりたかった。

　誰だれの顔も見たくない。

　堰せきを切って溢あふれた感情に吞のみ込まれたまま、サーニヤは砂漠に踏み出した。

　何をどう受け止めていいのか分からない。ザイードの言葉が頭のなかで膨ふくらみ、黒い大きな塊かたまりになっていく。娼夫娼夫娼夫。吐はき出したくても吐き出せず、喉のどがどんどん苦しくなっていく。それでも前へ前へと進み、しまいには駆かけ出した。

　きっと知らなかったのはサーニヤだけなのだ。信じていた兄にまさか娼夫として売りに出されていたとは。たとえ働けなくてもユアンはいつだって弟思いの兄で、兄弟ふたりで懸けん命めいに生きているつもりだったのに。

「兄さん……。ねえ、どうして……」

　ここにはいないユアンに呼びかけると、軽かろやかに笑うユアンの顔が思い浮うかんだ。

　ザイードの言ったことが本当ならば、もっと禍まが々まがしい悪あく魔まのような顔をしているだろうに、笑っている以外のユアンが浮かばない。たまらず洩もれた嗚お咽えつがこめかみに響ひびき、懐なつかしい笑い顔が散り散りになって消えていく。

「ひどいよ、兄さん、ひどい……」

　同じ神の子たちや近所の人たちは、いったいどんな目でサーニヤを見ていたのだろう。記憶がないのだから顔を隠かくすことなどしなかっただろうし、いつも笑っていたと思う。ヘイダルの前でもそうだったように。

　知らなかったことが恥はずかしくてたまらず、サーニヤは走りながら声を上げて泣いた。

　どんなに転んで砂まみれになっても構わなかった。砂の地からではなく、自分から逃にげ出したい。サーニヤの知らない、だけど確かに体に刻まれている真実から。

　いったい何度目だろう、砂に足をとられて転んだとき、後方から猛もうスピードでやってくる車の音が聞こえた。

　滲にじみきった眸がハンドルを握にぎっているヘイダルらしい男を捉とらえる。

「う……」

　立ち上がり、再び駆け出したとき、まわり込んだ四よん駆くに行く手を阻はばまれた。

　すぐに踵きびすを返し、別の方向へ逃げる。だけど慣れない砂漠というのは厄やつ介かいで、またもや足をとられ、勢いよく転んでしまった。

「サーニヤ」

　呼びかける声で分かる。車から降りてきたのはやはりヘイダルだった。

　サーニヤは振り向くことも起き上がることもしなかった。ただ両手いっぱいに砂を握りしめ、ひく、と嗚咽を洩らす。

「戻るぞ」

　第一声にしては短すぎる言葉。きっとヘイダルはザイードから経けい緯いを聞いているのだろう。

　戻れるわけがない。胸のなかで叫さけんでから声にする。

「戻りません……」

　ヘイダルが側そばへやってくる気配がしたので、砂の上を這はって逃げる。顔はとっくの昔に涙なみだと鼻水で汚よごれ、砂がまぶれていた。

「僕は神の子じゃなくて娼夫だったんです。ヘイダル様も僕をお買いになったんでしょう？　そんなこと、誰も教えてくれなかったから、僕はいつも笑ってました。だって貧しくても幸せだったから」

「違ちがう。お前は神の子だ」

　ヘイダルは言い切ると、サーニヤのすぐ側で膝ひざを折る。

「神の子のお前を娼夫にしたのは俺だ。嫌いやがるお前を金で買ったんだからな。お前を側に置いたあともずっと忘れられなかった。あの夜の俺は、いまならぜったいしないやり方でお前を抱いたんだ。お前が忘れてしまってもそれは変わらない」

　悔くやんでいるのがひしひしと伝わる、嚙かみしめるような声こわ音ねだ。サーニヤは洟はなをすすると、ゆっくりと体を起こした。

「お優やさしいんですね、ヘイダル様は」

「優しい？　どこが」

「優しいですよ。だってそんなふうに言われたら、ヘイダル様だけに買われたように聞こえます」

　新しい涙が溢れる気配に、ぐっと目め許もとを拭ぬぐう。

「ザイードさんは、兄が僕の記憶を飛ばして売っていたと言っていました。ヘイダル様だけにそうしたわけじゃないですよね？　ずっと前から兄はそんなことをしていたんでしょう？」

　息を吞む音が聞こえたあと、重苦しい沈ちん黙もくが横たわる。

　滲んだ視界に映るヘイダルは、苦く渋じゆうを刻んだ表情をしている。ああ、やっぱり……と顔を歪ゆがめたとき、「違う」とヘイダルが言った。

「お前を買ったのは俺だけだ。俺が金にあかしてユアンからお前を奪うばったんだ」

　サーニヤは涙で濡ぬれた頰ほおを綻ほころばせた。

　本当は少しだけ、ヘイダルがそう言ってくれるのを待っていた。だけど聞いてしまえば、それが真実ではないというのがよく分かる。

　サーニヤは覚えていなくても、過去のサーニヤは知っていることだからかもしれない。

「ヘイダル様……。僕、何も覚えてないけど、なんとなく分かるんです。多分ヘイダル様ではない男の人にもたくさん抱かれてます」

「覚えていないのになぜそんなことが──」

　問いかけたヘイダルを遮さえぎり、言う。

「夢を見るんです」

　眠ねむるときに見る夢だ。以前ヘイダルに訊きかれたときは、おばけが出る夢だとごまかした。

　夢のなかのサーニヤは、いつも知らない男たちに襲おそわれている。相手がひとりのときもあるし、ふたりのときもある。胸に刺青いれずみを入れた男に嚙みつかれたときには、あまりの恐きよう怖ふに死んでしまうかと思った。

　男たちはたいていサーニヤの下か肢しを嗤わらい、背中の傷に舌を打つ。こめかみに触ふれる息づかいや、胸に滑すべり落ちていく汗あせ、貫かれる痛み、放たれる情液の温度まで鮮せん明めいな夢だ。

「きっと僕が体験したことが夢に出てるんだと思います……。だって本当にすごくすごく怖こわい夢だから。もしかしたら記憶がこんがらがっていて、僕は夢と現実の区別がついていないのかもしれません」

　こらえきれず、涙がこぼれる。サーニヤはしゃくり上げながら両手で顔を覆った。

　ザイードから娼しよう夫ふだと言われる前までは、ただの夢だと思おうとしていた。夢を見ずに眠る努力もしていた。だけどいまは記憶の一いつ片ぺんのようにしか感じられない。

「お前、いつからそんな夢を見ていた。どうしてもっと早く俺に言わない」

　言葉と同時に抱だき寄せられ、咄とつ嗟さにサーニヤは抗あらがった。

「放してください。僕は娼夫です。ヘイダル様が穢けがれてしまいます」

「馬ば鹿かなことを。お前はなぜ俺を責めようとせず、自分ばかりを責めるんだ。お前は何も知らなかったし、実際覚えてもいない。お前にとってはそれが真実だ」

「違いますっ、僕は……僕は……」

　何度も同じ言葉は言えなかった。口にするたびに胸を抉えぐられ、心が張り裂さけそうになる。

　サーニヤは精いっぱい腕うでを突つっ張ぱらせ、ヘイダルの胸を押し返した。

「お願いです、ヘイダル様。昨日約束したことはお忘れください。僕はてっきりお庭で抱かれたときから始まったものだと思っていたんです」

「ああ、お前の始まりはあの夜だ。俺だけがお前よりも先にお前に惚ほれていたんだ」

　ヘイダルはこんなときでも惚れたという言葉を使う。

　昨日までは嬉うれしくてたまらなかったが、今日は悲しくてたまらない。

「僕はっ……自分が娼夫だと知っていれば、ヘイダル様のお心は受け取りませんでした」

　はっきり言葉にすると、ヘイダルの腕からわずかに力が抜ぬけた。

　自分の立場が分かっていれば、サーニヤは笑うことも言葉を発することもしなかっただろう。顔もずっと伏ふせていただろうし、王族の一部が暮らすこのキャンプにも来なかった。踊おどり子というだけでも釣つり合わないのに、娼夫ならなおさらだ。

　サーニヤはヘイダルの腕からすり抜けると、再び砂さ漠ばくに踏ふみ出した。

「どこへ行く」

「遠くです……。誰だれもいないところへ行きたいんです」

　涙を拭った拍ひよう子しに目のなかに砂すな粒つぶが入り込み、まぶたを持ち上げることができなくなった。それでも涙と鼻水はとめどなく溢あふれ、砂まみれの手でそれを拭おうとするから汚れきった顔になおも砂がまぶれつく。

　何も見えないまま、よたよたと歩いていると、ヘイダルが荒あら々あらしい足取りで追いかけてきた。

　肩かた口ぐちを強ごう引いんに摑つかまれ、バランスを崩くずしたところで抱きかかえられる。それだけなら必死にもがいていれば逃げられただろうが、ヘイダルはあろうことかサーニヤの体を肩に担かついだ。

「は、放してくださいっ」

　じたばたと暴れていると、「黙だまっていろ」と凄すごみのある声を放たれ、じっとしているしかなくなった。

　ざっ、ざっ、と砂を踏みしめて進む足音。どうやら車に運ばれたらしい。シートの上に体を放ほうられる。バンッと勢いよくドアを閉める音が響き、思わず首を竦すくめてしまう。目が開けられないのでヘイダルの表情までは分からない。だけどあきらかに怒おこっている様子に、サーニヤはシートの上で小さくなっていた。

　車を発進させたあともヘイダルは口を利きこうとしない。真横にいるだけで苛いら々いらしている雰ふん囲い気きが伝わり、また涙が滲んでくる。きっとテントに戻もどされるのだろう。束つかの間の出しゆつ奔ぽんだった。痛む目を少しだけ開けて車窓を窺うかがうと、暮れかけの陽ひに照らされ、赤く染まっている砂さ丘きゆうが見えた。

　だけど車はなかなか停とまらない。むしろ加速しているようにも感じる。そんなに遠くまで逃にげただろうか。サーニヤが不安に思い始めた頃ころ、ようやく車が停止した。

　運転席から降りたヘイダルは、やはりサーニヤの体を抱きかかえて運ぶ。こんな姿を誰かに見られてしまうのは恥はずかしい。知らず知らずのうちにヘイダルにしがみついていると、「立てるか？」と訊かれた。

　先ほどよりも声に尖とがりがない。「は、はい」とうなずくと、初めて地に降ろされる。

　乾かわいた砂──ではない感かん触しよく。「えっ……」と声を上げたあと、水だと分かった。

　ほんのりと温かい、陽にぬるんだ水だ。たまらず目を開きかけると、目の表がぎんと痛み、すぐに閉じる。

「濡れても構わないから座れ」

　そう言われ、恐おそる恐る腰こしを下げていく。すると、足だけでなく腰いっぱいに水が触れた。

　手洗い場のような場所だろうか。だけど人の気配がまったくない。それでも耳を懸けん命めいに澄すましていると、ヘイダルが同じようにしゃがんだのが分かった。長衣の浸つかる水音が間近で聞こえ、ヘイダルが動くことで生まれた波がサーニヤの腰に打ち寄せる。

　なんとかして目を開けたい。懲こりもせず目許を擦こするつもりで手を持ち上げると、目許に届く前にヘイダルに握にぎられる。

　かわりにヘイダルの手がサーニヤの目許に触れた。

「……あ……」

　水を掬すくった手のひらが、砂まみれの目許を拭い始める。

「まったく。陽に灼やけるなと言ったのに真っ赤じゃないか」

　言葉だけ聞くと咎とがめているようだが、仕草はそうではない。ヘイダルはサーニヤの目許だけでなく、こめかみや頰、砂にまみれているところすべてに温かな水を押し当ててくる。掬ってはまた、掬ってはまたと繰くり返される、大切なものを洗い清めるような手つき。また鼻の奥がつんと痛み、涙なみだをこらえるために唇くちびるを引き結ぶ。

　だけど我が慢まんは続かなかった。

「許せ、サーニヤ。つらい思いをさせたな」

　かけられた言葉の優やさしさに、涙がどっと溢れ出る。

　もしかしてヘイダルはサーニヤに苛いら立だっていたのではなく、自分自身に苛立っていたのかもしれない。今度は砂ではなく、涙を拭うための手のひらをあてがってくる。

「サーニヤ。砂漠に来たのはザイードを迎むかえに行くためじゃない。お前にこの風景を見せてやりたかったんだ」

　風景──？　心のなかで訊き返しながら、ゆっくりと目を開ける。

　もう痛みはない。

　最初に見えたのはひざまずき、すぐ側そばにいるヘイダル。そのヘイダルに「ほら」と促うながされ、顔の向きを変える。

「あ……」

　目の前に紺こん碧ぺきの美しい海が広がっていた。

　その向こう、海と空が交わるところで、夕ゆう陽ひがまさにいま、沈しずもうとしている。

「きれいだろう？　アラビア湾わんだ」

　サーニヤは洟はなをすすったあと、こくんとうなずいた。

　昼と夜が入れ替かわろうとするただなか、夕陽に照らされた海が艶つややかな波を打っている。

　陽が沈もうとしているところは黄金色で、黄金から黄色、優しい青、そして紺碧と、海は緩ゆるやかに色を変えている。それは空も同じで、真っ赤な夕陽は黄昏たそがれへと裾すそを広げ、果てには夜の始まりの深い紺が見えた。

　視界を遮るものが何もないせいか、海と空の大きさに胸をつかれる。

　思えばヘイダルは、サッタールに来てからずっと、たくさんのものをサーニヤに差し出そうとしている。ホテルの部屋を飾かざっていた薔ば薇ら、色とりどりのお菓か子し、記き憶おくを守る耳みみ栓せん、そしてこの美しい夕陽。

　波打ち際ぎわにぺたりと座り、どれほどの時間、見み惚とれていただろう。サーニヤが見ていたのは海でもあるし、空でもあるし、ヘイダルの心でもあったかもしれない。

「俺は笑っているお前が好きだ」

　ヘイダルが再びサーニヤの顔を海水で拭ぬぐいながら言った。

「お前に出会っていなければ、俺は自分の心がどんなに渇かわいていたか、知ることはなかっただろう。お前といると、俺は自分が外がい相しようだということもシークだということも忘れてしまう。お前の笑え顔がお、仕草ひとつで満ちてしまうんだ。他ほかには何もいらないと思うほど。ここまで俺にとってかけがえのないものになっておきながら、俺から離はなれるのか？　お前が言う遠くとはどこにある」

　サーニヤがうつむいていると、ヘイダルはおもむろに自身の長衣の胸に手を触ふれた。

「……ヘイダル様……？」

「本当の俺を教えてやる。答えはそのあとに聞こう。お前は記憶の手て触ざわりのようなものがあると言ったな。ならば俺のことも覚えているはずだ」

　ヘイダルがひとつ、ふたつと長衣のボタンを外していく。

　まずは鎖さ骨こつが、そして逞たくましい胸むな板いたがあらわになり──。

「あっ……」

　目にした途と端たん、鼓こ動どうがどっと重く跳はねた。

　ヘイダルの胸には、黒一色の刺青いれずみが入っていた。牙きばを剝むいて吠ほえる獅し子しの横顔と、アラビア語で彫ほられた長い文字。夢のなかでサーニヤの首筋に嚙かみついてきた男が入れていたのと同じ刺青だ。

「やはり覚えているようだな。まあ、あれだけ怖こわがらせてしまえば当然か」

　目を瞠みはったきり、固まってしまったサーニヤを見て、ヘイダルが憂ゆう鬱うつげな息を吐はく。

「俺は優しい男ではない。たった一夜でお前に一生分の傷を負わせたんだ。お前はずっと泣いていた。しかしいまの俺は──」

　ヘイダルは言いかけたものの、そこでやめてしまう。

　もとのようにボタンをはめていく手を、サーニヤは止めた。

「あの、触さわってもよろしいですか？」

「──これにか？」

　ヘイダルはサーニヤを見たあと、自身の胸を見おろす。怪け訝げんな顔をしながらも前まえ身み頃ごろを寛くつろげてくれたので、サーニヤはごくりと唾つばを飲み、まずは手のひらを当ててみた。　>>>♥

　刺青というものに触れたことがない。凹おう凸とつはなく、引き締しまった肌はだそのままだ。猛たけ々だけしい黒獅子の輪りん郭かくを何度もなぞったあと、今度は胸に寄り添そい、耳を押し当ててみる。

　鼓動がした。

　耳を打つ規則正しいリズム──。

「あれ？　だんだん速くなってる……」

　独り言のつもりだったのだが、頭上から「当たり前だ」と不ふ機き嫌げんそうな声が降ってきた。

「初めてお前のほうから触れてきたんだからな」

　そうだっただろうか。顔を上げると、ヘイダルがばつが悪そうに鼻筋を歪ゆがめていたので、サーニヤは少しだけ笑った。

　あらためて耳を押しつける。

　昨夜のヘイダルが服を脱ぬがなかったのは、きっとこの刺青を見せたくなかったのだろう。だけどこの胸には何度も抱だきしめられている。ここにしか居場所はない、そんなふうに思ってしまうほど心地ここち好よい。サーニヤは目を瞑つぶり、ヘイダルの鼓動を聞いていた。

「もう怖くないです。だってヘイダル様だから」

　胸に頰ほおを預けたまま、目線だけをヘイダルに向ける。

「サーニヤ……」

　押し殺した声で名前を呼ばれたのと、抱きしめられたのはほぼ同時だった。

　閉じ込めて放さない、抱ほう擁ようの強さでヘイダルが言おうとしていることが分かる。

　この力強さが好きだ。泣きながら砂さ漠ばくをさまよっていたのが噓うそのように、心がさらわれていく。

　肌の匂におい、鼓動、抱擁。サーニヤはヘイダルのすべてに浸ひたりながら言った。

「ねえ、ヘイダル様。昨日のお話はなかったことにしてください」

「お前、まだそのようなことを──」

　抱きしめる腕うでが強こわ張ばったのが分かり、慌あわてて続ける。

「違ちがいます、身み請うけのお話です。兄さんはきっとひとりで生きていけるでしょう。いえ、ひとりで生きていったらいいと思います。お金がなくても働けなくても、もう心配しません。僕は自分の意思でヘイダル様のところへ行きたいんです」

　僕をお側そばに置いてくれますか？──それを訊きく前に唇を唇で塞ふさがれた。

　呼吸すら奪うばうような荒あら々あらしい接せつ吻ぷんだ。サーニヤを求めてやまないヘイダルの心をそのまま表しているかのような。

「んん……」

　奥深く差し込まれた舌に、サーニヤも絡からめてみせる。だけどあまりにも激しくて、迫せまるヘイダルの胸を支えておくことができない。「待っ……」と声を上げたものの、それすらも口づけで奪われてしまい、サーニヤは波打ち際に押し倒たおされてしまった。

　ぱしゃんと音を立てて水が跳ね上がる。波打ち際なので顔が浸つかることはなかったけれど、ベールも長衣もぐっしょり濡ぬれてしまった。

「もう、ヘイダル様！」

「悪い。お前があまりにも嬉うれしいことを言うから力加減を誤った」

　言いながらもヘイダルは笑っている。

　そのまま二度目の唇が降りてきて、再び貪むさぼるように舌を吸われた。

「お前の初めての男は俺だ。あとにも先にも俺だけだと思っていればいい。俺は何があってもお前を放さない。たとえお前が今日のことをすべて忘れてしまったとしても、俺はお前を追いかける。砂漠の黒獅子を本気にさせたということはそういうことだ」

「ヘイダル様……」

　夕陽はいつの間にか沈みきっていて、辺りは黄昏色に包まれている。

　恋こいは甘くてくすぐったいだけではないのだと、初めて知った。これから先、泣くこともあるかもしれない。それでもきっとヘイダルだけを想おもい続けて、ヘイダルにだけ応こたえるだろう。始まりは庭で抱だかれたあの夜ではなく、今日。たったいまだ。

　ぜったいに忘れるもんか。サーニヤは固く誓ちかい、ヘイダルを抱きしめた。







　　　　５




　ずいぶん濃のう厚こうな休きゆう暇かだったなと、ヘイダルは思い出しながら頰ほお杖づえをつく。

　サーニヤにサッタールを教えたい、想いを余すところなく伝えたいと少し焦あせりすぎたようだ。こういうところにも気の短さが表れるとは思っていなかった。サーニヤはいろいろあったにもかかわらず、いままでどおり無む邪じや気きに振ふる舞まっている。

　問題はザイードだ。

「本当に申し訳ございませんでした……」

　イムラーンに戻もどってすでに三日も経たっている。それなのにいまだ晴れない表情で、サーニヤを見かけるたびにヘイダルに頭を下げるのだ。

「お前、俺に何度同じことを言わせれば気が済むんだ。もういいと言っただろう」

「しかし……」

　ザイードは口ごもり、窓の向こうに視線をやる。

　もう月が昇のぼっている時刻だが、サーニヤが他の世話係とともに邸てい宅たくの庭で紫し薇びの花を摘つんでいる。夜よ更ふけに部屋に来させる理由がほしくて、「摘んできてくれ」とヘイダルが『仕事』を言いつけたのだ。まさか他の世話係も一いつ緒しよに庭へ出るとは思っていなかったが、垂れ込める紫薇の枝に鋏はさみを伸のばすサーニヤはとても楽しそうにしている。

　砂漠でのあの一件を気にもしていないような素そ振ぶり──だからこそザイードは自分の迂う闊かつな発言を省かえりみているのだろう。

　ヘイダルは泣きながら砂漠を歩いていたサーニヤを知っている。なんとか取り戻すことができたと思ってはいるものの、サーニヤの心はいまだ複雑なはずだ。人の目があるときにあえて普ふ段だんどおりに振る舞うのは、余計な心配をかけさせまいとしてのことかもしれない。

「ザイード。俺は今回のことでお前を咎とがめるつもりはない。お前が口を滑すべらさなくとも、過去の客がサーニヤに真実を吹ふき込む可能性だってあったんだ。ただしサーニヤはお前が思うよりも繊せん細さいで聡さとい。これからはそれを念頭に置いて接するように」

「はい」

「二度と娼しよう夫ふという言葉は使うな。サーニヤの前でも俺の前でもだ。俺はサーニヤを生しよう涯がい側に置こうと思っている。それがどういう意味か分かるな？」

　もしかしてザイードはいままで戯たわむれ半分でヘイダルがサーニヤを側に置いていると勘かん違ちがいしていたのかもしれない。はっと目を見開くと、めずらしく頰を赤らめる。

「申し訳ございません。以後、振る舞いに気をつけます」

「分かればいい。近いうちにアサドにも引き合わすつもりだ。俺は何があってもサーニヤを放さない。こんな話をお前にするのも、お前を実の弟のように思っているからだ。あいつを大事にしてやってくれ。これは命令じゃない、俺からの頼たのみだ」

「ヘイダル様──」

　平ひれ伏ふすような勢いで背を折るザイードを視野の端はしに置きながら、ヘイダルは庭へ出た。

　サーニヤはすぐに気がつき、花の束を抱かかえて駆かけ寄ってくる。

「ねえ、ヘイダル様。明日のお祭り、僕も行ってもいいですか？　誘さそわれたんです、仲のいいお世話係の人たちに」

「祭り？」

　ヘイダルはザイードを振り仰あおいだ。

「イムラーンの独立記念祭のことでしょう。市街地一帯でパレードがあるようです。ヘイダル様は式典と宴うたげにご招待されております」

　面めん倒どうな仕事という認にん識しきだったので、祭り、それもサーニヤが行きたがるようなものだと思っていなかった。

　ヘイダルが邸宅を空けるということは、世話係たちに仕事はない。案の定、「世話係たちには午後から休暇を伝えております」とザイードが補足する。サーニヤはきらきらした眸ひとみで答えを待っていたが、ヘイダルはそれを後まわしにして、他ほかの世話係たちに聞こえるよう言った。

「もうそのくらいでいい。摘んだ花は側近たちの部屋に届けておくように」

「かしこまりました」

　サーニヤもまた世話係らしい顔で踵きびすを返そうとしたので、慌ててその首根っこを摑つかむ。

「お前は行かなくていい」

　素す早ばやく囁ささやくと、サーニヤはかすかに頰を赤らめ、他の世話係の姿が見えなくなってから、ヘイダルの部屋へ入ってきた。同時にザイードが「では」と一礼し、部屋を出ていく。

　扉とびらが閉まってしまうと、サーニヤは華はなやいだ笑え顔がおで手のなかの紫薇を見せてきた。

「見て、ヘイダル様。こんなにたくさん」

「好きなだけ自分の部屋に飾かざれ。すべてでも構わない」

「いいのですか？　ヘイダル様が摘んでこいとおっしゃったのに」

「馬ば鹿かだな。そんなのはただの口実だ」

　花の束をテーブルに置き、サーニヤをソファに引き寄せる。のしかかりながら、こめかみ、目め尻じり、頰へと口づけをほどこしている最中、布越ごしに硬かたいものが触ふれた。

「うん？　ポケットに何か入れているのか？」

「あ、はい」

　サーニヤは悪戯いたずらげに笑うと、長衣の腰こしポケットから見覚えのある小箱を取り出す。

　耳みみ栓せんを贈おくる際に用意したアクセサリーボックスだ。サーニヤはわざわざ小箱を開き、「これです」と、ついでに添そえたカードのほうを見せてくる。

「お前……確かに俺はいつも持っておけと言ったが、それは耳栓のことだ。紙切れのほうに用はないだろうが。捨ててしまえ」

　照れもあり、つい強い口調で言ってしまった。だけどサーニヤはまったく怯ひるまない。やんわりとヘイダルをねめつけ、「嫌いやです」と唇くちびるを尖とがらせる。

「このカードはいつまでも大切に持っておこうって決めてるんです。だってヘイダル様が僕に書いてくださったものじゃないですか。捨てたりなんかぜったいにしません」

　言いながらサーニヤはヘイダルの下からすり抜ぬけ、紫薇の束の側そばに小箱を置く。

　怒おこったのかと思いきや、当たり前のようにソファに戻ってくるのが可愛かわいらしい。笑みを嚙かみ殺して眺ながめていると、真横に座られて早々、拗すねかけの眸で見上げられた。

「それよりもヘイダル様、お祭りのお話はどうなったのですか？」

「…………」

　軽く呻うめき、重い息を吐はく。後まわしにしたのは、返事をしたくなかったからだ。

「お前はだめだ。行ってはいけない」

　はっきり言うと、サーニヤは「ええーっ」と声を上げる。

「当たり前だろう。花火や爆ばく竹ちくの音で記き憶おくが飛んだらどうする」

「お祭りの夜が賑にぎやかなのは大だい丈じよう夫ぶなんです。だって花火が上がったり、爆竹が鳴ったりするのは最初から分かってるじゃないですか。そういうのじゃ記憶はなくならないんです」

　そういえば、前まえ触ぶれなしに聞こえる音、とユアンは言っていたか。

「いや、だめだ。相当の人ごみだろう。花火や爆竹は問題なかったとしても、何が起こるか分からない」

「ちゃんと耳栓をして行くから平気です。ヘイダル様からいただいたあの耳栓です」

　それでもヘイダルが渋しぶい顔をしていると、縋すがるようにしてサーニヤがたたみかけてくる。

「僕はいつも踊おどるほうだったから、お祭りに行ったことがないんです。……あ、いえ、覚えてないだけかもしれません。だけどやっぱり行ったことないと思います。神の子はお祭りの日は本当に忙いそがしいんです」

　独立記念祭の他に、イムラーンにはたくさんの祭りがあるらしい。豊ほう穣じようの神に祈いのるだの、雨の神を呼び寄せるだの、時季ごとに行われる祭事の名を、サーニヤは指折りあげていく。

「分かった、分かった。だったらザイードを側につける。それなら行ってもいい」

「ええっ、僕は仲のいいお世話係の人たちと一緒に行きたかったのに」

「一緒に行けばいい。ザイードはお前たちの後ろで控ひかえているだけだ。ただし頃ころ合あいを見てザイードに連れん絡らくを入れるから、そのときは他の世話係と別れ、俺に顔を見せるように。それ以外の案は不可だ。分かったな？」

　強い口調で念を押すと、サーニヤは不承不承といった表情で「はい……」とうなずく。だがすぐに頰ほおをやわらかくし、くすくすと笑い出した。

「ヘイダル様は僕を心配してくださっているんですね」

「当たり前だ。何かあったらどうする。記憶を失なくしたお前が俺に惚ほれるとは限らない」

「大丈夫ですよ。僕は何度でもヘイダル様に恋こいをすると思います」

「二度も俺を忘れたやつが何を言う」

　腹を立てたふりでサーニヤの唇に嚙みつく。「いたっ」と声を上げられたが、甘嚙み程度だ。サーニヤもまた笑いながらヘイダルの唇に嚙みついてくる。

　唇と唇がぶつかり、ときどき舌が触れ──次し第だいに吐と息いきが絡からみ合う接せつ吻ぷんに変わっていく。

「ねえ、ヘイダル様……」

「うん？」

「僕はザイードさんに嫌きらわれてると思うんです。明日、大丈夫でしょうか？」

「大丈夫だ。あれはあれであの日のことを気にしている。普段どおりに接してやれ」

　ほっと息を吐くサーニヤの額に口づけてやりながら、やんわりとソファに押し倒たおす。

　香かおりのいい髪かみに鼻先を埋うずめ、長衣の前をはだけさせていると、腕うでを突つっ張ぱられた。

「だめ。ヘイダル様、僕、お部屋に戻もどらないと。他のお世話係の人たちや側近の皆みなさんに変に思われてしまいます」

「俺の部屋でうたた寝ねでもしていたことにしておけ。そうすれば朝まで一緒にいられる」

「そんなことをするお世話係なんて聞いたことがありません」

　小鼻を膨ふくらますサーニヤを見て、ヘイダルもまた唸うなる。

　まったくじれったい話だ。一日も早くサッタールにサーニヤを連れて帰りたい。それさえできれば、言い訳など考えずとも寝しん室しつは同じだ。男に嬲なぶられる夢など二度と見させない。

「だったらそうだな、今夜は夜通し、イムラーンの文化について語ってくれるか？　まずはこの国でいちばん美しい神の子について教えてくれ」

「誰だれ？　ラクシュミ？　シータ？」

「お前のことだ」

　瞬またたいたサーニヤがぱっと笑顔を見せた隙すきに、あらためて長衣を脱ぬがしていく。

「あっ、ちょ……」

　声だけは上げられたが、サーニヤはもう抵てい抗こうらしい抵抗をしようとしなかった。ただ下衣と下した穿ばきを脱がすときだけは恥はずかしそうに眉まゆ根ねを寄せ、小さな声で「う……」と洩もらす。

「ほう。イムラーンでいちばん美しい神の子は無毛か。驚おどろいたな」

「……ご存じのくせに」

　潤うるみかけの眸で睨にらまれ、今度はヘイダルのほうが笑う。

　生白い果か芯しんはまだほんの少しの芯しか持っていない。ヘイダルはサーニヤの体をソファの座面の上で裏返すと、太ふと腿ももの間から手を差し入れた。

「やっん……」

　一声甘く啼なき、サーニヤは太腿でヘイダルの手を挟はさむ。多分それ以上を止めようとしたのだろうが、柔やわ肉にくと柔肉の間に男の手を閉じ込めるというのも恥ずかしかったらしい。ぱっと割れたので、すかさず腕を進める。

「ああっ」

　再び柔肉がヘイダルの手を挟んだものの、もう遅おそい。会え陰いんと囊ふくろを手のひらで撫なでまわしながら、指のほんの先だけを果芯に絡める。

「……っん、は……あ」

　サーニヤはソファの肘ひじ置きを摑み、戸と惑まどいがちに太腿を開いたり閉じたりしている。どちらのときも柔肉がびくびくと震ふるえているのが可愛らしい。サーニヤが喘あえぎながら背をしならせると、背中の傷がよく見えた。

　お前はそのままで十分美しい。それを伝えるために凹おう凸とつのある肌はだに唇を滑すべらせていく。

「ふ……っう……ん……」

　優やさしすぎる愛あい撫ぶに焦じれたのか、それとも無意識か。サーニヤは次第にもじもじと腰を揺ゆらすようになった。ためらいがちにせがむような動き。しまいにはヘイダルの手のひらに果芯の先せん端たんを擦こすりつけてくる。

　発情を知らせる硬こう起き。塗ぬりつけられる露つゆ。どちらにも興奮させられる。

　ヘイダルはサーニヤの片方の足を持ち上げると、足首をソファの背にかけた。

「だっ、だめ、そんな……ぁあ、恥ずかしい」

「ふたりきりなのに何を恥ずかしがる。俺のもとへ来るなら俺のやり方に慣れるんだ」

　こうすれば手を使わずとも尻しり肉にくを開かせることができる。ヘイダルは下から忍しのばせた手で稚いとけない硬起をまさぐりながら、サーニヤの秘部を覗のぞき込んだ。

　ここはいつも触れる前から色づいている。くすんだ薔ば薇ら色いろに埋うまる、真っ赤な蕾つぼみ。ふっと息を吹ふきかけてやると、きゅっと窄すぼまった。

　早く味わいたくて口こう腔こうに唾だ液えきがたまっていく。それを飲み下し、サーニヤに訊きく。

「いつ見ても俺を滾たぎらせる蕾だな。お前のここは何と言っている？」

「……な、何も……」

「そんなわけがないだろう。こんなにもひくついておきながら」

　答えを急せかして下か肢し肉を扱しごく手を速める。ただし手のひらが濡ぬれてきても射精までは導かない。際きわまで張りつめさせたあとは腕を抜き、丸い尻肉の弾だん力りよくを唇で味わう。

　さすがに焦れたらしい。サーニヤがぐすぐすと鼻を鳴らし、尻を突き出してきた。

　襞ひだが開き、めくれた蕾の肉色。白い尻との対比にそそられ、ヘイダルの雄おす芯しんも重くなる。

「ここっ……愛してって言ってます……」

「うん？」

「ヘイダル様に愛されたいって、たくさん……だからもう」

「そうか。そうだろうな。さっきからずっと開いたり閉じたりと切なそうだ。ちゃんと愛してやるから、俺以外にこの色を見せるんじゃないぞ」

　ソファの背もたれを跨またいでいる片足をさらに押し上げ、何もしないうちから蕩とろけかけている後こう孔こうに口づける。

「あっあ……ん」

　後孔すべてを包み込むように舌を這はわせると、サーニヤは体を痙けい攣れんさせながら先走りをこぼした。欲よく情じようしきっているのだろう、本体は下腹に沿っているのでヘイダルからは見えない。そのかわり糸を引いて座面に垂れていく情液を眺ながめながら、指の腹でも唾液を塗り込んでいく。

　濡れすぎなほど濡らしたあとはサーニヤにソファの背を抱だかせ、後ろから挑いどんだ。

「……ぁ、あ……も、そんな……ぁ……」

　大だい胆たんな格好をさせるたびにサーニヤは恥ずかしがるが、体のほうはヘイダルに馴な染じみかけている。雄お々おしく張った雁がん首くびを吞のみ込むのもずいぶんうまくなった。それでも欲は尽つきない。もっと深い快楽の色味を教えてやりたくて、座面に片足をつき、まだほぐれきっていない最さい奥おうの襞を突く。

「ゃあっ……あ、やあ、やあっ」

　感度が良すぎるのは相変わらずだ。ぶんぶんと首を振ふっていたので何かと思えば、射精を我が慢まんできないと訴うつたえていたつもりらしい。サーニヤは「んんっ」と啼いて弓なりになり、背もたれに勢いよく白はく濁だくを放つ。それでも腰こしを使うのをやめないでいると、細切れに二度目まで。

　ヘイダルは繫つながりを外さないまま、サーニヤの体を表に返した。

　上気した肌や潤んだ眸ひとみが昼間のサーニヤにはない色気を纏まとわせている。口づけしようと背を折ると、いきなり拳こぶしで胸を叩たたかれた。一発ではない、左右の拳で交こう互ごに四発もだ。

「──何だ」

「ヘイダル様はっ……すっごく意地悪っ」

　おおかた体を開かせるまでのことを言っているのだろう。サーニヤはいまにも泣き出しそうなしかめっ面つらでヘイダルを睨んでいたが、触ふれ合いの最中に叩かれたのは初めてだ。いつの間にか縮まっていた距きよ離りを目まの当たりにしたようでたまらない。

　お前は本当に可愛かわいいな。いつもの科白せりふをつい口にしそうになり、こらえる。

「そうか。意地の悪い男は嫌いか。気をつけないとな」

「可愛いとかきれいとかっ……そんなことを言えば僕が許すと思ってるんでしょっ」

「許さないのか？　それは大変だ」

　言いながら律動を再開させると、サーニヤは喉のどを反らし、「……ぁん」と喘ぐ。それでも二突き、三突き辺りまでは眉根を寄せていたが、次し第だいに恍こう惚こつを帯びた表情に変わっていき、ヘイダルの首に腕を絡ませてくる。

「どうした。許さないんじゃなかったのか？」

「ん……大好き」

　もう話が嚙かみ合っていない。

　サーニヤはうっとりと眸を半開きにし、律動に合わせて湿しめった息を吐はいている。

　快楽の波にさらわれかけている最愛の人に、ヘイダルはあらためて唇くちびるを寄せた。サーニヤの黒い眸がとろりと動き、ヘイダルを捉とらえて微笑ほほえむ。

「ヘイダル様……大好き」

「一いつ緒しよだな。俺もお前が好きだ」

　ふふふと笑う声は、喘ぎまじりのものになった。

　──愛いとおしいサーニヤ。誰よりも。

　満月の夜に花はな咲さく庭で想おもいを告げ、サッタールに連れていき、砂さ漠ばくの真ん中で泣かせてしまうこともした。サーニヤの涙なみだも笑え顔がおもヘイダルは忘れない。ともに捧ささげ合った言葉も、幾いく度どとなく交かわした口づけも、何のことはないじゃれ合いも。

　だがヘイダルと同じ記き憶おくを持っているサーニヤを抱いたのは、この夜が最後だった。







　外がい相しようという仕事をしていても、異国の独立記念祭に招待されることはそうそうない。

　式典が始まったのは昼過ぎ。イムラーンでいちばん大きな宮きゆう殿でんホテルの庭である。ヘイダルはサッタール国の外相として、繁はん栄えいを願う言葉をイムラーンに贈おくった。

　神の子たちの舞ぶ踏とうを見たのは、堅かた苦くるしい式典も終しゆう盤ばんに差しかかった頃ころだろうか。きっと海外からの客人たちの声だろう、「これは美しい」「見事だな」という賛辞がいたるところから聞こえてきたが、サーニヤを知っているヘイダルからしてみればそうでもない。どの神の子にも特別目を奪うばわれることはなく、踊おどりが終わったあとはイムラーンの政界幹部たちに案内されるまま、上階のテラスでパレードを見物した。遠目からでもその賑にぎわいや華はなやかさが伝わり、行きたいとねだったサーニヤの気持ちが分かるようだった。

　ひと通り式典が終わり、ヘイダルは腕うで時ど計けいを見た。まだ夕刻前、宴うたげまで時間がある。ヘイダルは側近たちに自由時間を与あたえ、さっそくザイードに連れん絡らくを入れた。

「どこにいる。俺は少し時間ができたぞ」

『ああ、ヘイダル様。そろそろかなと思っておりました。私とサーニヤはホテルを出てすぐのところでお待ちしております』

　ロビーに向かいかけたところでザイードがうるさいことを思い出し、護衛を数人連れる。

　ザイードはホテルを出て本当にすぐのところ、厳いかめしい顔の守衛たちがずらりと並ぶ向こうに立っていた。他ほかの世話係たちとは別れたあとのようで、傍かたわらにはサーニヤしかいない。

「あっ、ヘイダル様」

　サーニヤはすぐに気がつき、駆かけ寄ってくる。

　護衛がさっとヘイダルの前方を塞ふさいだのを「構わない」とのけさす。

「見て、ヘイダル様。ザイードさんが買ってくれたんです」

　サーニヤは手にしていた紙かみ袋ぶくろをヘイダルの前で開いてみせた。小さくて可愛らしい、星の形をした砂糖菓が子しが入っている。サーニヤが好みそうなものだ。

「どういうつもりだ。俺を差し置いてサーニヤを喜ばすようなことをして」

　冗じよう談だん半分の渋じゆう面めんをザイードに向けると、ザイードは「ねだられたから買っただけです」と鼻に皺しわを寄せ、サーニヤのほうはそれを見て小さく笑う。「僕じゃないですよ、他のお世話係の子がザイードさんにねだったんです」

　雰ふん囲い気きから察するに、それなりに楽しい外出だったらしい。ヘイダルは星形のそれをひとつ摘つまむと、口に放ほうり込んだ。

「美味おいしい？　ヘイダル様」

　訊きながらサーニヤもひとつ口に入れている。顔を見合わせ、互たがいに微笑んでいると、ザイードが咳せき払ばらいをした。

「ヘイダル様、いかがいたしましょう。私はもうサーニヤを連れて邸てい宅たくに戻もどりましょうか」

「そうだな。夜になれば花火も上がる。人も増えてくるだろう。いまのうちに移動しておいたほうがいいだろうな」

　ヘイダルは周囲を見まわしたあと、軒のきを連ねて広がるバザールの突つき当たりを指さした。

「あそこまでサーニヤと歩いていく。ザイード、お前はあの辺りに車を用意しておいてくれ」

「かしこまりました」

　ほんの数百メートルの距離だ。それでもサーニヤには新しん鮮せんだったらしい。つま先立ちになると、「デートみたいですね」とヘイダルの耳元で囁ささやく。笑みばかりの吐と息いきにくすぐられ、ヘイダルも頰ほおを緩ゆるめた。

　日暮れるにはまだ少し早いせいだろう、バザールを行き交かう人たちは幼子を連れている家族がほとんどだ。擦すれ違ちがいざまの視線がすべて護衛たちに向けられているのに気がつき、「悪目立ちする。離はなれて散らばっておけ」と指示をする。

　サーニヤはヘイダルの少し前を、店を覗のぞきながら歩いていた。浮うき立っているのか、「先へ行くな」と言っても聞く素そ振ぶりがない。おい、と言いかけてサーニヤが耳みみ栓せんをしていることを思い出した。今度は肩かたに手を触れ、「俺の側そばにいろ」と大きめの声で言う。やはり聞こえていなかっただけらしい。サーニヤはくるりと振り向くと、糸切り歯を覗かせて「はい」と笑う。

　市街地のバザールに並ぶ品が美しいのは知っていたが、今夜は祭りとあってか、いつも以上だ。花や菓か子しの他に、ちょっとした宝ほう飾しよく品ひんや、持ち帰りに悩なやむような絨じゆう毯たんまで並んでいる。

　ヘイダルはサリーが売られている店の前で足を止めた。

「一枚いらないか？　きれいだぞ。お前に似合いそうだ」

「ヘイダル様。それはヒンドゥー教の女性が使うものです」

「そのくらい知っている。身につけなくてもブランケットにすればいい」

　適当なことを言いながら、手近なところにあった一枚を広げてみる。深しん紅くの地に蓮はすの花の模様が入っていた。「派手だな」と別の一枚を手に取っていると、サーニヤもその気になったらしい。「ヘイダル様、これは？」と緑色のサリーを広げてみせる。

「それは地味すぎるだろ。もう少し可愛らしい色にしろ」

「そうですか？　僕は結構好きなんですけど」

　姿見の前でサリーを合わせるサーニヤを横目に、新しい一枚を手に取ったときだ。突とつ然ぜん、木の実が弾はじけるような音がした。

　周囲のざわめきが一いつ瞬しゆん途と切ぎれる。

　銃じゆう声せい？　まさか。──ヘイダルは反射的に振り仰あおいだ。

　だが行き交う人たちは、何の音だったんだろう？　という疑問を抱いただけで終わったらしい。再び賑わいに包まれていくさなか、もう一発、これはヘイダルのこめかみをかすめて目の前の柱にめり込んだ。

「サーニヤ、屈かがめっ」

「……えっ？」

　耳栓をしているサーニヤには、一発目も二発目も聞こえていなかったらしい。いまだ緑色のサリーを手にして姿見の前に立っている。距離にして二歩半。それでもヘイダルには果てしなく遠くに思えた。

「サーニヤ！」

　叫さけびながら、飛びかかるようにして細い体を胸むな元もとに引き寄せる。

　その瞬しゆん間かん、三度目の銃声とともに鋭するどい痛みがヘイダルの右みぎ肩かたを貫つらぬいた。顔をしかめつつ、サーニヤの腕うでを引っ摑つかんで駆け出す。

「あの、ヘイダル様？」

「走るぞ。姿勢を低くするんだ」

　遠ざけた護衛がどこで何をしているか、気にしている暇ひまはなかった。

　だが事態を吞のみ込めていないサーニヤの足は遅おそい。「えっ、えっ？」と周囲に視線をやり、誰だれかにぶつかるたびに足を止めようとする。擦れ違いざまに「危ないだろっ」と怒ど鳴なられ、銃声を聞いていない者がほとんどだということを知った。

　この喧けん噪そうがいいのか悪いのか。四発目が放たれたのはそのときだ。あきらかにヘイダルを狙ねらっている。誰が叫んだのか、「きゃあ」という悲鳴。通りに赤や黄色の果実が散乱する。

　いったいどれほど走っただろう。

　流れ弾だまからサーニヤを遠ざけなければ──その思いだけでひた走っていたような気がする。気がつけば、宮殿ホテル前のバザールから離れたチャイナタウンにいた。

　サーニヤは膝ひざに手をつき、はあはあと荒あらい息をしている。無意識だろう、あの緑色のサリーを引っ摑んだままだ。その頭、首、肩と順に触ふれていき、どこからも血が流れていないことが分かると、ヘイダルは初めて安あん堵どの息を吐はいた。

「まったく、人ごみのなかで銃じゆうを使うとはどこの馬ば鹿かだ。もし俺以外に当たったら──」

　どうするつもりだ、と続けるつもりが、声がかすれて出てこない。

　うん？　と自分に訊ききながら極ごく彩さい色しきの壁かべにもたれる。なぜか立っていられず、ずるずると背中が壁を滑すべっていき、しまいには地べたに尻しりをついた。

「おかしいな」

　そんなに歳としを取ったつもりはないんだが。──これも声にならない。

　ふと見ると、サーニヤが真っ青な顔をして目の前に立っている。

「ヘイダル様、血が……。お怪け我がを……お怪我をされているじゃないですかっ」

　その言葉で、三発目に放たれた銃じゆう弾だんを受けたことを思い出した。

　右肩からだくだくと血が流れている。撃うたれてもなお走ったせいだろう、手のひらをぐっと押し当ててみても指の隙すき間まから血が溢あふれてくる有様で、止まる気配がない。ヘイダルと目が合ったチャイナ服姿の女性が、ぎょっとした顔で足早に通りすぎていった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配ない」

「で、でもっ……」

　そのとき、目の前の路地の先を急ぎ足で横切っていく一団が見えた。皆みな、アラブの長衣を着ている。

「あっ、きっと側近の方たち──」

　駆け出しかけたサーニヤを咄とつ嗟さに止める。

　サーニヤにとってはどれも同じに見えるかもしれないが、アラブの民族衣い装しようには地方ごとに細かな違いがある。ベールをとめる輪に装そう飾しよくをほどこすのはサッタール南部の特とく徴ちようだ。「こっちじゃないか」「いや、あっちだ」と洩もれ聞こえてきたアラビア語も南部の訛なまりが強い。

「行くな。あれはサッタール南部のやつらだ。俺の側近に南部出身の者はいない」

　それだけの言葉で察したらしい。サーニヤは短く息を吞むと、ヘイダルを隠かくすように覆おおい被かぶさってきた。

「大丈夫だ、サーニヤ。足音は逸それた。少し動こう。ここでは見つかってしまう」

「は、はい……」

　ヘイダルは護身用の拳けん銃じゆうが懐ふところにあるのを確かめると、歯を食いしばり、立ち上がった。

　サーニヤがヘイダルの肩にサリーをかける。女物というのが気に入らないが、チャイナタウンでは白一色の長衣よりも鮮あざやかなサリーのほうがまぎれる。出血を隠そうとするならなおさらだ。

「ヘイダル様、しっかり」

　なんとか路地をふたつほど抜ぬけると、寂さびれた一角に出た。チャイナタウンの外れだろうか。行き交う人もなく、建ち並んだ中ちゆう華か風ふうの建物も精せい彩さいを欠いている。「ここ、大丈夫そうです」とサーニヤに誘いざなわれ、ヘイダルは奥まった民家の軒のき下したに腰こしを下ろした。

　もうすっかり陽が落ちていて、瞬またたく街灯が蜀しよつ江こう文様の土つち壁かべを照らしている。

　ヘイダルは肩で息をしながら携けい帯たい電話を取り出した。

　どうやらサーニヤを連れて逃にげている間に騒そう動どうが明るみに出たらしい。ザイードから引っきりなしに着信が入っている。かけ直すと、『ご無事なのですかっ、いまどこですかっ、バザール中に厳げん戒かい態勢を敷しきましたからっ』と大声でたたみかけられた。

「バザールではいけない。宮きゆう殿でんホテルからいちばん近いチャイナタウンだ。一発食くらった。まだ追われている」

　それだけを伝えると、ヘイダルは携帯電話を手放した。手から滑り落ちてしまったとも言える。それをサーニヤが拾い、「助けてください、早く」と泣きそうな声で訴うつたえている。

　ヘイダルは護身用の銃を取り出した。

　情けないことに指先の震ふるえが止まらない。出血のせいだろう。南国の夜ではありえない肌はだ寒ざむさ。体温も下がっているということだ。だが銃だけは取り落とせない。強く握にぎりしめ、暗がりに目を凝こらす。

「サーニヤ。お前は逃げるんだ。俺の側にいては危ない」

「そ、そんな……」

　当然のことを言ったつもりだが、サーニヤは悲痛そうに顔を歪ゆがめると、ヘイダルに縋すがりついてきた。

「僕はヘイダル様のお側を離はなれません。ザイードさんが来るまでお守りします」

「その細ほそ腕うででいったい何ができる。ユアンのもとへ帰るんだ。必ず迎むかえに行く。約束する」

　だがサーニヤは「嫌いやですっ」と首を振ふると、なおもしがみついてくる。

「何があっても放さないとおっしゃってくれたじゃないですか。なのにどうしてこんなときに行けとおっしゃるんです。僕は離れません。こんなに血だって出ているのに……」

　最後のほうはほとんど嗚お咽えつで言葉になっていなかった。サーニヤはしゃくり上げながらもヘイダルの傷口を押さえ、出血を止めようとしている。白いふたつの手が見る見るうちに真っ赤に染まっていく。

「僕が……僕がお祭りに行きたいなんて言ったからこんなことに……」

「違ちがう。俺はもとから記念祭に招待されていたんだ」

「だけどヘイダル様は、僕がいるからバザールを歩かれたんじゃないのですか？」

「どこを歩こうが俺の勝手だ。お前は関係ない」

　こんなやりとりの間にも追っ手が迫せまっているかと思うと、気が急せいた。

　ヘイダルの肩かたを撃ち抜いてもなお追ってくるようなやつらだ。ヘイダルがサーニヤに執しゆう心しんしていることも調べているかもしれない。異国の踊おどり子を世話係として側そばに置く外がい相しようはまずいないだろうし、外相専用の飛行機に乗せてサッタールに連れていくこともしている。この事実を知ってしまえば、誰もサーニヤをただの踊り子だとは思わないだろう。

　脅おどしの材料としてサーニヤが捕とらわれることだけは何としてでも避さけたかった。

　もし捕らわれ、蹂じゆう躙りんでもされてしまったら──。

「サーニヤ。言うことを聞け。お前は神の子、運動神経は抜ばつ群ぐんだ。必ずユアンのもとへ行ける。逃げるんだ」

「嫌ですっ。僕はここから離れません。ヘイダル様のお側にいたいんです」

「いい加減にしろ。お前まで殺されるかもしれないんだぞ」

　ここまで言わないと分からないのか。半ば苛いらつきながら言い放つ。

　途と端たんに怖こわくなったのか、サーニヤがどっと涙なみだを溢れさせる。せめて安全な場所にまで連れていってやりたかったが、この体ではもう無理だ。「俺が見張っておいてやる、さあ」と顎あごをしゃくり、追っ手が来るならここからだろうと思われる路地の先に銃じゆう口こうを向ける。

「……ません」

「何だと？」

　涙にまみれた声だったので聞き取れなかった。

　サーニヤは自身の肩でぐっと涙を拭ぬぐうと、顎を持ち上げる。

「殺されても構いません。僕がヘイダル様の盾たてになります」

　目を瞠みはる。顔は拭いきれない涙で濡ぬれているものの、眸ひとみには揺ゆるぎない意志が満ちている。

　サーニヤはそんな顔で気き丈じようにも微笑ほほえんでみせると、わななく唇くちびるをヘイダルの唇に押し当ててきた。

「僕はヘイダル様に出会えてとても幸せでした。一生分の幸せを授さずけていただいたと思っています。だってヘイダル様は僕が娼しよう夫ふだと知っても愛してくださった……。もう十分です」

「お前、まだそんなことを思っていたのか。お前は娼夫ではない、神の子だ。サッタールで俺と暮らすと約束しただろう。必ず迎えに行く。いまだけは俺から離れるんだ」

「いいえ、僕はヘイダル様のお側にいます。これは僕の最後のわがままです」

「よせ。何が最後のわがままだ。お前はわがままなど一度も言ったことはないだろうが」

　このままでは本当に捕つかまってしまう。「いいから行け」と怒ど鳴なりつけても、サーニヤは頑がんとして首を振るばかりだ。しまいには新しい涙をぼたぼたと溢れさせ、ヘイダルの胸に額を擦こすりつけてくる。

「お願いです、ヘイダル様。お側にいさせてください。幸せなまま死ねるなら、僕はちっとも怖くない。だっていまならヘイダル様がくださった言葉も、僕を抱だいてくださったことも、全部覚えてる……。僕は忘れたくないんです。死ぬことよりもそっちのほうが嫌……」

「サーニヤ、お前──」

　小刻みにわなないている肩を、たまらず抱き寄せた。

　しゃくり上げる声はいっそう強くなり、サーニヤは「ヘイダル様、ヘイダル様……」と繰くり返している。名を呼ぶというより、記き憶おくに刻みつけているようだ。恐きよう怖ふと緊きん張ちようの連続で、ただでさえ細い記憶の糸がまさにいま、途と切ぎれようとしているのかもしれない。

　落ち着け、大丈夫だ。そうなだめようとしたとき、近づいてくる複数の足音が聞こえた。

　瞬しゆん間かん、サーニヤが息をつめる。かすかな音も逃がさないよう、黒い眸は右に左にと忙せわしなく動き、足音が向かうであろう先を読もうとしている。

　どうやら逃げている最中に耳みみ栓せんを落としてしまったらしい。恐怖を拾い集めてしまう耳を塞ふさいでやりたかったが、血にまみれている手ではサーニヤを汚よごすだけだ。かわりに長衣の腕うでを交差させ、包む。

「心配ない。向こうの通りへ行った」

「は、はい」

　サーニヤはうなずいたあとで耳栓がないことに気がついたようだ。「あ、耳栓……」とぽつりと洩らす。それで終しまいかと思えば、いきなり体を離し、慌あわてふためきながら自身の長衣をまさぐり始めた。

「ヘイダル様、小箱も……小箱もない」

「小箱？」

「ヘイダル様が耳栓と一いつ緒しよにくださった小箱です。螺ら鈿でん細工のきれいな……。いつもポケットに入れていて……どうしよう、ヘイダル様からいただいたカードも入ってるのに……」

　血にまみれた手でまさぐるから、暗がりでも分かるほどサーニヤの長衣がどす黒く汚れていく。「そんなものはどうでもいいだろ」と言っても捜さがすのをやめず、しまいには地べたに這はいつくばって辺りをうろうろし始めた。

　混乱が折り重なり、自分でも何をやっているのか分かっていないのかもしれない。とても見ていられず、ヘイダルは痛む体をおしてサーニヤを引き寄せた。

「もうよせ。カードなどいつでも書いてやる」

「でもあれはヘイダル様が初めて書いてくださったもので……僕はすごく大事にしていて、ずっと持っていようって決めていて──」

「言うな、サーニヤ。分かっている。俺はこの先、何度もお前に宛あてて書こう。約束する。あの一枚が最後なわけじゃない」

　根気よく背を撫なでさすっていると、ようやくサーニヤの鼓こ動どうが落ち着いてきた。

「ごめんなさい……」と滲にじむ声で言い、ヘイダルの首筋にもたれてくる。「僕、なんだか頭のなかがぐちゃぐちゃで……どうすればいいのか分からなくて」

「大だい丈じよう夫ぶだ、サーニヤ。ゆっくり息をしろ」

　言いながらヘイダルは自身の限界が近いのを感じていた。傷に構わずしゃべりすぎたらしい。座りっ放しだというのに息が乱れ、目の奥にここにはない光が散り始める。「ああ……っ」というサーニヤのかすれた悲鳴で、また傷口から血が溢あふれ出たのを知った。

　追っ手に見つかるのが先か、サーニヤの前で意識を失うのが先か。

　ヘイダルは闇やみ夜よを睨にらむと、拳けん銃じゆうを握る手を強くした。

「サーニヤ。お前は俺の盾になると言ったな。それは本当か？」

　サーニヤははっと顔を上げ、こくこくとうなずく。

「見かけによらず頼たのもしいやつだ。黒くろ獅じ子しの伴はん侶りよに相応ふさわしい。その心、確かに受け取った」

「ヘイダル様……」

　やっと伝わったと思ったのかもしれない。サーニヤは涙の跡あとが幾いく筋すじも残る頰ほおを綻ほころばせ、ヘイダルにしがみついてきた。

　まずはその頰に、そして唇に口づける。こんなときでも応こたえようとついばんでくる淡あわい色の唇が可愛かわいらしい。くすぐったげにうふふと笑う声も。

「嬉うれしい。ヘイダル様、大好き……。僕はぜったいに離れません」

「ああ、どこへも行くな。俺もお前を放さない」

　ヘイダルは肩かた口ぐちにサーニヤの頭を引き寄せた。

「愛している、サーニヤ。お前だけだ」

　濡れた目め尻じりを口づけで拭ってやったあとは、迷わなかった。

　こんなところで拳銃を使えば居場所を知らせるようなものだが、これ以上は待てない。ヘイダルは銃を握にぎった手を漆しつ黒こくの天空に向けると、引き金を引いた。　>>>♥

　静せい寂じやくを切り裂さいた一発。

　その瞬間、サーニヤは大きく肩を跳はねさせ、石のように固まった。

「あ……」とも「が……」とも聞こえる獣けものじみた呻うめき。次し第だいにそれはわななきを伴ともない、ヘイダルから飛びのいたあとは、引きつった悲鳴に変わる。

　サーニヤのようでサーニヤでない、混乱に揺らめく眸。

　覚かく悟ごを決めて引き金を引いたつもりだったが、目まの当たりにしてしまうとやはりこたえる。

「……あ、あなた……誰だれ。……血が……出てます、よ……？」

　目の前のサーニヤはもう一いつ瞬しゆん前のサーニヤではない。ヘイダルは眉まゆを歪ゆがませ、胸に広がる苦さを押しのけてからあえて訊きく。

「神に許されし踊おどり子、神の子のサーニヤよ。俺が誰だか分かるか？」

「えっ……？」

　サーニヤはぶんと首を振ふると、立て続けにぶんぶんと振る。知るわけがないと全身で訴うつたえているようだった。

「それならいい」

　ヘイダルはうなずいた。自分に言い聞かせるために、「いいんだ」と低くもう一度。

　裏腹にサーニヤは訝いぶかしげにヘイダルを窺うかがうと、そろりそろりと這い寄ってくる。

「あの……あなたは誰なんですか？　どうして僕の名を？　その怪け我がは？」

　問いながら、自分も汚れていることに気がついたらしい。ヘイダルの血がべったりついた胸や両手を見て、「わっ」と声を上げて尻しり餅もちをつき、「な、なんでこんな……どうして……」とうわ言のように唱えだす。

　だが説明するつもりもなければ、時間もない。

「サーニヤ。これを受け取れ」

　ヘイダルは自身の指から指輪を抜ぬき取った。

　常に左の人差し指に嵌はめていて、『砂さ漠ばくの黒獅子』のシークだと証明するものだ。

「そ、そんなものいりません……」

　当然の反応だろう。それでもヘイダルはへたり込んでいるサーニヤににじり寄り、強ごう引いんに指輪を握らせた。手の甲こうについてしまった血に、サーニヤが「ひぃ」と震ふるえる声を上げる。

「いいか。必ず身につけておけ。この指輪はお前を守るものだ。分かったな？」

　サーニヤが戸と惑まどいながらもうなずく。いや、うなずいたように見えただけかもしれない。何度も念押しできるような時間は残っていなかった。追っ手は多分すぐそこまで迫せまっている。

「行け。お前を巻き込みたくない」

「あ、あなたは……？」

「構わなくていい。早く逃にげろ。お前も殺されてしまうぞ」

「こっ、殺される……？　僕が？」

　先ほどのサーニヤには通じなかった言葉だが、記憶を失なくしたサーニヤには通じたようだ。

　ぎょっとしたように目を大きくし、ごくりと唾つばを飲んでいる。

「あなたは本当に僕が行ってしまってもいいのですか？」

「ああ、行け。俺が望んだことだ」

　サーニヤはひとつうなずくと、注意深く辺りに視線を走らせた。そして最後、ぺこりとヘイダルに頭を下げると、消えかけの街灯が照らす路地に駆かけ出していく。

　寂さびれた一角だ。サーニヤの後ろ姿はすぐに見えなくなった。

　ともに過ごした日々の記憶がヘイダルの目め頭がしらを熱くする。たとえこの先、再会を果たしたとしても、「大好き」と飛びついてくるサーニヤはどこにもいないのだ。

　それでも尽つきない想おもいがこの胸にある。

　ヘイダルは小さな足音から追っ手の注意を逸そらすため、二発目の銃じゆう弾だんを闇夜に放つ。
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　いったいあの男は誰なのか。どうしてあんな大おお怪け我がをしていたのか。

　サーニヤは答えの出ない疑問を抱かかえたまま、夜の街を走っていた。途と中ちゆう、民家の軒のき下したから干しっ放しになっていた洗せん濯たく物ものを奪うばい、血まみれの服を着き替がえた。同じく血まみれだった手は公園の噴ふん水すいで洗い流す。そもそも自分はどうしてチャイナタウンにいたのだろう。こんなふうに走って逃げる前も、やはり走って逃げていたような気がするのはなぜなのか。

（早くうちに帰らないと……なんだか怖こわい……）

　ひたすら走り、ときに木こ陰かげで休み、サーニヤは夜が白み始める頃ころ、ようやく慣れ親しんだ移民区のバラックに帰り着いた。サンダルの紐ひもはとっくに擦すり切れていて、足の甲に血が滲んでいる。血の色を見てあの男を思い出し、残像を振り払はらうために頭を振る。

「兄さん、ただいま」

　言いつつなかに入ったものの、ユアンが起きるにはまだ早い。サーニヤは台所に直行し、まずは水を飲んだ。口くち許もとから滴したたる水を拭ぬぐうこともせず、今度は顔を洗う。

　水音が聞こえたのだろう。奥の部屋からユアンのものらしい足音が聞こえてきた。

「あ、兄さん──」

　タオルを使いつつサーニヤが振り返ったのと、「ぎゃっああ」というユアンの悲鳴はほぼ同時だった。

「ごめんなさい、兄さん。さっき帰ったんです。あんまり大きな声は出さないで。びっくりするから」

「びっ、びっくりするのはこっちだろ。おま……どうしてここに──」

「え？」

　相変わらずの無ぶ精しようひげに、寝ね巻まきも外着も変わらない色いろ褪あせたシャツ。ユアンはユアンだったが、ユアンのほうはサーニヤを見て驚おどろいているようだった。

「も、もしかしてサーニヤ、クビになったのか？　外がい相しよう様のお世話係を」

「お世話係って？　僕が？　誰の？」

　疑問をそのまま口にすると、台所の空気が凍こおりついた。

　ユアンは知らない人間を見るような目つきでサーニヤを見ている。

「サーニヤ。お前、また……また忘れたのか？」

「あ──」

　息を吞のんだ拍ひよう子しに、手からタオルが滑すべり落ちる。

　忘れたのだと思う。何もかも。

　以前からこういうことがときどきあるらしい。大きな音にびっくりしてしまうとだめなのだ。頭をどう巡めぐらせてみても、チャイナタウンで血まみれの男が目の前にいた、それ以前の記き憶おくが蘇よみがえらない。

「ねえ、兄さん、お世話係ってどういうこと？　僕はそういう仕事をしてたの？」

　つめ寄ると、ユアンはなぜか目を逸らした。「いや、まあ」と歯切れ悪く言い、あらためてサーニヤを見返す。

「とにかくお前は少し休め。なんなんだ、そのボロは。服も顔もひどすぎるぞ」

「うん……」

　サーニヤはユアンに促うながされるまま、シャワーを浴び、新しい服に着替えてからベッドに入った。何度か口を開きかけたものの、チャイナタウンにいたことや、血まみれの男と言葉を交かわしたことはどうしても話せなかった。

　怖い夢。そう思いたかったせいもある。実際、現実離ばなれした出来事だったのだ。あんなに血を流している人間と出会うことなど、踊り子として生きているサーニヤにはまずない。だけどベッドのなかで男から手て渡わたされた指輪を取り出したとき、夢ではなかったのだと思い知った。

　太くてごつい指輪には、黒く色を変えた血がべったりと付着している。

「うっわぁ……」

　台座の中央に収まっている石が漆黒だったので気づかなかった。よく見れば、地金も血にまみれている。あの男の血だろう。サーニヤは誰もいないベッドの上で顔をしかめた。

　こんなもの、どうして持っていなければいけないのか。

　咄とつ嗟さにごみ箱に放ほうりかけたものの、それをとどめたのは脳のう裏りに蘇った男の声だった。

　──いいか。必ず身につけておけ。この指輪はお前を守るものだ。

（守るってなんだろう。僕には兄さんがいるのに……）

　頭を捻ひねっても答えは出ない。答えを見つけるには疲つかれすぎていたとも言える。サーニヤはとりあえず指輪を枕まくらの下に置き、目を瞑つぶったのと同時に眠ねむりに落ちた。

　それからどのくらい眠ったのだろう。

　サーニヤはユアンに体を揺ゆさぶられ、目を覚ました。

「起きろ、サーニヤ、大変だ。すぐにここを出るぞ。荷物をまとめろ」

「え……。どうして……？」

「いいから早くしろっ」

　ユアンが声を荒あららげるのはめずらしい。サーニヤはよく分からないまま、言われるままバッグに着替えをつめた。時計を見ると、ベッドに入ってからそう時間が経たっていない。体はいまだに重く、ついぼうとしてしまう。だけどユアンが自分のバッグに札束をつめているのが見えてしまい、一いつ瞬しゆんで目が覚めた。

　ぱっと見ただけでは数え切れないほどの札束だ。

「兄さん、そのお金、どうしたの？」

「こっ、これは外相……ああ、いや、お前が稼かせいでくれたお金だ。貯ためていたんだよ」

　そんな大金が家にあるとは思ってもいなかった。身のまわりのものより札束で膨ふくらんだバッグを肩かたにかけ、ユアンが辺りを窺いながら家を出る。サーニヤはなんだか不安に思いながらあとに続いた。

「どこに行くの？　大変って何が？」

　道すがら何度尋たずねてみても、ユアンは「あとで話す」としか言わない。陽ひ射ざしが強くなり始めた道を、ユアンは杖つえを持ちつつも早足で進む。今日は足の調子がいいのだろうか。機き敏びんに歩くユアンが見知らぬ男のように見えて、また不安がよぎる。

　辿たどり着いたのは隣となりの移民区のバーだった。

　店主の男とユアンは友人らしい。ふたりは何やらひそひそと言葉を交わしたあと、店主が二階へ続く階段を顎あごでしゃくる。サーニヤはユアンに連れられ、薄うす暗ぐらい階段をのぼった。

　二階は住居になっていた。いくつか並んでいた扉とびらのひとつをユアンが押し開く。

　古ぼけたベッドと、同じく古ぼけた調度品。足を踏ふみ入れただけで埃ほこりが舞まい、サーニヤは咳せき込んだ。

「しばらくこの部屋を間借りさせてもらえることになった。お前はここで暮らせ」

「間借りって、僕だけで？　兄さんは？」

「俺は別のところを探す。俺とお前は一いつ緒しよにいないほうがいい」

「どうして？　なんで隠かくれるようなことをしないといけないの？」

　ユアンはじっとりとした目でサーニヤを見つめると、部屋の隅すみにあったテレビをつけた。砂すな嵐あらしのようなものがざあっと流れた画面を揺さぶり、映りを調整する。

　砂嵐が消えたあとの映像──それこそが答えなのだとサーニヤは知った。

「こ、この人……」

　画面には、昨夜チャイナタウンで大怪我を負っていた男の顔が映し出されている。

　サッタール首長国外相・ヘイダル。写真の下に記されている文字を読み、驚いた。

「なあ、サーニヤ。本当に忘れてしまったのか？　お前、この人のお世話係だったんだぞ？」

「僕がこの人の……お世話係……？」

　サーニヤはテレビに駆かけ寄った。

「ヘイダルは仕事でイムラーンに滞たい在ざい中だったんだ。昨夜の独立記念祭で何者かに襲おそわれたらしい。右の肩を撃うたれて倒たおれているところをチャイナタウンの外れで発見された。朝からテレビもラジオもこのニュースばかりでそこらじゅうが引っくり返ってる」

　画面はヘイダルの顔だけでなく、飛行機から降り立つ姿、黒くろ塗ぬりの車に乗り込む姿、壇だん上じようで語る姿を次々に映し出していく。逞たくましい体たい軀くには真っ白いアラブの長衣がよく似合う。ベールの下から覗のぞく鋭するどい眼まな差ざし。なぜか無む性しように胸をつかれ、サーニヤは涙なみだを滲にじませていた。

「兄さん、この人は死んでしまったの？」

「いや、生きてる。意識不明の重体らしいけどな」

　ああ、よかった。心から安あん堵どの息を吐はいたとき、「死ねばいいのに」とユアンが呟つぶやいた。

「に、兄さん、どうしてそんなこと……」

「こいつ、とんでもない男なんだぞ？　俺はこいつに殺されかけたんだ」

　杖をこう握にぎられて喉のどを狙ねらわれただの、首をこんなふうに絞しめられただの、ユアンは身み振ぶり手振りでサーニヤに教えてみせる。──が、いまいち身に迫せまるものがない。

「どうして兄さんがこの人に殺されかけるの？　何か悪いことをしたの？」

　当然の疑問をぶつけると、ユアンはさっと顔色を変えた。「ああ、いや」と口ごもりながら目をしばたたかせている。それでもサーニヤが視線を外さないでいると、ユアンは意をけっしたように顔を上げ、信じられないことを言った。

「お前はこの男に金で買われたんだ」

「えっ……？」

　買うという言葉が何を表しているか、サーニヤはすぐに理解した。神の子は男でありながら、ときに女性のかわりとして望まれることがある。

「し……信じられない。だってこの人、外相様でしょう？　お立場だってあるのに」

「噓うそじゃない。こいつはいきなり家に来て……そう、俺に金を叩たたきつけて、お前を無理やりさらっていっちまったんだよ。世話係にしたいとか言ってたけど、きっとおもちゃにするためだったんだ。だってお前──」

　ユアンはなぜかそこでごくりと唾つばを飲むと、サーニヤを見つめる。

　互たがいが互いを窺うかがう沈ちん黙もくのあと、ユアンは『買う』よりも信じられない言葉を発した。

「サーニヤ。お前がヘイダルを撃ったんだろう？」

「……ぼっ、僕が？」

　そんなはずはない。頭のなかで否定の言葉が旋せん回かいするものの、裏付けできる記憶がない。

　サーニヤの狼ろう狽ばいをそのままに、ユアンは切羽つまった表情で続ける。

「明け方、いきなりお前が家に帰ってきたとき、髪かみから火薬の匂においがしたんだ。至近距きよ離りで銃じゆうを使わないと、あんな匂いはしない。お前はヘイダルを撃って、逃にげ帰ってきたんじゃないのか？」

「そんな……」

　驚きよう愕がくに胸を貫つらぬかれ、恐おそる恐る自分の手を開く。

　気がついたとき、サーニヤはあの男の胸のなかにいた。纏まとわりつく血の匂いと、誰だれかの胸むな板いたが頰ほおに触ふれていることに驚おどろき、飛びのいたのだ。もしかしてヘイダルを撃ったあと、自分が放った銃声で記き憶おくを失ってしまい、ヘイダルの胸に倒れ込んだのかもしれない。

「で、でも僕は銃なんて持ってないし、触さわったこともないのに……」

「側近の誰かから盗ぬすんだんだろ。殺したいほど人を憎にくめば、そのくらいする。お前はきっと連れ去られたときから毎晩ヘイダルに弄もてあそばれていて、恨うらみを募つのらせていたんだ」

　サーニヤはへなへなと床ゆかに崩くずれ落ちた。

　外がい相しようでもあるヘイダルに体を弄ばれたこと。ヘイダルを憎み、殺そうと銃を構えたこと。どちらも信じられない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、サーニヤ。俺が守ってやる。しばらくここに隠れているんだ。警察に捕つかまったらきっとお前はサッタールに連れていかれて処しよ刑けいされちまう。なんてったって首長の息子むすこを撃っちまったんだからな」

　ユアンに背中を撫なでさすられながら、サーニヤは呆ぼう然ぜんとテレビを見つめていた。

　歪いびつな音を立ててまじり始めた砂嵐のなか、風に翻ひるがえる白いベールが映る。タラップに立ったヘイダルは躍おどるベールもそのままに、画面の向こうのサーニヤに微笑ほほえみかけていた。







　それからサーニヤは、バーの二階の薄暗い部屋で息をひそめて生活することになった。

　ときどきユアンが人目を忍しのんでやってきて、食料や着き替がえ、少しのお金を置いていく。テレビはあれから映らなくなってしまったので、情報を得るにはバーの客が捨てていくニュースペーパーを拾うくらいしかない。

　一時は大々的に報道されていたサッタール国外相暗殺未み遂すい事件だったが、一週間、二週間と過ぎていくと、ニュースペーパーの端はしにも載のらなくなった。

　ヘイダルは意識を取り戻もどしたのか、取り戻していないのか。イムラーンにいるのか、サッタールに帰ったのか。隠れて生活しているサーニヤには分からない。何度かユアンに訊きいてみたけれど、同じくバラックを出て生活しているユアンにも分からないようだった。

　サーニヤは窓辺の床の上に座ると、ヘイダルから渡わたされた指輪を手に取った。

　必ず身につけておけと言われたので、革かわ紐ひもにとおしてネックレスにしている。きれいに洗ったので、もう血はついていない。ずっしりと重い指輪で、横を向いた獅し子しが黒い石を咥くわえているデザインだ。裏にはアラビア語のような文字で何か彫ほり込まれているけれど、サーニヤには読めない。

　独立記念祭の夜、いったい何があったのだろう。本当にサーニヤがヘイダルを撃ったのなら、どうしてヘイダルはサーニヤを逃がそうとしたのだろう。

　陽ひだまりのなかでいくら指輪を眺ながめていても答えは見つからない。

　サーニヤが忘れてしまったサーニヤなら、その答えを知っているだろうか。

（よし……）

　サーニヤは失なくした記憶を拾い集めるため、初めて隠れ家を出た。

　ごみ箱を漁あさる野の良らの動物や、昼日中からたむろしている人たち。ときどき饐すえた匂いのする風が吹ふく。街は事件が起こる前から何も変わっていないように見える。サーニヤは顔を隠すためのショールを巻きつけると、市街地行きの乗り合いバスに乗った。

　市街地にはホテルや観光施し設せつになっている宮きゆう殿でんがたくさんあって、移民区と違ちがって美しい。サーニヤはパレードが行われた大通りでバスを降りると、そこから歩いてチャイナタウンを目指すことにした。

　事件からすでに数週間経たっているせいか、規制線は張られておらず、警察や政府の車も見当たらない。ほっと息を吐いたのも束つかの間、アラブの長衣を着た男たちと擦すれ違い、ぎくっと心臓が跳はねた。

　イムラーンは移民が多い国なので、中東出身の人たちが暮らしていても不思議はない。だけど事件はここで起きたのだ。もしかすると彼らはヘイダルに近しい者たちで、ヘイダルを撃った人間を捜さがしているのかもしれない。

（引き返そうかな……。ああ、でも……）

　本当のことを知りたい。その欲よくには勝てなかった。顔を見られないようショールに鼻先まで埋うずめ、足早に路地を進む。

　次し第だいに街の雰ふん囲い気きが変わってきて、チャイナタウンらしい極ごく彩さい色しきがまじってきた。

　あの夜よりも前の記憶はないけれど、あの夜の記憶ならちゃんと残っている。逃げた道順を逆まわりしていくと、チャイナタウンの外れに出た。どうも市街化調整区域のようで、空き家がやたらに目立つ。サーニヤは注意深く辺りの様子を窺いながら、ヘイダルと言葉を交かわした民家の軒のき下したを探した。

　胸がそわそわし始めたのはこの頃ころだ。

　確かにこの路地を歩いたことがある。逃げたときのことではない、それよりも前、失くした記憶のなかでだ。寂さびれた路地を見まわすたびに胸のざわめきがひどくなり、ときに痛みを伴ともなって締しめつけてくる。

　もしかしてヘイダルはサーニヤを連れて逃げていたのではないのか。そのときにはもう傷を負っていて──。

　肩かたにかかる重みや、ヘイダルを励はげましながら、お願い誰か助けて早くと心のなかで泣き叫さけんでいた自分の声。浮うかんでは消え、浮かんでは消えていく記憶の残像が、サーニヤの眸ひとみに涙を滲ませる。

「ここだ……」

　ついに入り組んだ路地の先、空き家になっている民家を見つけ、サーニヤは息を吞のんだ。

　昼と夜。時間は違うけれど、間ま違ちがいない。人の気配がないのが分かると、サーニヤはすぐさま軒下に駆け寄った。

　軒を支える柱のすぐ下に、茶色に変色した血だまりの跡あとがある。

「ああ、ヘイダル様……」

　サーニヤは崩れるようにして膝ひざを折ると、血けつ痕こんに突つっ伏ぷした。

　汚きたないとか気持ち悪いとか、そんなことは微み塵じんも思わなかった。ここにはもうない温ぬくもり、そのかけらを探すように手のひらをいたるところに押し当てる。

「ヘイダル様……ヘイダル様……」

　呼びながら唇くちびるが思い出す。サーニヤはヘイダルのことを「ヘイダル様」と呼んでいた。ときに緊きん張ちようを覚えながら、ときには親しみを込めて。

　何度目か分からない、ヘイダルの名を呼んだとき、光るはずのない民家の土つち壁かべがちかっと瞬またたいた。

　ぎょっとして息をつめる。

　何だろう。辺りを見まわしてみても誰もいない。だけど光は途と切ぎれない。サーニヤは恐る恐る土壁に近づいた。朽くちかけの壁かべにそっと手を置いたとき、壁が光っているのではなく、何かが反射した光を映しているのだと気がついた。

　今度はか細い光の尾おを辿たどり、路地を這はう。

　正体は側そつ溝こうの際きわの、草が生おい茂しげった一角にあった。

　アクセサリーケースだろうか。鈍にぶい光を放つ小箱が、開きっ放しで草のなかに突っ伏している。手に取り、内側と外側にまみれていた土を払はらうと、外側にほどこされていた螺ら鈿でんがいっそう輝かがやいた。

「あ……っ」

　途と端たんに鼓こ動どうが忙せわしくなり、小箱を持った手が震ふるえる。

　こんなに高価なものを買えるお金は持っていないはずなのに、これは自分のもの、そう強く感じる。確かとても大切にしていたものをなかにしまっていて──。

　何を捜せばいいのか思い出せないまま、サーニヤは草をかき分けた。

　爪つめの間に土が入るのも構わず根までかき分け、草が生えていないところも這いずりまわって捜す。早く見つけなきゃと気が焦あせり、瞬くことすら惜おしい。こめかみに滲にじんだ汗あせを汚よごれた手で拭ぬぐいながら、いつの間にか唇はヘイダルの名前を呼んでいた。

　いったい何を捜しているのだろう。ふと冷静になる瞬しゆん間かんはあっても、すぐにヘイダルの名前で頭のなかがいっぱいになる。ヘイダル様、ヘイダル様。呼べば呼ぶほど言いようのない想おもいが募り、引き寄せられるようにして血だまりの跡ににじり寄る。

　もしかしてこの胸を占しめていたのは、恋こいのように熱い感情ではなかったか。取り戻したいのに取り戻せない、心にぽっかりと穴が空いてしまったかのような喪そう失しつ感かん。螺鈿の小箱にしまっていたものはきっとヘイダルのかけらだ。あの人を感じられるような何か。

　あの人に──ヘイダルに会いたい。

　言葉にして思ったのをきっかけに、恋しさが体の内側に渦うずを巻く。

　こんなにも狂くるおしい想いをサーニヤは知らない。戸と惑まどいながらも嗚お咽えつが止まらず、サーニヤが忘れてしまったサーニヤが、ヘイダルを求めて泣いているのを知った。







　次の日も、また次の日も、サーニヤはあのチャイナタウンの外れに出かけた。

　もしサッタールの男に捕つかまってしまったらと思いつつも、衝しよう動どうを押しとどめる理由にはならなかった。

　ヘイダルに会いたい。あの人が最後にいた場所に行きたい。

　ショールを巻きつけ、螺鈿の小箱を持ち、まるで夢遊病を患わずらっているかのようにふらふらと隠かくれ家を出る。

　小箱に入っていたものは、結局見つけられなかった。空っぽでは寂しいのでキャンディーをつめている。それを口のなかで舐なめ転がしながら血痕の側そばに座り、空を眺める。それがサーニヤの日課になった。

　雲が流れていくのをぼんやり見つめ、ときどき真横の空間に向かって「ねえ、ヘイダル様」と声に出して呼んでみる。いくらなんでも「ねえ」と呼びかけるほど親しくはなかっただろうに、なぜか口をついて出てしまうのが可笑おかしい。

　変なの。くすっと笑ったあと、じんわりと涙なみだが滲んできた。

　きっとサーニヤはヘイダルに恋をしていたのだ。

　だけどどこまでが記き憶おくの切れ端はしで、どこまでが人知れず抱いだいていた願望なのか分からない。こんなふうに泣いていると、必ずあの人はサーニヤを抱だき寄せて口づけしてきたような気がする。何度も何度もあの人の強さに心をさらわれた。そんなふうに感じてしまうのも、こじれた片想いが見せる幻まぼろしだろうか。

「……ヘイダル様……」

　血の色の薄うすれた砂を撫なでながら名前を呼んだとき、ふと地を踏ふむ足音が聞こえた。

　はっと立ち上がり、周囲を窺うかがう。路地の向こうを黒くろ装しよう束ぞくが横切っていく。ほっとしながら螺鈿の小箱をポケットにしまっていると、その黒装束が引き返してきた。

　背を向け、素知らぬ顔をして逆方向に立ち去ろうとしたとき、

「サーニヤか……？」

　いきなり名を呼ばれた。

　反射的に振ふり向いてしまい、黒装束と目が合った。若い男で口ひげを生やしている。黒というのは見慣れないが、男が纏まとっているのはアラブの長衣だ。

　──ヘイダルに近しい者たちがヘイダルを撃うった人間を捜している。

　初めて市街地に来たときの予感が蘇よみがえり、サーニヤは咄とつ嗟さに駆かけ出した。

　僕はヘイダル様を撃ってなんかいない。そう主張できるほどの記憶は持っていない。何よりも黒一色の長衣というのが怖こわかった。テレビで見たヘイダルが着ていたのは白の長衣だ。

「おい、待て。サーニヤ、俺だ、ザイードだっ！」

　男が叫びながら追ってくる。その後方には、同じ黒の長衣を纏った男たち。

　複数に追われる状じよう況きようにサーニヤはうろたえた。だけど足は速いつもりだ。身軽さでも負けない。サーニヤは塀へいによじ登ると、塀の上を駆けた。何度か塀を飛び移ったあとは、通りを駆け抜ぬけ、たまたま通ったどこ行きかも分からないバスに乗り込む。

　車窓を覗のぞき、男たちが追ってきていないことが分かると、サーニヤは初めて息をついた。

　ポケットには螺鈿の小箱、胸にはヘイダルの指輪を通したネックレス。両方があることを指先で確かめ、もう一度大きな息を吐はく。

　あの口ひげの男はきっとヘイダルの世話係をしていた頃ころのサーニヤを知っているのだろう。ヘイダルのことは少し思い出せても、男の記憶はかけらも残っていない。あんなに執しつ拗ように追いかけてくるということは、やはりサーニヤは何か罪を犯おかしていて、彼らに追われて当然の人間なのかもしれない。処しよ刑けいという言葉がちらつき、じっとりとした汗が噴ふき出た。たまらずネックレスをたぐり寄せ、ヘイダルから渡わたされた指輪を握にぎりしめる。

　バスが逆方向の郊こう外がい行きだったせいもある。隠れ家に帰り着いたときにはすっかり陽ひが沈しずんでいた。

　無事に帰れたことに胸むねを撫で下ろしながら扉とびらを開けると、ユアンがいた。

「サーニヤ、いったいどこに行っていたんだ。心配するじゃないか」

「ごめんなさい、チャイナタウンに出かけていて」

「チャイナタウン？　どうしてお前、そんなところに……」

　叱しかられるのは分かっていたけれど、今日の出来事をひとりで胸に閉じ込めておくのも怖い。

　チャイナタウンの外れにいたところを黒装束のアラブの男たちに見つかり、追いかけられたことを話すと、ユアンは見る見るうちに顔色を白くした。

「僕の名前を呼んだ人は、確かザイードと名乗ったような……」

「ザイードだと？　それはお前、ヘイダルの側近だ。口ひげの若い兄ちゃんだろう？」

　サーニヤがうなずくと、ユアンは「まずい」と呟つぶやき、歯の根を震わせた。

「お前、やつらは黒装束だったって言ったな？　ヘイダルは『砂さ漠ばくの黒くろ獅じ子し』って部族の生まれなんだ。『砂漠の黒獅子』は昔から戦うときは黒一色の長衣を纏うらしい。ヘイダルが撃たれちまって、やつらは相当怒おこってるってことだよ」

　サーニヤは青ざめた。確かにあの長衣は、白にはない禍まが々まがしさを漂ただよわせていた。

「ど、どうしよう、兄さん。僕、捕まっちゃうのかな。何もしてないはずなんだけど……」

　だけどユアンはサーニヤの不安を聞いていなかった。何やらぶつぶつと口のなかで唱えながら頭をかきむしったり、思考をまとめるようにときどき宙を見つめたりしている。。

「兄さん……？」

　そういえばユアンは、ヘイダルに殺されかけたと言っていた。

　いったいユアンはヘイダルに何をしたのだろう。誰だれかに殺されかけるような理由なんてサーニヤには思いつかない。それともこれから何かしようとしているのか。

「ねえ、兄さん。僕に何か隠してない？　いつヘイダル様を怒らせたの？　あのザイードって人にも会ったことがあるの？」

　そっと肩かたに手を置きながら尋たずねると、ユアンはばっと振り向き、血走った眼めを向けてきた。

「サーニヤ。身み請うけの話を進めるからな。心を決めておけよ」

　身請け。こんなときに聞くとは思わなかった言葉に、わずかに両目を広げる。

「でも兄さん、僕は隠れてなきゃいけないのに身請けだなんて……」

「だからだろ。お前がサッタールのやつらに捕まったらおしまいじゃないか。ここまで来て金にならないなんて冗じよう談だんじゃない！」

　まるでサーニヤをお金を稼かせぐための道具としか思っていないような言葉。

　たいして驚おどろかなかったことが自分でも不思議だった。そのかわり、ああ、やっぱり……と胸のなかで呟く。

　ずいぶん前に兄の心を誰かに教えられたような気がする。そのときに確か涙が涸かれるほど泣いて──イムラーンにはないはずの海。あれはどこだっただろう。

　記憶のかけらをたぐり寄せているのが、ユアンにはショックで呆ぼう然ぜんとしているように見えたのかもしれない。「ああ、いや、その」と、ごまかしにしか見えない笑えみを浮うかべると、おもむろに自分の右足をさすり始める。

「違ちがうんだ、サーニヤ。それが最近足の調子が悪くって。このまま働けなかったらいつまでもお前に迷めい惑わくをかけちまう。一度大きな病院で診みてもらいたいって思ってるんだ。だけどそれにはちょっと金が足りなくて……」

　いつもならすぐさましゃがみ、「大だい丈じよう夫ぶ？」とユアンの足を撫でさすっていただろう。だけど今日は金という言葉に札束の山を思い出し、「そう」とだけ返す。

「ちょうどさ、政府のお偉えらいさんがお前を身請けしたいって言ってきてるんだ。偉い人だからきっとお前の身み柄がらも守ってくれる。その人のところへ行けば、こんな隠れ家でびくびくして暮らさなくてすむんだ。悪い話じゃないだろう？」

　いつまでも神の子として生きていけないのは分かっている。身請けの話が来れば、ユアンのためにも笑顔で受け入れようと思っていた。

　だけどいまは違う。

「身請けなんて僕は嫌いや。好きな人がいるんです」

「はあ？　好きなやつだと？　誰だ、それ」

　まさかそんな相手がいるとは思ってもいなかったのだろう。ユアンは眉まゆ根ねを寄せてサーニヤを凝ぎよう視ししている。迷ったけれど、募つのる気持ちを抑おさえることはもう難しい。「ヘイダル様です」と答えると、ユアンは目を瞠みはり、はっと笑った。

「サーニヤ。それは無理だ。いくらお前が女よりもきれいな神の子だったとしても、相手は一国の外がい相しよう様だ。どんなに好きでも叶かなうことはない。諦あきらめな」

「で、でもっ……せめて一目でいいからヘイダル様にお会いしたい」

　遠目で十分だ。ヘイダルがサーニヤを見ていなくてもいい。外相と踊おどり子、立場が違うのは分かっている。ただ、ヘイダルの姿をこの眸ひとみに映してから誰かのものになりたい。

「お願い、兄さん。身請けの話はもう少し待って。一度でいい、ヘイダル様にお会いしたいんです」

　テレビの映像ではなく、生きているヘイダルと会うことができれば、きっといまよりももっとたくさんのことを思い出せるはず──。

　だけどユアンに頰ほおをぶたれ、ささやかな願いは砕くだけ散った。

「いい加減にしろ。分かってるのか？　お前が撃ったんだぞ、ヘイダルを」

「そ、そんな……僕は何も……」

「そうだよ、お前は何も覚えちゃいない。だからそんな吞のん気きなことが言えるんだ。誰のためにこんな隠かくれ家まで用意したと思ってんだよ。今日だってヘイダルの側近に追いかけられたんだろ？　向こうは血ち眼まなこになってお前を捜さがしてるってことじゃないか。お前が何もしてないならどうしてやつらは追いかけてくるんだ。お前がヘイダルを撃ったからだろう？　次に見つかったら処刑どころじゃない、その場で殺されちまうぞ」

　責めるようにまくし立てられ、サーニヤは唇くちびるをわななかせてうつむいた。

「……でも僕は……ヘイダル様を撃ってなんかいない……」

　ヘイダルは誰かに撃たれて、サーニヤと一いつ緒しよに逃にげていたのだ。

　どう頭を巡めぐらせても、それ以外の記き憶おくのかけらが見つからない。チャイナタウンに行くたびに胸が締しめつけられるのは、ヘイダルを撃ったことへの後こう悔かいの念ではなく、きっと離はなれ離ばなれになってしまったヘイダルが恋こいしくてたまらないから。

　わずかに残る記憶を伝えようと顔を上げたとき、ユアンが冷めた眼まな差ざしで言った。

「お前には隠してたけど、ヘイダルはもうこの世にはいない。死んだんだ」

　死んだ──？

　胸のなかでユアンの言葉をなぞってから、声に出す。

「……死んだ？……あの人が……？」

「ああ、死んだ。今いま頃ごろサッタールじゃ国をあげて葬そう儀ぎの真っ最中だろうよ」

　どうでもよさそうに鼻を鳴らすユアンの傍かたわらで、サーニヤは呆然と立ち尽つくしていた。

　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、ヘイダルが微笑ほほえむ姿だ。いつかのテレビで見た、タラップに立つヘイダル。サーニヤを見て微笑んでいたはずが、砂すな嵐あらしにまみれて散り散りになっていく。

「サーニヤ。あんなやつのことは忘れろ。ヘイダルなんか死んで当然のやつなんだ。身請けの話が本決まりになるまで、ぜったいここから出るな。サッタールのやつらに捕つかまったらおしまいなんだ。言っただろう、俺はお前を守ると。新しい人生を始めるにはいましかないんだ」

　揺ゆれる眸がユアンを映し、次し第だいにそれは涙なみだにまみれてぐちゃぐちゃになっていく。

　あの人がいない。もうどこにもいない。

「あ……あ……ヘイダル様……」

　サーニヤは床ゆかに平ひれ伏ふし、声を上げて泣いた。







　それからどれほど泣いたか覚えていない。

　心は貝のように閉じてしまい、青い空を見ても、花を見ても、何も感じなくなった。暑いのか、寒いのかもよく分からない。

「ああ、もう。辛しん気き臭くさい顔をするな。せっかくの衣い装しようが台なしじゃないか。大臣様がわざわざお前のために選んでくださったんだぞ？」

　ユアンが妙みように明るい声を立てて、サーニヤの襟えりぐりを直す。

　大きな鏡に映るサーニヤは、久しぶりに踊り子用の衣装を纏まとっていた。深しん紅くの薄うす絹ぎぬで、豪ごう奢しやな飾かざり刺し繡しゆうが入っている。本物の宝石があしらわれた装そう飾しよく品の数々も、すべてサーニヤの身請け人に決まった司祭大臣からの贈おくり物だ。

　今夜、サーニヤは司祭大臣に身請けされる。隠れ家には鏡すらないので、ユアンとともにホテルの一室で身み支じ度たくを整えているところだ。

　翳かげり始めの陽ひがテラスの手すりを橙だいだい色いろに染めている。そろそろここを出て大臣の別宅へ向かわなければいけない。大臣の前で誓ちかいの踊りを踊るのが、神の子として最後の舞ぶ踏とうになるだろう。そのあとは神の子ではなく、大臣の愛あい妾しようとして生きていく。

　ヘイダルがいないのなら、誰にもらわれようが同じだ。ユアンから離れてひとりで生きていく気力も湧わかない。サーニヤは大臣の名前も年ねん齢れいも訊きかないまま、この話を受けた。

「いけない、忘れてた」

　サーニヤがガウンを羽織りかけたところでユアンが化け粧しよう道具を取り出す。

「今日の衣装は背中が開いてるからな。ちゃんと隠しておかないと」

　ユアンはそう言って、サーニヤの背中に溶といた白粉おしろいを塗ぬりつける。

　無数にある小さな傷きず跡あと。これを花びらのようだと言ってくれた人は誰だっただろう。多分ヘイダルのような気がするけれど、これも心のなかで描えがいた夢のひとつかもしれない。サーニヤは無表情で鏡──着き飾かざった自分を見る。

「サーニヤ。お前はサッタールの男たちから追われてるから、もう本当の名前は使えない。今夜からはクリシュナだ。大臣様にもそう伝えてある。分かったな？」

　クリシュナ。声には出さずに唱えて適当にうなずく。

　ホテルの前には大臣が寄よ越こした車が待っていた。ユアンとともに乗り込み、ただ車窓を見つめる。話しかけられても相あい槌づちすら打つ気になれず、ただヘイダルのことを想おもう。

　あの夜、サーニヤがヘイダルの側そばを離れていなかったらどうなっていただろう。

　誰だれだか分からない、ヘイダルを撃うった相手にサーニヤも撃たれていただろうか。それでもいいと、記憶を失なくす前のサーニヤは覚かく悟ごしていたのではないのか。だからこそしがみつくようにしてヘイダルの胸のなかに収まっていたのではないのか。

　サーニヤを裏切ったのはサーニヤだ。怪け我がをしているヘイダルを置いて立ち去った。

　悔かい恨こんがつむじ風を伴ともなって胸を揺さぶってくる。何があってもあの人の側にいたかった。いまではぜったいに叶うことのない想いを殺し、サーニヤは顎あごを持ち上げる。

　大臣の別宅はイムラーン郊こう外がいの高台にあった。ユアンはサーニヤにとって親代わりになるので、誓いの踊りが終わるまでは側につくことになっている。

「へえ、静かでなかなかいいところじゃないか」

　辺りをきょろきょろと見まわしながらユアンが先に車を降り、サーニヤもそれに続く。

　お手をどうぞという意味だろう。待ち構えていた世話役の男がサーニヤに手のひらを向けてきたが、無視して前だけを見る。別の世話役が扉とびらを押し開き、「クリシュナ様がお着きになりました」と言っている。

　案内されたのは、別宅らしいそう広くないホールだ。舞ぶ台たいの前には宮きゆう殿でんホテルを真似まねたようなロココ調のソファセットが並んでいて、背広や民族衣装を着た男たちが談だん笑しようしている。そのうちのひとりがソファを立ち、サーニヤの前へやってきた。

　これが司祭大臣だろう。よく太った初老の男だ。

「覚えているかな？　サッタール国の外相を招いた夕ゆう餉げの会に私もいたんだが」

「申し訳ございません。私はときどき忘れてしまうのです」

　顔見知りらしい人間に会ったときには必ずこう言うことにしている。

　大臣はきっとユアンから詳しよう細さいを聞いているのだろう。驚おどろくことはせず、むしろ満足げにも見える表情でうなずいている。どういう理由なのか、ときどき忘れるほうが都合がいいらしい。

「神の子のクリシュナでございます。今夜からどうぞよろしくお願いいたします」

　サーニヤは大臣の手を取るとひざまずき、甲こうに口づけた。

　毛むくじゃらの手だ。顔をしかめるのをこらえていたのに、「ほう、可愛かわいらしいな」と頰を撫なでられてしまい、我が慢まんしきれずに眉み間けんを歪ゆがめてしまう。

「ヘイダル殿どのがこの子を買ったときには驚いたが、あれからずっと気になっていてな。確かに美しい。間近で見るとなおさらだ。まさか手に入るとは思わなかったよ。先が楽しみだ」

「クリシュナも大臣様に選ばれて幸せだと申しております。今夜からどうぞ存分に可愛がってやってくださいませ」

　そんな会話を交かわしながら、ユアンは大臣と連れ立ってソファのほうへ行く。

　サーニヤはユアンがこちらを見ていないのを確かく認にんしてから、ガウンのポケットから螺ら鈿でんの小箱を取り出した。

　今日はキャンディーではなく、ヘイダルの指輪を通したネックレスをしまっている。ユアンに取り上げられてしまうのが怖こわくて外していたけれど、踊おどりが始まってしまえば気がつかないだろう。サーニヤはきらびやかなネックレスにまぎらせて、指輪つきの革かわ紐ひもを首に結ぶ。

　それを見て、側に控ひかえていた世話役が息を吞のんだ。

「何か？」

　向き直ったものの、楽団はすでに旋せん律りつを奏かなで始めている。衣装に合っていないネックレスで驚かれたのかもしれない。サーニヤは脱ぬいだガウンを世話役に預けると、彼の答えを待たず、舞台の中央に向かった。

　誓いの踊りとは、豊ほう穣じようの女め神がみが若き領主に恋をする叙じよ事じ詩をなぞったものだ。領主のほうも女神に恋をしているので、旋律は華はなやかで明るい。咲さき乱れる花々や、領主に焦こがれる女神の想い。サーニヤは神の子として爪つめの先にまで心を届かせて踊る。

　だけどサーニヤの思いとは裏腹に、男たちは下心を隠そうとしていない。衣装の裾すそがめくれるたび、「おおっ」と笑う声が旋律にまじる。身み請うけ人は大臣のはずなのに、どうして複数の男たちがここにいるのか。もしかして大臣だけでなく、大臣の一族の男たちすべてが身請け人なのだろうか。

（そんなの……嫌いや）

　サーニヤはできるだけ男たちを見ないようにして踊った。どんなに不本意な舞台でもサーニヤは神の子だ。それでも絡からみつく視線をなかなか跳はね返すことができず、羞しゆう恥ちを覚えるたびに一いつ拍ぱくずつ振ふりが遅おくれていく。

　妙なざわつきが広がり始めたのはその頃ころだ。世話役が大臣に何やら耳打ちしたのがきっかけだったような気がする。踊っているサーニヤにも、指輪がどうのという会話の切れ端はしが聞こえてくる。

（どうしたんだろう……。僕が持ってる指輪のことかな）

　踊りながらさりげなく首元に手をやったとき、表の扉が乱暴に開かれた。

「お待ちくださいっ」

　必死になって止めようとする使用人たちを蹴け散ちらし、黒くろ装しよう束ぞくの男たちがホールになだれ込んでくる。黒一色のそれがアラブの民族衣装だと分かり、サーニヤは目を瞠みはった。ただならぬものを感じたのだろう、楽団が演奏を止め、楽器を放ほうり出して逃にげていく。

　きっとサッタールの男たちがサーニヤを捕まえにきたのだ。察した瞬しゆん間かん、がくがくと膝ひざが震ふるえ、舞台に崩くずれ落ちた。逃げなきゃと気は焦あせるものの、腰こしが抜ぬけたようになってしまい、動けない。

「何者だ、お前たち。どうやって入った」

「おい、ここをどこだと思っている」

　そんな怒ど号ごうが飛び交かうなか、一ひと際きわ体たい軀くのいい男がユアンの前に立った。

　瞬間、ユアンが身を翻ひるがえして逃げ出す。足が悪いようには見えない、一目散に逃げる姿を目まの当たりにして驚いたのも束つかの間、追いついた男がユアンの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「ユアンよ。お前は何度サーニヤを売れば気が済むんだ。小者のくせに最後の最後まで俺を苛いら立だたせるとはな」

　凄すごみのある低い声だ。どこかで聞いた覚えがある。だけど真っ青になって顎を震わせているユアンは見えても、男の顔が見えない。

「サーニヤと暮らす家を出たのも、おおかた自分の身を守るためだろう。仕置きをしておけ。こいつの腐くされきった性しよう根ねは少々脅おどしたくらいじゃ正せない」

　男は傍かたわらの黒装束にユアンを引き渡わたすと、初めてサーニヤのほうに体を向ける。

　ホールに響ひびく迷いのない足音。近づいてくる男を見て、サーニヤは息をつめていた。

　噓うそ、どうしてどうして──。

　混乱がとめどのない涙なみだとなって溢あふれ出る。男の姿をしっかり眸ひとみに刻みつけておきたいのに、視野が滲にじんでしまい、よく見えない。

　だけど、分かる。

「ヘイダル様……」

　震える声で名前を呼んだのと、ヘイダルがサーニヤの前に辿たどり着いたのはほぼ同時だった。

　涙を拭ぬぐいたくても体中から力が抜けていて、顔を上げるのが精いっぱいだ。そのかわりヘイダルがサーニヤの前にひざまずき、大きな手のひらでぐしょ濡ぬれの頰ほおを拭う。

「ヘイダル様……。生きて……おられたのですね……」

「おもしろいことを言うな。お前はたった一発の銃じゆう弾だんで俺が死ぬと思っていたのか？」

　この声、この言い草。記き憶おくを辿るよりも先にヘイダルを感じ、また涙がこぼれる。

「違ちがいます、兄が僕にそう言って……」

「またユアンか。あいつには呆あきれっ放しだ。よくもまあその場しのぎなことを」

　短くため息をついたヘイダルが、眇すがめた目で後方を振り返る。

「お、俺はサーニヤのためを思って──」

　両りよう腕うでを捕とらえられたユアンがわななく声で叫さけんだが、ヘイダルは聞いていなかった。

「ザイード。そいつに手加減は不要だ」

　そう言い放ち、口ひげの男が心得た様子で一礼を返す。ユアンはそのまま数人の男たちに引きずられるようにしてホールの外へ連れ出されていった。

「あの、兄さんは殺されてしまうのですか？」

「まさか。少し説教をするだけだ。明日にはちゃんと家へ帰してやる。お前も見ただろう？　あいつの足はとっくに治っている。真ま面じ目めに働くことを覚えさせないとな」

　あんな兄でもサーニヤにとっては唯ゆい一いつの肉親だ。ほっとして表情をほぐしたものの、今度は自分の身が気になった。

「ぼ、僕はどうなるのですか？　処しよ刑けいされてしまうのですか？」

「処刑？──馬ば鹿かな」

　ヘイダルはわずかに瞠どう目もくすると、へたり込んだままのサーニヤを胸に引き寄せる。

「誰だれがお前をそんな目に遭あわせるものか。俺を撃うったのはお前じゃない、サッタール南部の部族の者たちだ。イムラーンに潜せん伏ぷくしていた最後のひとりを、今夜捕らえることができた。あとはお前さえ取り戻もどすことができれば、この件は終わる」

「……取り戻す？　僕を……？」

　ヘイダルは見上げるサーニヤの髪かみをひと撫ですると、首元に揺ゆれる指輪に触ふれてきた。

「きちんと俺の言いつけを守って可愛いやつだ。少しは俺のことも覚えているようだな」

「はい……」

　滲む声でうなずいたあと、覚えているのとは少し違うことに気がつき、首を振る。だけどやっぱり覚えていることになるのかもしれない。首を傾かしげたあとでまたうなずき、それを見てヘイダルが笑う。

「俺を目の前にして怖いと思わないのなら十分だ。あとでゆっくり思い出させてやる」

　意味深な言い方に頰を熱くしたとき、司祭大臣が唇くちびるを震わせながら舞台へやってきた。

「ヘイダル殿。これはいったい何の騒さわぎですかな。ここは私の別宅ですぞ。まさか一国の外がい相しようたる貴き殿でんがこんな大勢の部下を引き連れて、招かれてもいない場へ来られるとは──」

「間ま違ちがうな。俺はサッタールの外相としてここへ来たのではない。今夜の俺は『砂さ漠ばくの黒くろ獅じ子し』のシーク、ここにいる者は皆みな、同じ部族の者たちだ」

　ヘイダルは強い口調で言い放つと、サーニヤの肩かたを抱だいて立ち上がらせた。

「大臣殿よ。これが何か分かるか？」

　問いながらヘイダルはサーニヤの首から革紐を外す。そして中央で揺れていた指輪を手に取ると、大臣に突つきつけた。

「吠ほえる獅子の横顔は『砂漠の黒獅子』の部族章。闇やみ夜よに等しいオニキスは部族の守り石だ。この指輪は代々、『砂漠の黒獅子』のシークに授さずけられるもの。この神の子が俺の指輪を身につけていたということは、俺のものであるという証あかしだ。『砂漠の黒獅子』のシークが庇ひ護ごする者を奪うばい、蹂じゆう躙りんしようと企たくらむなど、許せる所行ではない」

　シークに授けられる指輪に、庇護する者。ヘイダルの口から飛び出した言葉にサーニヤは驚おどろいた。それは大臣も同じだったようで、傍はた目めにも分かるほど表情を凍こおりつかせていく。

「わ、私はけっしてそのようなつもりでは……。ユ、ユアン殿から買ったのですよ、この神の子を。イムラーンでは地位ある者が神の子を愛あい妾しようにする文化があるのです」

「ほう。文化か。なるほど」

　ヘイダルがうなずいたので納なつ得とくしたのかと思いきや、そうではなかった。

　ヘイダルはどこかおもしろがるように笑い、目線を下方──サーニヤに向ける。

「この神の子は俺のものだ。誰にも渡さない」

　びっくりして釘くぎづけになっていると、もしかして髪の毛に口づけられたのだろうか。ほんのかすか、頭のてっぺんにやわらかなものが押し当てられる感かん触しよく。視野の上には、いまだ笑えみを刻んでいるヘイダルの唇が見える。

「大臣殿どのよ。この美しい神の子を取り合って俺と喧けん嘩かをするか？」

「……は……？」

「俺の異名は砂漠の黒獅子、部族の名のままだ。非情かつ好戦的、負けたことはない。地の果てまで貴殿を追うぞ」

「じょ……冗じよう談だんじゃない、たかだか踊おどり子を買ったくらいで誰がそんなこと──」

　いつの間にかホールには、黒装束の男たちと大臣しかいなかった。大臣は「お、おいっ」と呼びかけながら、自分の別宅だというのに転げながら逃げていく。啞あ然ぜんとするサーニヤの傍らで、ヘイダルが声を立てて笑っていた。







　どこまでが現実で、どこからが夢なのか分からない。きっとすべて現実なのだろうけど、まだ信じられない。

　ヘイダルはイムラーン中の神の子の所在を確かめ、司祭大臣に身み請うけされようとしている神の子・クリシュナに辿り着いたらしい。サーニヤはふわふわと雲の上を漂ただよっているような気持ちでそれを聞き、おぼつかない足取りでヘイダルのあとに続いている。

「とびきり美人の神の子で、親代わりは足の悪い兄というと、お前しかいない。間に合ってよかった。あと一晩遅おそければ、お前はあの肥えた大臣に抱かれていたんだろうからな」

　ヘイダルはサーニヤを振ふり向き、満足そうに微笑ほほえんでみせる。目が合う、それだけで鼓こ動どうが色めき立ち、「ありがとうございます……」と返す声が上うわ擦ずった。

　目の前には見知らぬ廊ろう下かが延びている。別宅を出た足で、政府所有の邸てい宅たくに連れてこられたのだ。今夜は特別に借り切っているらしい。サーニヤはヘイダルの世話係としてここに住み込んでいたそうで、失なくした記憶を取り戻すため、ヘイダルが自ら邸宅内を案内してくれている。

　だけど何を見せられても眸はヘイダルしか映さず、記憶を辿ることに集中できない。

　衣い装しようの上にガウンを羽織っただけという格好も恥はずかしい。サーニヤは肌はだを透すかす薄うす絹ぎぬが見えないよう、ガウンの胸を合わせてからヘイダルに訊きいた。

「もうお体は大だい丈じよう夫ぶなのですか？　肩を撃たれる大おお怪け我がだったと聞きました」

　ヘイダルは「ああ」と笑うと、黒い長衣の上から自身の右みぎ肩かたをさする。

「しばらくは病院のベッドから起き上がれなかったが、なんとか日常生活を送れるほどに回復した。心配ない」

　胸むねを撫なで下ろしたのも束つかの間、いきなり抱き上げられてしまい、「わっ」と声が出る。

「それに左肩と左ひだり腕うでは無事だ。お前は華きや奢しやだから、利きき腕でなくともこんなふうに抱き上げることができる」

　笑みをたたえた眸に見上げられ、大臣の前で告げられた言葉がまざまざと蘇よみがえった。

　記憶を失くす前はこんなにもヘイダルと近しかったのだ。だけど心と体の両方で理解することがまだできていない。思い出したいのに思い出せない、それが悲しい。

「すみません。僕はほとんど覚えていないのです……」

　ふとした拍ひよう子しに感覚だけが蘇ることを説明しているとき、ガウンのポケットに螺ら鈿でんの小箱を入れているのを思い出した。

「ヘイダル様、これをご存じないですか？」

　恐おそる恐る取り出すと、ヘイダルは「おっ」と声を上げ、相そう好ごうを崩くずす。

「どこで見つけた。これは俺がお前に贈おくったものだ。お前はずいぶん大切にしていて、贈った俺のほうが呆れるほど肌はだ身み離はなさず持っていたぞ。だけど独立記念祭の夜、俺と逃にげている最中に失くしてしまったんだ」

「そうだったのですね」

　やはりサーニヤのものだったのだ。見つけることができてよかったと思いはしたものの、気持ちは晴れない。肝かん心じんの中身を捜さがし当てることができなかったせいかもしれない。

「あの、ヘイダル様は僕がこのなかに何を入れていたか、ご存じないですか？　僕はとても大切にしているものをこの小箱にしまっていたような気がするんですけど、中身のほうはいくら捜しても見つけることができなかったんです」

　ヘイダルの表情がわずかに翳かげる。

　どうしてそんな顔をするのだろう。不思議に思ったとき、箱だけでなく中身もヘイダルが贈ったものだったのだと察し、青ざめた。

「も、申し訳ございません。せっかくくださったのに何も覚えていなくて……」

　腕のなかで小さくなっていると、ふいに伸びた手がサーニヤのうなじを引き寄せた。

　ヘイダルはサーニヤの顔を首筋に押し当てると、繰くり返し後ろ髪がみを撫でてくる。

「お前が謝ることなど何もない。俺がお前の記き憶おくを飛ばしたんだ」

「ヘイダル様が……？」

「あの夜の俺は、そうする以外にお前を守る術すべを持たなかった。許せ、サーニヤ。追っ手にお前が捕とらわれてしまうことだけは何としてでも避さけたかったんだ」

　こめかみに触れるのは、どこかしら滲にじんでいるような声こわ音ねだ。何も思い出せないサーニヤもつらいが、すべて覚えているヘイダルのほうも同じくらいつらいのかもしれない。おずおずと体を預けると、応こたえるようにヘイダルがサーニヤを抱く手を強くする。

　いつの間にか廊下を抜ぬけ、庭へ出ていた。ヘイダルはサーニヤを抱き上げたままの格好で、庭園灯が照らす石いし畳だたみの上を歩き始める。

「動けない俺のかわりに、ザイードとその家族がずっとお前を捜していたんだ。チャイナタウンにいたそうだな。砂の上はまともに歩けないくせに塀へいの上を走るのは速かったと、ザイードが悔くやしがっていたぞ」

「ごめんなさい。てっきり捕つかまると殺されてしまうと思っていたんです」

「逃げられるのは複雑だが、逃げ足が速いというのは頼たのもしい。お前はやはり並外れた運動神経の持ち主だ。あんなにも美しく踊れるのだから当然か」

　褒ほめられたようで嬉うれしい。口くち許もとを綻ほころばせたとき、咲さき乱れる紫し薇びの花が目に入った。

「わあ……」

　月光を受けたマゼンダ色が、数え切れないほど夜風に揺ゆらめいている。抱き上げられているおかげで高いところで咲いている花もよく見えた。思わず手を伸ばし、花はな房ぶさに触ふれる。

「紫薇が好きか？」

「はい」

「そうか。記憶を失くす前のお前もこの花が好きだった」

　ヘイダルはサーニヤを降ろすと、間近なところで咲いていた一本を手た折おった。

　それを差し出すのではなく、サーニヤの耳の上に挿さす。

「やはりお前には満開の花がよく似合う」

「ヘイダル様……」

　いつだっただろう。今夜と同じことが過去にもあったような気がする。

　ほんのわずか、片方のこめかみにかかった重み。せっかくの花を落としてしまわないよう、そうっと触れる自分の手つき。確か嬉しくてたまらなくなって、だけどもっとどきどきするようなことがそのあとに起こって──。

「ちょうどこの辺りだっただろうな」

　ヘイダルが傍かたわらのベンチを一いち瞥べつしたあとに言う。

「俺はこんなふうにお前の髪かみに紫薇を挿してやったことがある。忘れもしない、月が満ちた夜だった。そのとき初めて心の内を告げたんだ。ずっとお前を愛いとおしいと思っていたと」

　ヘイダルは熱情のこもった眼まな差ざしでサーニヤを見つめている。

　きっとサーニヤが忘れてしまったサーニヤも、同じ瞬しゆん間かんを味わったのだろう。眩暈めまいを覚えるほどに鼓動が高鳴っていき、体中に甘くて切ないものが満ちていく。

「お前が忘れてしまったのなら、俺は何度でも言おう。サーニヤ、お前が愛おしい。離はなれている間、俺がどれほど狂くるおしい想おもいを抱かかえていたか、この胸を開いて見せてやりたいほどだ。いますぐにとは言わない、だけどお前と添そうのは俺だ。それだけは心に刻んでおけ」

　過去のサーニヤに告げているのではない、いま目の前にいるサーニヤにヘイダルは告げているのだ。新しい言葉で、唯ゆい一いつの想いを。

　だからサーニヤも言った。「嫌いや……」と首を振ったあと、ヘイダルの胸に頭を預けて。

「待ったりしないでください。いますぐがいいです。だって僕、もうヘイダル様に……」

　恋こいをしているんです。──そう言おうと思ったのに言えなかった。

　サーニヤの言葉が終わらないうちにヘイダルが息を吞のみ、抱だきしめる。そのまま顎あごを持ち上げられ、口づけられた。「本当か？」と訊いてくるくせに返事もさせない、息を継つぐのすら難しい口づけだ。触れ合う角度を変えながら、何度も深く。

「……っん……ヘイダル様……僕、最後までちゃんと言ってない……」

「サーニヤ。俺はかなり気が短い。お前が待たなくていいと言うのなら、一いつ瞬しゆんたりとも待たない。俺の気持ちは十分すぎるほど満ちている」

　ああ、そういえばこういう人だった。またひとつ思い出したことが嬉しくて、何度目か分からない口づけを微笑んで受け止める。







　ベッドに向かう間も、ガウンを脱ぬぐ間も、離れていた距きよ離りと時間を取り戻もどすように唇くちびるを重ねた。天てん蓋がいから垂れた薄うす布ぬのさえ、マゼンダ色に染まっているように見える。ヘイダルはサーニヤの髪から紫薇を取ると、ゆっくりとベッドに押し倒たおしながらまた口づけてくる。

「お前に深しん紅くは派手だと思っていたが、似合うな。今夜のそれはいままで見た衣装のなかでいちばん美しい」

　ヘイダルは熱を帯びた眼差しでサーニヤを見つめながら、衣装の胸をまさぐっている。

「あ……。実はこれ、大臣様にいただいたものなんです」

「何だと？」

　ヘイダルは手を止めると、途と端たんに表情を険しくした。「身み請うけされるときは、身請け人から衣装や装そう飾しよく品をいただく風習になっているんです」と説明すると、さらに眉み間けんの皺しわを増やす。

「なぜそれをもっと早くに言わない。まさかいまのいままで俺以外の男から贈られたものを身につけていたとはな」

「そんな……待ってください、脱ぎますから」

　せっかくヘイダルと心を近づけることができたのに、こんなことで機き嫌げんを損そこねさせたくない。

　サーニヤは飛び起きると、衣装のホックに手をかけた。ヘイダルは不機嫌そうな顔で胡坐あぐらをかいている。目の前で脱ぐのがいちばんなのだろうが、さすがにそれは恥はずかしい。「後ろを向いててください」とお願いすると、ヘイダルは渋しぶ々しぶといった様子で体の向きを変える。

　目の前の背中が動かないのを確かく認にんしつつ、まずは髪かみ飾かざりを外した。

　いらないという意味で、ベッドの縁ふちから床ゆかの上へ落とす。次にネックレス、そして指輪。最後に薄うす絹ぎぬの衣装を脱ぎ捨て、下した穿ばきだけの姿になった。

　脱いだ分だけ涼すずしくなるのが普ふ通つうだろうに、なぜかほんのりと体が熱くなる。

　サーニヤはこくんと唾つばを飲み干すと、後ろからヘイダルに腕うでを絡からませた。

「お待たせしました。もういいですよ」

　気が短いと自分で言うだけあって、このわずかな時間でもヘイダルは苛いらついていたらしい。荒あらく吐はかれた鼻息に一いつ瞬しゆん緊きん張ちようしたものの、振ふり向いたヘイダルは、傍はた目めにも分かるほど口許を綻ばせた。

　サーニヤの顔からシーツについている膝ひざまで、ヘイダルの視線が二度、往復する。

　じっくり見られていると思うといっそう体が熱くなり、口のなかに唾がたまっていく。

「変わらず白い肌はだだな。だけど下穿きを脱がないのはなぜだ」

「これは……自分で買ったものですから」

「そうか。ならば許してやる」

　満足げにうなずいたヘイダルに腰こしを引き寄せられ、サーニヤは胡坐をかいた腿ももの上に跨またがらされた。

「今夜も大だい胆たんな下穿きだな。踊おどるときはこれでなければいけないとはまったく驚おどろきだ」

「ご存じなのですか？」

「お前が俺にそう教えた」

　いったいどんな流れでそんなことをヘイダルに教えたのだろう。衣い装しようの裾すそがめくれることを前提にした下穿きなので、仕立てはきれいだ。だけど前を覆おおう布はとても小さく、後ろは紐ひもでしかない。今日の下穿きは、その紐の部分が装飾をほどこした鎖くさりになっている。

　まじまじと見られる羞しゆう恥ちにうつむいていると、下した顎あごに口づけられた。ヘイダルはそのままサーニヤの首筋へ唇を滑すべらせながら、さりげなく下穿きに手を這はわしている。太ふと腿ももの付け根をまさぐられたあと、後ろにまわり込んだ手で鎖の部分をなぞられ、「……ん」と、くぐもった声が洩もれた。

「お前は忘れてしまったか？　俺と心を通わせてからは、毎晩こういう下穿きで俺を誘さそってきたことを」

「ほ、本当ですか？」

「ああ、本当だ。こんなふうに下穿き姿で俺の上に跨って、尻しりを擦こすりつけてくるんだ」

　いまのサーニヤにはとても考えられない、大胆すぎる過去の自分に耳みみ朶たぶまで赤くなる。

「ふしだらすぎますね……お許しください」

「何を。俺はお前に誘われるのが楽しみでならなかった。やってみろ、少し思い出すかもしれないぞ」

「えっ……？」

　ありえないことをさらりと言われてしまい、思わずヘイダルを二度見した。

　にやにやと笑っているのが引っかかったけれど、記き憶おくを失なくす前の自分を取り戻せるのなら取り戻したい。楽しみでならなかったというヘイダルの言葉にも後押しされた。こくんと唾を飲み、あらためてヘイダルを見る。

「あの、僕はどんなふうに動いたんですか？」

「そうだな、こんな感じだろう」

　節くれ立った手がサーニヤの腰こし骨ぼねを摑つかみ、胡坐の上で円を描えがくように動かす。

「ちょ……」

　会え陰いんに伝わった感かん触しよくに、サーニヤは驚いて飛び上がった。

　勘かん違ちがい、ではないと思う。下衣の内側でヘイダルの雄おす根ねが硬かたくなっている。　>>>♥

「おかしいか？　衣装を脱いだお前に興奮するのは」

「い、いえ……」

　興奮してもらえるのは嬉しいけれど、ここに尻を擦りつけるのは恥ずかしい。本当に記憶を失くす前の自分はこんなことをしていたのだろうか。真っ赤になりながらもヘイダルの首に腕を絡ませ、恐おそる恐る腰を落としていく。

「……あ……」

　布越ごしでも十分伝わる漲みなぎりの熱さ。やはりヘイダルの雄は硬くなっている。

　腰骨を抱だかれているせいで、二度も飛び上がることはできなかった。わずかに息が乱れるのを感じながら身じろぎしていると、「嫌なのか？」と眸ひとみを覗のぞかれてしまい、「いえ」と慌あわてて首を振る。

　ヘイダルの愛情を一身に受け止めていた頃ころの自分に戻りたい。思いつつも、いまのサーニヤには慣れない行こう為いに変わりない。控ひかえめに腰を動かすだけでも灼やけつく楔くさびの逞たくましさを感じてしまい、ぞくっと粟あわ肌はだが立つ。だけど嫌々していると思われたくなくて、羞恥を押し殺して布越しの漲りに尻を擦りつける。

「……ぅん……っふ」

　不器用ながらも腰をくねらせていると、なぜだろう、じんわりと体の芯しんが痺しびれてきた。

　じくじくと昇のぼる熱に侵おかされ、下穿きの前が張りつめていく。それを隠かくすつもりで目の前の胸に添うと、あろうことかヘイダルの下腹部に兆きざしかけのものを擦りつけてしまい、慌てて後ろに腰を引く。おかげで下穿きの鎖が尻肉に食い込み、愛あい撫ぶもされていないのに甘えるような鼻息が洩れた。

「どうした。お前のほうが愉たのしんでいるのか？」

　下穿きの膨ふくらみに気づかれてしまい、慌てて両手で覆う。

　ヘイダルは吐と息いきだけで笑うと、サーニヤの腰を抱く手に力を込め、リズムを教えるように揺ゆらしてきた。前に後ろにと、ときどき深く擦りつけながら。あやすように目尻に繰くり返される接せつ吻ぷんにも追い上げられ、体はすぐにその不ふ埒らちな強弱を覚えてしまう。

「ぁ……っ、あん……」

　まるでひとり遊びに耽ふけっているようだ。

　ヘイダルの手が離はなれてしまっても、もじもじと揺らめく腰が止まらない。

　唇は何度結んでもほどけてしまい、そのたびに鼻にかかった喘あえぎが洩れる。声を上げた拍ひよう子しに舌を覗けてしまい、すかさずヘイダルが舌を絡めてくる。唇を合わさないままに舌と舌とが縺もつれ、口づけのときとはまた違ちがう恍こう惚こつがサーニヤのまぶたを欲よく情じよう色いろに染めた。

「きれいだ、サーニヤ」

　うっとりとヘイダルが囁ささやき、ついに持ち上がった手がサーニヤの左の乳にゆう暈うんを捏こねる。

「……っやぁ」

　抗あらがいに似た声を上げつつも、背筋に抜ぬけた刺し激げきにはかなわなかった。もう片方の花芽もいじってほしくて、だけど言えなくて。火ほ照てった会陰をふしだらに擦りつけながら、ほんの少しだけ上半身を捻ひねる。

　ヘイダルはすぐに察して、笑いながら右の乳ち首くびに唇を寄せてきた。

「そうだな。こっちも可愛かわいがってやらなければ可か哀わいそうだ」

「は……ぁあ……」

　音を立てて吸いつかれたあと、舐なめ上げられる。分かってもらえて嬉うれしいような、恥ずかしいような。まざり合い、ひとつになった甘美と羞恥がサーニヤの息を熱く湿しめらした。

「どうした、俺をもっと煽あおれ。止まっているぞ」

　軽く尻たぶをつねられ、弾はじかれたようにまた腰を上下に揺する。

「……あぁ、ヘイダル様……ぼ、僕は本当にこんなことを……？」

　理性が散り散りになっていくばかりで記憶が蘇よみがえる気配がまるでない。喘ぎながら訊きくと、ヘイダルはなぜか笑い、耳朶に吸いついてきた。

「いや、していない」

「え……」

「お前は裸はだかになるのにも恥ずかしがって涙なみだを浮うかべるようなやつだった。半はん裸らで俺を誘うなど、間ま違ちがって媚び薬やくを飲んでも無理だろうな」

「ぼっ、僕を弄もてあそんだのですか？」

　カッと頰ほおが熱くなり、ヘイダルの股また座ぐらから飛び降りる。

　いまのいままで溺おぼれかけていた自分のはしたなさに耐たえられず、逃にげるようにベッドの隅すみに向かって這い進む。だけどほんの少しも行かないところで足首を摑まれ、引き戻もどされた。

　そのまま大きな体が這いつくばっているサーニヤに覆い被かぶさってくる。

「こういうのは弄んだとは言わない、前ぜん戯ぎと言うんだ」

「ぜ、前戯って……」

「お前に触ふれるたび、可愛らしいと思ってきたが、今夜のお前は格段に可愛らしかった。少しの噓うそくらい許せ。俺がどれほどお前に焦こがれていたか──当分夢に見るだろうな。俺に応こたえようと懸けん命めいだっただろう。次は俺がお前に応える番だ」

　言いながら、熱い唇くちびるがサーニヤの背中を下っていく。

「ひゃっ、あ」

　肩けん甲こう骨こつの窪くぼみも、脇わき腹ばらのやわらかな皮ひ膚ふも余すところなく舐められ、びくびくと体がわなないた。曲線を描く唇に翻ほん弄ろうされ、また下した穿ばきの内側がじっとりと重くなっていく。きっと完全に雄の形に変わってしまっているだろう。果芯がシーツに擦こすれてしまうのがつらくて膝ひざを立てると、それをいいことに太腿を引き寄せられた。

　ヘイダルに向かって尻を突つき出すような格好だ。こんな格好をしてしまえば、狭はざ間まに隠れている秘所があからさまになってしまう。前を覆う布はあっても後ろにはない。金色の飾かざり鎖だけなのだ。

「あぁ、見ないで……ヘイダル様……」

　涙なみだ声ごえでの哀あい訴そは聞き入れてもらえなかった。ヘイダルは鎖を引っ張り、まずは手のひらをくぐらせてから、サーニヤの尻しり肉にくに顔を埋うずめてくる。

「つれないことを言うな。俺はお前のここに何度も口づけている。これは本当だ」

「あっあ、あ……」

　伸のばした舌で後こう孔こうの襞ひだを辿たどられる、それだけでも羞恥で目が眩くらむのに、しゃぶりつくように唇で覆われたときには、視野すべてが白く霞かすんだ。濡ぬらし、味わうような舌使いに追いつめられ、かすれた悲鳴が[image: 迸]ほとばしる。

「ぃや、あ……も、無理です、こんな……」

「何が無理なものか。こんなにも俺を誘さそう色をしておきながら」

　ヘイダルが尻たぶを押し開き、尖とがらせた舌を捻ねじ込んでくる。

　ざっと肌はだがわななき、細やかな汗あせが噴ふき出した。熱くてやわらかなものが執しつ拗ように後孔の際きわを舐め溶とかしている。この刺激をどうかわしたらいいのか。立てた膝をがくがくと震ふるわせながらシーツに額を擦りつけていると、今度は濡らした指を差し入れられた。

「はあっ、あ……ん、んっ」

　舌とは違う、ごつごつとした質感だ。まぶたの裏にカッと光が散って、張りつめっ放しだった果芯が下穿きのなかで爆はぜる。小さな布きれでは欲よく液えきをとどめることができず、染しみなかったものが太ふと腿ももの付け根から溢あふれていく。

　それなのに二本目を吞のまされ──。

「……あっあ……もう──」

　再び兆し始めた果芯のせいで、下穿きが苦しくてたまらない。

　シーツに頰をつけ、ほとんど半泣きになって腰こしにかかる鎖くさりを引っかいていると、ヘイダルが気がついた。ようやく濡れそぼったものを取り払はらわれ、はあと息を吐はいたのも束つかの間、三本目が後孔深くに埋まっていく。

「っひゃ、あぁ……」

　サーニヤは必死になってシーツに縋すがりついた。三本の節くれであやされた柔やわ襞ひだが、吸いつくようにヘイダルに絡からみついていくのが自分でもよく分かる。思考まで白一色に染めていく官能の白波。際まで引き抜かれたかと思えばまた穿うがたれ、その刺激がなりふり構わない嬌きよう声せいとなって[image: 迸]る。奥のほうを弾くように指を使われると、二度目の光がまぶたの裏に閃ひらめいた。

「……あぅ……ふ、う……ん」

　また達してしまったのだろう。理性はとっくの昔に立ち去ったあとのようで、体を表に返されても閉じようという気が起こらない。鎮しずまることのない熱が体の奥を炙あぶっていて、愛撫の手が離れてしまってもなお甘えるような吐息が洩もれる。

「まさか再会したその夜にお前を抱けるとは思っていなかった。覚かく悟ごをしておけよ、今夜は放さない」

　言いながらヘイダルが長衣を脱ぬいでいる。

　焦しよう点てんの合わない眸でぼんやり眺ながめていると、右の肩かたを覆おおっている包帯が目に入った。さすがにもう血が滲にじんでいる気配はないものの、痛々しいのに変わりはない。

　力の入らない体で無理に起き、ヘイダルにしがみつく。

「どうした。もう心配はないと言っただろう」

　うなずきつつも、今度は左の胸にある刺青いれずみが気になった。指輪のデザインと同じ、獅し子しの横顔だ。唐とう突とつに海辺の風景が蘇り、「……あっ」と声が出る。

　ヘイダルは自身の胸をひと撫なでしたあと、サーニヤを押し倒たおしてきた。

「怖こわがるな。これはお前を愛してやまない黒獅子だ。お前を傷つける者に牙きばを剝むくことはしても、お前を傷つけることはぜったいにない」

「怖がるだなんて……」

　ただ思い出したから声を上げてしまっただけだ。見ず知らずの男の刺青なら怖がることもしただろうが、黒獅子の情熱なら、今夜一晩で十分すぎるほど教えられている。

　サーニヤは刺青の獅子を撫でたあと、額のところをちょんとつついた。刺青ではなくヘイダルが笑い、サーニヤの首筋に甘く歯を立ててくる。くすぐったくて身をよじった拍子にヘイダルの欲よく芯しんが下か肢しに触れ、これ以上ないほどに滾たぎっているのを知った。

「こっちも怖がるんじゃないぞ」

　冗じよう談だんなのか本気なのか。言いながらヘイダルは欲の根をサーニヤの股座にあてがった。

　ヘイダルは触れ合ったふたつの性器をまとめて握にぎり、サーニヤが纏まとわせている蜜みつ液えきを自身の怒ど張ちようにまぶしている。硬こう起きしきったものと手のひら、両方にくまなく可愛がられ、二度も放ったはずがまた芯を持つ。

　何度も欲しがっているようで恥はずかしくなり、きゅっと唇を嚙かむ。その拍子に膝を押し上げられ、腰を打ちつけられた。

「力を抜いておけよ」

「あ、待っ……」

　後孔に触れた怒張の熱さと太さに、思わず息をつめる。

　怖い──と思ったことを悟さとられないよう、必死で息を整えようとするものの、ついつい引きつるような声を出してしまい、うまくできない。そのたびにヘイダルは「大だい丈じよう夫ぶだ」とサーニヤの目め許もとに口づけを落とし、まずは入り口の襞を馴な染じませるように腰を使う。

　サーニヤが忘れてしまったサーニヤは、もっとうまくヘイダルに抱だかれたのだろう。思わずそんなことを考えてしまい、視野が潤うるんだ。

「痛いのか？」

「い、いえ……」

　何があっても忘れたくなかった。恋こい人びとなら恋人のまま、心も体も途と切ぎれることなく。

　だけどそれを言ってしまえばヘイダルを傷つけることになってしまう。サーニヤを守るために記き憶おくを飛ばしたのだとヘイダルは言っていた。

「ごめんなさい……」

　涙が滲んだ理由は言わず、ただヘイダルにしがみつく。

「ヘイダル様のいいようにしてくださったらいいです。僕、平気です」

「何を言っている。俺は乱暴なことはしないと、お前が忘れたお前に誓ちかっている。どれだけの間、離はなれていたと思っているんだ。お前のここが固く閉じてしまうのは当然だろう。それともたかだか三本の指を吞み込んだくらいで、俺の雄おすも容易たやすく吞み込めると思っていたのか？」

「そ、そんなこと、僕は……」

「だったら目を瞑つぶって力を抜ぬいていろ。くだらないことをごちゃごちゃと考えるな」

　ぴしゃりと叱しかられたせいで涙が引っ込んだ。「はい……」と素す直なおにうなずき、言われたとおりに目を閉じる。「まったく」と呆あきれるように言われたが、腰つきの慎しん重ちようさは変わらない。

　強ごう引いんなようで大切にしてくれている。きっとサーニヤが忘れてしまったサーニヤも、そういうヘイダルが大好きだったのだろう。いまのサーニヤと同じだ。赤く染まった頰ほおを緩ゆるめ、大人しくヘイダルの侵しん入にゆうを待つ。

「ほら。力を抜けば入るだろうが。分かるか？」

「……ん」

　繰くり返し擦りつけられたことで閉じていたはずの襞が潤み、ヘイダルを半分吞み込んだ。

　本当に三本の指とは比べものにならない。滾った雄をまざまざと感じ、果芯の先せん端たんが濡れそぼつ。「その気になるのが早いな」とひと撫でされ、「……っ」と仰のけ反る。その拍ひよう子しにヘイダルが腰を進め、最さい奥おうまでの道筋がすべて剛ごう直ちよくで埋め尽つくされた。

「は……ぁ、あ……」

「お前は何も変わっていない。久しぶりのわりには上手に俺を吞み込んだ」

　満足そうに眦まなじりを優やさしくしたヘイダルが、繫つながっている部分を指で辿る。それだけでも秘肉が喘あえぎ、楔くさびを締しめつけてしまう。「動くぞ」と律動を開始されたときには、弾はじけるようにして光が瞬またたいた。

「あぁ……っ……」

　くねる柔襞をあやすように突き上げてくる怒張の逞たくましさ。濃のう厚こうな快楽とは別に、切ない感情が胸に広がり、サーニヤはたまらずヘイダルをかき抱いた。

　隙すき間まなく胸と胸を合わせ、それでも足りず、舌を伸のばして口づけをねだる。

「初めてだな。どうした」

「ぼっ……僕だって……ずっとヘイダル様のことを考えてたんです……何もかも忘れて普ふ通つうに過ごしてたわけじゃ……」

　肌と肌を重ね、体の奥でヘイダルを感じたせいかもしれない。言葉だけを交かわしていたときよりも深く、ヘイダルばかりが胸に満ちてくる。

　チャイナタウンで膝ひざを抱かかえて眺めた空。ヘイダルの温ぬくもりを探し、何度も地べたに向かって呼びかけた。死んだと聞かされたときにはどれほどショックだったか。

　いま、そのヘイダルに抱かれている。

　実感すればするほど眸ひとみが潤み、だけど二度と離れたくなくて、かき抱く腕うでに力がこもる。

「もうぜったいに……僕を放さないでくださ……」

　言葉にした途と端たん、瞬きもできない速さでたくさんの映像が脳のう裏りにはためいた。

　手のなかで潰つぶれた紫し薇びの花びらや、夜に咲さく白い花。足に纏わりつく砂さ漠ばくの砂。夕暮れの海。

　サーニヤが忘れてしまったサーニヤの記憶の切れ端はしが渦うずを巻き、ヘイダルに抱かれているサーニヤのなかに溶け込んでいく。

　泣いてはいけない、分かっているのに涙なみだが止まらない。

　やっとここに──ヘイダルの腕のなかに帰ってこられたと、サーニヤが忘れたサーニヤも同じように泣いているからだろう。

　一いち途ずな熱情を持っていたのはヘイダルだけではない。

　まるで対ついになった翅はねのように、同じ想おもいをサーニヤは確かに持っていた。誇ほこれるほど強く懸けん命めいに、ただ懸命にヘイダルだけを愛していた。

「泣くな、サーニヤ。俺はもう二度とお前を放したりはしない」

「……本当に……？」

「ようやく取り戻もどせたんだ。誰だれが放すものか」

　言葉よりも抱ほう擁ようの強さでヘイダルの気持ちを感じ、ようやく息ができたような気がした。

　しゃくり上げるのをやめ、目の前の双そう眸ぼうを見つめる。涙でぐしょ濡ぬれのおかしな顔だろうに、ヘイダルは慈いつくしむようにサーニヤの頰を撫でてくる。

「俺はお前をサッタールに連れて帰る。お前ともそう約束を交わしている」

「ヘイダル様……」

　覚えていないけれど、そうだろうと思う。心の隙間に記憶のかけらがぴったりと合わさるような感じだ。驚おどろくどころかほっとし、涙まみれの頰が自然と綻ほころぶ。

「じゃあ、僕とヘイダル様はずっと一いつ緒しよにいられるんですか？」

「そうだ。多分お前よりも俺のほうがそれを強く望んでいる」

　嬉うれしい──。

　笑い顔でヘイダルに頰を擦こすりつけたあとは、逞しい体にすべてをゆだねた。

　最奥までの道のりを何度も行き来する楔の熱さ。やわらかな肉にく襞ひだをこそげるように出し入れされるたび、上うわ擦ずった喘ぎをこぼしてしまう。汗あせばんだ互たがいの胸のなめらかさや、湿しめっては絡からむばかりの吐と息いきすら心地ここち好よい。

「ああ、ヘイダルさ……ま……」

　仰け反り、先に果てたのはサーニヤだった。濃厚すぎる余よ韻いんにわななく体をヘイダルが繰り返し突つき上げ、白はく濁だくをそそぎ込む。重なった体温はぴったり同じで、どちらが熱く、どちらが冷たいということはない。

　乱れた息のまま、何度も唇くちびるを合わせていると、ヘイダルが撃うたれたあの夜に戻れた気がした。離れてしまったのは体だけで、心はずっと繫がり合っていたような──。

　繫がり合っていたからこそ、互いの胸のなかに戻れたのかもしれない。

　こういうのをたまらなく幸せだというのだと思う。
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　サッタールの首都・ディアル──。

　ヘイダルは外がい相しようとしての仕事を終え、自宅へ帰る車のなかでふと声を上げる。

「うん？　もしかして今日は記念日か」

　独り言のようでいて、そうではないような。判断しかねたらしいザイードが、バックミラー越ごしに後部座席のヘイダルに視線を寄よ越こす。

「は？　何の記念日でしょう」

「サーニヤをサッタールに連れてきた記念の日だ。確か五十三日前の今日だったように思う。お前、覚えていないか？」

　ザイードは真ま面じ目めなので冗じよう談だんが通じない。「あの、五十三日目というのは祝うようなことなのでしょうか」と窺うかがうような声こわ音ねで返してきたので、柄がらにもなく噴ふき出してしまった。

「ヘイダル様？」

「いや、何でもない」

　五十三日目を祝うような風習は、サッタールにもイムラーンにもない。

　ただ、

「花束を買う。シティセンターに寄ってくれ」

　それが言いたかっただけだ。

　五十三日前の今日、ヘイダルはサーニヤをサッタールに連れてきた。

　まずは記憶のことでサーニヤを医師に診みせようと決めていたので、しばらくは気き忙ぜわしい日々が続いたのが懐なつかしい。

　驚くことにサーニヤの脳機能は正常だった。ときとして記憶の上書きが困難になる状態を、心的な負ふ荷かが起因しているのではないかと、サーニヤを診たどの医師も言っている。

　サーニヤは『大きな音』とともに両親を亡なくしている。そのショックが、事故を彷ほう彿ふつとさせる『音』に過か敏びんに反応して記き憶おくを混乱させ、それに気づいたユアンが『音』を利用することでサーニヤの心にさらなる負荷をかけた、ということか。

　兄のためだとどんなに自分に言い聞かせても、心を許していない相手に抱だかれることは心に深い爪つめ痕あとを残す。サーニヤが娼しよう夫ふの真似まね事ごとをさせられたのは、きっと一度や二度ではなかったはずだ。いつしか『音』はサーニヤの記憶を閉じさせる、弁べん膜まくのようなものになっていたのかもしれない。負荷を手放し、心を守るための弁だ。いつでも笑っていられるように。

　その憶おく測そくこそ真実かのように、サッタールで暮らすようになってからサーニヤの記憶は落ち着いている。今朝、サーニヤがあやまって食器を割ってしまったときには、ヘイダルのほうが真っ青になったのだが──。

「わっ、ごめんなさい、ヘイダル様」

　慌あわてふためきながら破は片へんを片付けるサーニヤを眸に映したときには、まだ信じられなかった。

「お前……忘れていないのか？」

　恐おそる恐る尋たずねると、サーニヤは「何をですか？」と不思議そうに首を傾かしげてみせたあと、

「──ああっ、僕、忘れてない！」

　ぱっと表情を輝かがやかせ、ヘイダルの首根に飛びついてきたのだ。

　あの瞬しゆん間かんに味わった安あん堵どと嬉しさは、一生忘れることはないだろう。

　穏おだやかに過ごしていれば、きっとサーニヤの記憶はもう途と切ぎれることはない。──確信に近い思いを抱いだけたのが、今日。五十三日目。だから『記念の日』というこじつけだ。

　ザイードを車に待たせ、シティセンターの花屋にあったすべてのマゼンダ色の薔ば薇らを買い取る。後部座席の半分が埋うまるほどの花束だ。結ばせたリボンもでかい。それを見てザイードはあからさまに目を剝むき、まじまじとヘイダルを見たあと、相そう好ごうを崩くずした。

「すごい花束じゃないですか。相変わらずサーニヤに首ったけなんですね」

「当たり前だろう」

　と鼻を鳴らし、口角を持ち上げる。ザイードは側近ではなく従弟いとこの顔で笑っていた。

　シティセンターから自宅まではそうかからない。花束を肩かたに担かついで自宅に戻ると、サーニヤが大きな眸を真ん丸にしてヘイダルを出で迎むかえた。

「ど、どうされたのですか、そのお花」

「さあ、どうしたんだろうな」

　自宅の一階には厨ちゆう房ぼうや応接間があるので世話係を置いている。ただし二階は完全にヘイダルとサーニヤのプライベートフロアで、誰の立ち入りも許していない。絨じゆう毯たん敷じきの階段をサーニヤを従えてのぼり、二階のリビングに辿たどり着いたところで花束を差し出した。

「今日でお前がサッタールに来て、五十三日目。その祝いだ」

「えっ……サッタールでは五十三というのは何か特別な意味のある数なのですか？」

　ザイードも真面目だが、サーニヤも真面目だ。唇が波打つのを覚えながら、サーニヤの腕うでに花束を抱かせる。

「いや、意味はない。お前に似合うだろうと思って買ったのが本当だ。きれいだろう？」

「なんだ。びっくりするじゃないですか。でも嬉しい。ありがとうございます」

　サーニヤはほっとしたように微笑ほほえむと、薔薇の花に鼻先を埋める。

　匂においを嗅かぎながら、花束に仕込ませたメッセージカードに気がついたらしい。「あっ」と声を上げると、そそくさと花束をテーブルに置き、神しん妙みような面おも持もちでカードを開く。

　サーニヤには花を贈おくるときも菓か子しを贈るときも、カードは欠かさず添そえるようにしている。

　約束は破りたくないし、破るつもりもない。右みぎ肩かたを撃たれたあの日、混乱して螺ら鈿でんの小箱を捜さがし続けるサーニヤに、カードなどいつでも書いてやるとヘイダルは言ったのだ。

　しかし照れもあって文面はいつも同じ。──サーニヤへ、愛を込めて。

　いい加減、見み飽あきただろうに、サーニヤはじっとカードを眺ながめたあと、薔薇色に染まった頰ほおを綻ばせ、ヘイダルに飛びついてきた。

「嬉しい、ヘイダル様。大好き」

　この笑え顔がおが好きだ。それから体の芯しんを溶とかすような言葉の甘さ。

　可愛かわいいな。サーニヤがいるときはしょっちゅう思うことを今夜も思い、華きや奢しやな体を抱き上げる。

「俺も好きだ、サーニヤ。いつまでも俺のものでいろ」

「はい」

　今夜最初の口づけはサーニヤのほうからだった。両手でヘイダルの頰を挟はさみ、微び笑しようが刻まれたままの唇をそっと押し当ててくる。触ふれるだけの口づけだったが、誓ちかいの証あかしのようで悪くない。うなじを引き寄せ、今度はヘイダルのほうから口づける。

　最近、側近たちの間では、ヘイダルの顔つきが変わったようだと噂うわさになっているらしい。

　それもそうだろう。自宅に最愛の恋こい人びとを住まわせているのだ。サーニヤは毎晩ヘイダルの腕のなかで寝ね息いきを立てている。少し寝ね相ぞうが悪いことを、ともに暮らすようになって初めて知った。それすらも幸せのひとつとして数えている。

　もしかして砂さ漠ばくの黒くろ獅じ子しという異名が似合わなくなる日が来るかもしれない。

　いや、それは困るな。──そんなことを思いつつ、ヘイダルは今夜もサーニヤが待つ自宅に帰れたことに眦まなじりを綻ほころばせる。







　あとがき







　こんにちは。または初めまして。つばき深み玲れいです。このたびは「黒くろ獅じ子しの寵ちよう愛あい」をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は、記き憶おくの上書きが困難な子が懸けん命めいに恋こいをするお話であり、記憶の上書きが困難な子を情熱的に（かつ俺様流に）愛するお話でもあります。

　忘れてしまうことは、幸せなのか不幸なのか。

　記憶の上書きができるわたしにはその答えは分かりませんが、プロットの段階でおぼろげながら持っていた答えというか、記憶に対する印象のようなものが、サーニヤを書いていくうちに変わっていきました。忘れてしまうからこそサーニヤは、ひとつのものからたくさんのものを見て、感じて、心に焼きつけているんじゃないかなと思います。

　そんなこんなで当初の予定よりもサーニヤの章を増やしたので、既き定ていの枚数に収まるかどうか、初しよ稿こう中はずっとぎくぎくしていました。ぎくぎくしすぎて、ずっと口内炎えんを患わずらっていたほどです。結果、見事にオーバーしてしまったわけなのですが、ありがたいことにページ数を増やしていただけまして。担当様、その節は本当にありがとうございました。書きたいことをぎうぎうに書かせていただけて幸せです。

　枚数への不安を別にすると、大大好きな歳としの差・体格差カップルだったので、それはそれは楽しく書けました。

　ちなみにわたし、無毛の時代が来ればいいなといつも本気で思っています。受うけだけです。攻せめはもさもさで構いません。あ、髪かみの毛のことじゃないですよ。踊おどり子設定をいいことにＴバックまで書くことができて大満足です。本作にはサーニヤしか出てきませんが、神の子、美人揃ぞろいです。神の子に萌もえてくださった方がおひとりでもおられますように！

　そんなわたしの萌えを捻ねじ込んだお話に華はなを添そえてくださったのは、Ｃｉｅｌ先生です。

　Ｃｉｅｌ先生、お忙いそがしい中、ありがとうございます。先生がイラストを引き受けてくださったことが、執しつ筆ぴつ中の最大の励はげみでした。ファンの一人として、先生が描えがいてくださるヘイダルとサーニヤが楽しみでなりません。

　最後になりましたが、ここまでお付き合いくださった皆みなさま、本当にありがとうございます。

　いかがでしたでしょうか。少しでもヘイダルとサーニヤの恋模様を楽しんでいただけましたなら幸いです。

　また、本作にかかわってくださったすべての方に心よりお礼申し上げます。




　　二〇一四年　十二月


つばき深玲　
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白王獅子の誘惑
















　幾重にもかさなり合った花びら。ほころび始めの白から黄色の花芯がわずかにのぞいている。

　白はく王おう獅じ子しという名を持つ牡丹の花だ。

　花びらが持つ細かな襞や、真上から見た花芯の様子が知りたかったが、ネットで拾った画像ではそこまで分からない。スマートフォンに取り込んだそれに時折目をやりながら、琉りゆう生せいは慎重にたがねを走らせる。

「琉ちゃん、何彫ってんの？」

　頭上近くから聞こえた武たけ市いちの声に「牡丹」とだけ返す。

　武市は琉生の工房の彫金師だ。仕事仲間でもあるし、大学からの親友でもある。他のクラフトマンたちはすでに帰宅していて、工房には琉生と武市しか残っていない。

「いや、牡丹ってのはなんとなく分かるんだけど」

「お、分かるんだ。じゃあいい線いってるってことだな」

　画像では分からない部分は、まぁこんな感じだろな、と想像で彫りを入れ、仕上げていく。

　貴金属以外に彫りを入れるのは久しぶりだ。彫りすぎてしまわないよう力を加減する、そんなささいなことがおもしろい。

　だがあと少しで完成というところで、武市に取り上げられた。

「琉ちゃん、あのさぁ──」

　武市はむんずと摑んだそれをじっと見つめ、訝しげに眉を寄せる。

「俺が訊きたかったのは、なんで大根に牡丹彫ってんのかってこと」

「ああ？」

　プラチナでもゴールドでもない。琉生は今夜、ぶつ切りにした大根に牡丹を彫っていた。

「いいだろ、大根。失敗しても食えるし。だけど人参のほうがやりやすかったかもな。水分ばっか出るんだよ。彫りにくい」

　包丁はまともに使えないので、道具は彫金用のたがねだ。たがねを使えば、どんなに複雑かつ繊細な形でも琉生は表現できる。そう自負している。無駄に時間をかけて挑んだ甲斐もあり、大根は根菜というカテゴリーを越え、手のひらサイズの富貴の花に変貌しようとしていた。

　琉生は武市の手から大根を取り戻し、牡丹を仕上げるべく彫りを入れていく。

　半月ほど前だろうか。夕食後にリビングのソファーで友とも也やとテレビを見ていたとき、

「あ、琉生さんのほうが上手にできそう」

　と、友也が洩らしたのがきっかけになっている。

　世界の食を巡って、というようなタイトルのついた番組だったと思う。画面には、野菜の飾り切りをする中国人のコックの姿が映っていた。

　琉生は本当のところ、番組をほとんど見ていない。友也の髪をいじりながら、押し倒すタイミングをはかっていたからだ。だけどコックが作った鳩のような鳳凰を指さし、「ねえ？」と得意気に微笑んだ友也の表情だけはよく覚えている。

　あの顔が嬉しかった。

　ただの恋人じゃない、最大の味方です。胸を張り、そう言われたようで。

　だが武市は琉生と友也の間にあったやりとりを知らない。琉生と友也が恋人同士だということも知らない。たとえ知っていても同じことを言うかもしれない。斜め上から琉生の手許を見つめ、「くっだらねえ」とばっさり切り捨てる。

「才能と時間の無駄づかいじゃん。遊びに何時間かけてんだよ。どうせ彫るならプラチナ彫れよ」

　くだらない。はっきりジャッジをつけられると、確かにくだらない気がしてきた。

「んだよ、ただの息抜きじゃねえか。たけちゃんがストーブの前でコーヒー飲むのと一緒だよ」

「どこが一緒なんだよ。息抜きでたがね握る意味が分かんねえ。彫るなら仕事したらいいだろ」

「してるだろうが。俺はしすぎなほど仕事をしてる」

　実際、今夜も工房に泊まる予定だ。明日までに仕上げなければいけないフルオーダーのネックレスがある。凝りに凝ったパーティー仕様のデザインなので、いつも以上に集中して臨まないと難しい。一晩ぶっとおしで仕事をするための助走として、ほんの一時、大根を彫っていただけだ。

　すっかり気持ちが萎えたので、大根はトレイに載せて奥のキッチンに放置した。

　オーダー品はひとりで制作すると決めている。武市もそれを知っている。武市は自分の仕事だけ片付けると、「じゃお先ー」とあっさり帰っていった。

　そこからは大根ではなくオーダー品に彫りを入れていくことに没頭していたので、どのくらい時間が経ったのか分からない。何度目かの伸びをしたとき、コンコンと掃き出し窓を叩く音が聞こえてきた。

　群青の夜を背に、ひらひらと手を振る姿。友也だった。お疲れさまです、と唇が動いている。

　窓を開けると、友也は琉生を見上げ、今度は声に出して「お疲れさまです」と言う。たったそれだけで今日一日の疲れと、これから朝までに蓄積されるであろう疲れが吹き飛ぶ気がした。

　頰を緩めた瞬間、ぐうと腹が鳴り、ぶっと友也が噴き出す。

「お腹減ったでしょ。今日はカツサンドを作ってきたんです」

　友也は慣れた仕草で掃き出し窓から上がると、琉生の真横の作業台で持っていた包みを広げる。ペーパーナプキンにはきれいに並んだカツサンドが三つ。

「あ、すげえ。うまそう」

「カツ丼と迷ったんですけど、カツサンドだったらいつでも食べられるしと思って。コーヒー淹れてきますね」

　奥のキッチンに向かう細い背を見送りつつ、さっそく一つ目に手を伸ばす。だがぱくついた瞬間、「わっ」と短い悲鳴が聞こえ、あやうくカツを落としそうになった。

　春はまだ少し先だが、虫でも出たのだろうか。カツサンドを口に押し込みながら腰を浮かせたとき、友也が小走りに戻ってきた。手にはトレイを持っている。

「これ、どうしたんですか？　琉生さんが作ったんですか？」

　忘れていた。大根で作った牡丹の花だ。思い出したのと同時に「くっだらねえ」と言い放った武市の呆れ顔も蘇る。

「まあなんというか……ちょっとした気分転換に」

　彫っているときはそれなりに楽しかったが、あらためて見ると、たいした出来ではない。

　重心がわずかにずれている上に、花びらに厚みがありすぎる。そもそも牡丹をチョイスするのなら、大かぶらでなければいけなかった。大根の輪切りでは小さすぎて、八重咲きのクチナシにしか見えない。ただし大かぶらを彫るとなると、彫刻という分野になるだろうが。

　それなのに友也は「すごい……」と目を輝かせ、スマートフォンでさっそく写真を撮っている。少しずつ角度を変えながら何枚も。

「白王獅子って牡丹を参考にしたんだ」

　琉生は自分のスマートフォンを開き、白王獅子の画像を見せた。見映えのする大輪なのだが、友也は平たい声で「へぇ」と応えただけで、再び大根にうっとりとした眼差しをそそぐ。

　友也はこういう人だ。美人顔なのに素朴を好む。いらないものには興味を示さない。友也が大切にするのは、友也自身が大切だと感じたものだけだ。そういうものはちゃんと手のなかに閉じ込める。たとえそれがただの石ころだったとしても。

　だから好きになった。

　必死になって捕まえた。

「それ、あんたにあげるよ。もうかぴかぴになってるけど」

「えっ、工房の皆さんに見せなくていいんですか？」

「あんただけ見てくれたらそれでいいんだよ」

　武市には見られてしまったが、これはいつかのリビングで「ねえ？」と訊いた友也へのアンサー。

　友也はじっと琉生を見つめ、はにかむように微笑んでみせる。

「炊いてみましょうか。ふろふき大根とか」

「炊けそう？」

「大根なんだから炊けるでしょ。でも花びらの形が崩れてしまうかもしれないですね。だけど生で食べるには大きいし、刻んじゃうのはもったいないし……」

　友也は「大根、大根」と呟きながらスマートフォンをいじり始めた。レシピを探そうとしているのだろう。しばらくあとに「輪切り、輪切り」も加わった。コーヒーを淹れ忘れていることにはまだ気づいていない。

　くっだらねえ。言い捨てた武市の言葉にうなずく。本当にくだらないことをした。

　大根を彫る時間をオーダー品の制作にあてていれば、今夜この人を抱くことができたかもしれない。捧げたいアンサーはいくらでもあるのだ。獣のように咆哮を上げる、手懐けられない想いが胸の真ん中で渦を作る。友也といるときはいつだって。

　ああ、くそう。渋面で舌を打ち、朝まで仕事をするためにカツサンドを食いちぎる。
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